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凡例

① 挿図ほ竪穴住居址状遺構実測図縮尺40

分の 1, ピット実測図縮尺 20分 1の， 30

分の 1。

②挿図の土堺実測図縮尺 4分の 1' 土器拓

影図縮尺 3分の 1, 石器実測図縮尺 2分

の 1。

③写真は，土器縮尺 3分¢)1, 4分の 1（図

版 8上），石器縮尺 2分の l,3分の 1（図

版44B~47B)。

④石器実測図輪郭に沿った（一）線は，ニッジに整

形ないし使用による細かい剣離があるか，あるいは

唐耗していることを示している。

⑤石器説明中， a面とは背面心いし実測図中の左側正

面図をさし， b面とは腹面ないし右側正面図をいう。
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第 1章発掘までの経過

札幌市教育委員会ぱ，叶年，札幌市西区手稲前田所在の北海道住宅商工協同組合所有地内のN293

遺跡の調査を行なった（ 1：野編1974)。この時点では，地所内西側N309遺跡も宅地浩成予定地内に

入っていたが，未だ買収が終っておらず，次年度以降に造成が予定されていた地域であった。

N293遺跡の調査に際して札幌市教育委員会では， N293遺跡と，その西側隣接地のN309遺跡は，

若干時期を違えつつも一連の遺跡であり，これらの遺跡の中心は，むしろN309遺跡である旨を連

絡していた。

しかし，遺憾ながら，本年度に入って，北海消住宅商工協同組合と札幌市教育委員会との間に一

部連絡の不備があり， N309逍跡地の表士がプルト---ザで除去されるという事態が起戸 fこ。

急逮札幌市教育委員会ては，破壊の程度を釘るため予備謂在を実施したが，その桔果幸にも遺

芦の中心部は殆ど元の姿て残ぅており，表±が除去されているのは，遺跡の外縁部のJ人であること

が判明した。

とらかく， このことは，文化財保護行政にあたって住民側の理解と行政％局の積極的なアピール

啓蒙活動が必要であることを痛惑させろ大ぎな教訓となった。

凋査1ま，大きな成果を上げて終了しにが，とりわけ，縄文時代中期後半の竪穴住居址状遺構群と

数多くの士壊の発見Iなこ 0)時代の生活領域のバターンとその構造を明らかにし， 主た豊富に検出

できた遺物群は，道央部にぢける縄文中期後半期の士器編年の柱となるであろう。

破壊にせよ発掘調査にせよ，一度消滅した遺跡は，二度と畦えることはない。住民側も，調査に

携わる側も，その取扱いに当っては，十二分の配慮が必要であろう。 （石附喜三男）
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第 2章 逍跡の位置と環境（第 1|<l, i<l版 1A) 

北海道を南北に大きく縦断する石狩低地帯（札幌一苫小牧低地帯）は，文化史的にも，地質学的

にも菫要な意味をもつ地域である。この低地常の北側端が石狩海岸であり， この石狩海岸には，地

形的に三つに区分される砂丘列がある，）この内，最も内陸側にあるのが湘［栗山砂丘」と呼：ごれる

ものである。

本遺跡ぱ，この紅葉山砂斤¢)南西端に立地している。紅葉山砂丘の後背地；こは，幅広い泥炭地が

拡がり， また砂丘の内側には軽川・旧発在｝1|が流れている-

この紅葉山砂丘：文，縄文海進の高頂期ないしばそれ以後，こ形成されたもので，沖栢世の新砂斤で

ある（北J11芳男ほか1973, 上杉・遠藤1973)，紅虻山砂丘の形成史を，山田（山田1974a) O)口心述

を借りて表現すれば以下の如くである 0 「沖栢世プレ糸レアル期に上昇をはじめた而水血は中野内

部に進入し，札幌市屯田，同西発寒地域に発凡する，現地表下ー 8~-2om付近に，アカカイ，カ

ガミガイなどの貝殻ーc14年代； 6,800士150Y.R.P.(Gak-4, 347)ーを含む砂丘を堆柏した［，紅崩111

砂丘列の基礎となる礫堤列もこの頃形成された。これとは別に，石狩町生振では標高 3mに罷文而

泄の最大上昇期と考えられる貝殻ー5,850士210Y.R.P.(Gak-4, 053)ーを含む海成砂層が，紅華111

砂丘列の海側に堆積している。ほぼ同肋に，砂丘列の内陸側でしま西発寒でみられる J::うにフレギ`・;ア

ル期の海成層の上部に，豊平川水系，発宜！1|水系の茂からなる砂礫層，砂層，シルト 1怜ーc14年伏；

5,090士lOOY.B.P.(Gak-4, 054)-↑［とによって構戊される陸成層が堆積した。これちの事天：よ，

プトランテイック期の運文海進が始主る頃にぷ，売堤列に風で運ばれた砂が集積し，紅虻山砂丘列

び）形成がはじまっていたため上昇した船水面は砂丘を越えて内隆側：こ入り込まず，現砂斤列0)i祇側

に悔岸線をたもち，内陸側ぱ広い後背湿地となってし、た………その後，後背湿地では………泥炭(/)

川積がはじまり今日に至っている。」

，ど古学的狩料からみた固定年代は，本砂丘に所在ずろ遺跡からサイベ沢 V式（蠅文中期初眼）が

出土していることから，縄文中期初頭であったろうと思われる。中間列砂丘は，トコロ第 6類 (Cl4

; 4,150土400Y.B.P.; Gak-188)が出土していることから縄文中期中葉頃であろうと結論できる（上

野編1974)。

本遺跡の営まれた年代は，後述するとおり 4,000年 R.P.か中心とずろ罷文中期後半の時期である＾

花粉分析の結果では，この時期ぱ， Quercus・Juglans幣に人り， Atlantic期末期～Sub-boreal期初

期に相当し，現在よりも温暖な時期であっ fここの後， Sub-boreal期：こ当る Quercus-Abies帯；こ

人ると砂丘の後背地で：文泥炭層の形成が開始されている（山田1974a, b, 五十嵐・熊野1974)。

（上野秀一）
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第 3章 発掘調杏の方法と層序

第 1節発掘調在の方法（第 2, 3図，叫板 1B) 

昨年度凋責が実廂されたN293逍跡ll)北束：こ隣接する本遺跡は，立地条件は勿論ll)こと，遺跡17)

営，どれた時代や遺跡の1生格，’く；ども， N293追跡乙とれ：こ極めて近いも IJ)であることが，既に予備調

在の段陪で知られていだこ

従って，本遺跡0)調在1こ際して， N293造跡との関連を且えろヒでの便宜を l‘汀ろため｛）あって，

発掘区の設定や調在の方法は，全てN293逍跡のをれを踏弱した。

すなわら，発掘区は， N293遺跡の発掘化の区画を延長し，同様に 4X 4 mil)グリッドを組んだ。

本選跡：こおいても， 4 X 4 mのクリッドの北側と東側に 1mずつのフリ y ヂを残す方法で発掘を進

めたが， ~293遺跡と同頃，ば：王5.0m がら 5. 3m 17)コンタライン：こ沿って，遺構と遺物I，7)殆と大部

分が集中しており，この区域では最終的にプリ，ヂを総てば干し，全面的：こ調在した（第 2,3図）こ

なお， N293遺跡との間は，遺憾ながら北西から南東に一直線に ll)びる舗道がつくらか，幅約 12

mにわたって，一切の調査がなされぬままに，既に破壊されてしまっていた。

従って，発掘総面積は，約 2,010m2であった

第 2節層推積について

第 1布に触れたように，本凋有が実施される少し前，宅地造成の弟一段階としてか，プルトーザ

ーによる一帯の削‘ドが敢行され，耕作＋．の名くが失われていた）この削平ぱ幸い遺構確認面の深さ

まて，こは直せ化遺構の大部分は破壊を免かた。

これとば別に，本遺跡の存在すろ一帯ぱ最近主で畑池として刊用こ：れており， )I293遺跡におけ

ろと同様に，包含層は既に耕作によろ攪乱左うげていろ。ずなわち，発据対象区域J)う い 遺 構 や

遺物の分布に乏しい部分では，耕作士の直ートに，いわゆる地山とも称すべぎ砂層が直接飩くり）が普

通であった。この部分における遺物の分布は極めて稀薄で， G -（一） 15区の耕作土中から閉下の

土器片および石器が採集されたほかは， F-（一） 8区， J -（一） 11区の耕作＋．中から石片がそれ

ぞれ 1恵ずつ出土したのみである

耕作土1よ茶褐色を呈する色凋の防い砂質土で，褐鉄分や火山灰を合有し，やや粘性が認められ

る：地山と利ずべぎぱ，サラサラした粒子IJ)細かな砂り純一→な堆積てあり，そり色調は明るい黄灰

色であっとり，明ろい胄灰色を呈したりと，場所こよって微妙だ差がみうげられた。

一方，遺構や遺物の分布の密な部分-？！t, 様相ゲやや複雑な {,1J)と；La:')てい;]。既述のように，

-9-



遣構や遺物は， 5.0mから5.3m のコンクラインに沿った砂 Ii—ーの内陸側に偏在して分布するが，をり

中ても特に遺構や遺物の集中が剥著：こ認められる部分が数ヵ所あった。この数力所の遺構，逍物り

密杖部の周縁で：之，遺構や遺物：こ乏しい部分と同じく，耕作」→し＇）直卜＿｛こ地山の砂層が続き，追構が

検出された場合こは，耕作上を初＇，ヽだ地山の砂層の上面が遺構確認面となっている。

ところが密集部内では，耕作tを条llいだ段階で，黒くげ且Ifこ砂丹や厚く褐鉄分iJ)沈着ずる砂屈、L;

どが，ィ＜整形に連続して拡がっており，遺構の個々を分離して確認することは容易ではなかった

これら黒色がちの砂層や褐鉄分の名い砂層には，いずれもかなりの最の遺物が包含されている，，こ

の密化部での層堆積の様相を以卜に個別に説明しよう。

N~P- (-) 5~6区：咆21~26号の 6連ヒ゜ヅトを中心に，既に破壊されていた西部に↑＾ 7J岳

で，耕作士の下に：之黒色がむり色』を呈ずろ砂層が拡がっていた この黒色の砂層が個々のピ／ト

に落も込んだ窪みこは，白灰褐色火山灰含砂層がその上に (1)-ー，てし、 7） ことがあるっこのリ＼色の砂［外

の拡がりの東端，第 2号堅穴什居址状遺構のある一帯では、！！、＼色 rT)砂層が殆ど消失し，か）ヽ て褐

鉄分の原＜沈着する固い砂料が，耕作七の下に拡がっていたぃ

O~Q- (-) 8~10区：弟 3号竪穴住居址状遺構から弟13りビット，第 6号竪穴il糾址状遺構

の検出された一帯にも，耕作＋ーの卜に黒色がちの砂層の拡がりが認められた。個々の遣構の 1噌1iで

は，黒色の砂層の堆積がとぎれ， II行灰茶褐色を呈し，部分的に火山灰を含有する砂層が；各t)込んだ

り｀灰褐色の火山灰含砂層ゲび）.-,ている場合があったで

Q~S - (-) 15~16区：ここては耕作士の下：こ褐鉄分 (1)厚く沈着した砂層が連綿と拡がり，遺

構の検出には小トレンチを設定ず竺、必要があった，遺構の数こを多く 1まないが，遺物の分布はか、Lよ

り濃密であった。遺構の卜-に形成〗れた窪みには，若干昂の火山灰を含有する灰茶褐色の砧が比較

的肛く堆積する傾向が認められる）

N~P- (-) 15~17区：耕作tの直下に Q~S- (-) 15~16区から続く，比較的肛く褐鉄分

の沈着する砂層が拡がっているが，北へ向うにつれ次弟に薄くなり第 3号竪穴住居址状遺構のある

あたりでは殆ど消失してし主ら この褐鉄層の下に黒色がちの色調を呈する砂層が堆禎すろが，こ

れは逸こ北へ向って厚くな，て＇、＜傾向が認められた この両者が全面的に遺構をおわいかくして

おり，個々の遺構確認：こは， 'i I)'I ドの区画と同方向り幅50cm程の小トレンチを 2m間附：二縦横

に走らせなければならなかった 黒色がちの砂層は，遺構(1)それぞれの窪みこかなり叩く堆積し，

さらにその上に白灰褐色火山灰含砂層がのっている場合が名い｛｝

遺構や遺物の分布の密な部分とそうではない所とで，どうして層の堆積に差が認められるのであ

ろうか。耕作はほぼ同じ深度に及んだしまずであり，両者の差は明らかに耕作によるものではない。

直構の営まれた場所では，後の柏生や水分の保持などに関囲との差が生じ，黒色がもの砂｝付の堆積

や褐鉄分の沈着などが促進される鋲向が強いのかも知、！口ご ‘9) i：：：っきりとは分らぬが，保水）］に乏

しい砂地にあっては，遣構の存西が後の士壌形成に大きく影密ずることは十分考えられよう

さて，それぞれの遺構の探心は，それぞれ遺構確認面から測った数値で示されるが，以 l：辿べて
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ぎたように，追構確認面が必ずしも同一の層ではないことを予めお断りしておく。

また，砂の色調は，その日その日の天候や，乾媒の程度によって微妙に変化するものであり，個

々の遺構の覆土の層名は，命名時の諸条件を反映して，かなりまちまちである。これも敢えて統一

してはいないことをお断りしておきたい。覆土の層堆柏に関しては，後章（第 4章第 3節）でまと

めて述べる。 （高橋和樹）
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第 4章 逍構および出土遣物

本遺跡からは，堅穴住居址状遺構が 6軒， ピヅトが都合 52枯検出された（壌 3図，図叛 1B) 

これらの遺構は，第 3店に触れた［うに，ほぼ 5.0mがら 5.3mのコソ々ラインで示されろ，砂

丘の内陸側の周縁沿いに分布ずズ）が，そのりちでも特に， N~P-(-) 5~6区， O~Q- (-) 

8 ~10区， Q~S-(-) 15~16[><~.N~P-(-) 15~17区＇） 4，7"所：こ集中して検出された。

以下｛こ瞑穴住居址状遺描おここゞピ，卜をそれ？れ｛固別：こ恨告ナ乙が， こ、tしらのうちこは，人為的

：こ掘り込主れ遺構とは見倣し難し、も＇］）も数倒含主れて 'v‘ る(J

第 1節竪穴住居址状遺構

第 1号竪穴住居址状遺構（窮 41刃，国板 2A) 

明るい色凋の白灰褐色砂層に掘込主れた遺構て，平面フ゜ランは大まかにいうと南端部の尖，，た汀

棋駒型であるが，北東墜の一部がやや外に張り出しているこ壊口都での大ヤさ！ま 190X348cmを測

り，長軸はほぼ南ー北の方向なとる：壁0)掘り込みは比較的ゆ 7」やがであり，床面ぱ中央部がやや

高くなろものの全休的に！臼王心水平だ平旧面とだっている。深ミは26cmとごく浅い。

床面がち掘 h込主れた小ピ，卜う;8個旦出竺がてわり，ぞれごれ0形や大きさなどは第 1表、こ7J,;

した通りでち乙，これらの小にO I 卜の内容物：よ SP-1, 2, 6 ；こは仄色味の強い黄灰褐色砂， S 

P-3,4,5,7,8ぱ，褐色がらの黄灰褐色砂である，，これ：パ司種の砂｝情が充填され，た小ピットは，

/：：れぞが同様の性格をらつら 0)と与えられる，）

従って，合の配列は， SP-1,2,6が三角形に存在し， SP-3,4,5とSP-7, 8と（ま東

西両側緑にあって対応関係にあると考えることができる，）このあり方は， L屋構迅を考える上で極

めて示唆的なものといえるか 1，知れない。

覆七中にば多くの遺物が包合されており，巾央部北東よりの覆士ヒ層からは大形の扁平I£河原石

な素材とする石1皿（図版47A) と大きな士器破片 (I、コロ第 6類，冶12団10) が出七していろ）

層の堆稽ぱ以下の通りであるこ咆 II暑，黒色砂層で炭化物の含有 lバ認め巳わる 第 1'冴，、＇慧灰

色砂I暑て炭化物お」てド火山灰0)含有が認められる u 第 Il）州，隋仄褐色砂｝曇て若F量J)火山灰，木似

'、り合有が認めら札，渇鉄の臼有はえごょり多い。第 Il'肘，ややII音い諧灰褐色砂層。第 111附，古灰褐色

砂層で褐鉄0)含有はか左りるい3 第1ll'層，やや胎い i附灰褐色砂謄。第1Y層，英灰褐色砂層。第1Y'

層，やや賠い黄灰褐色砂層、

なお，セクション図で示したKとは後世に攪乱をうげた部分であな他の遺構に関しても同様

で， Kという表品がある場合，それらはい干れも攪乱層ヤ意味すな （窃栢 和樹）
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第 1表 第 1号竪穴住居址状遺構小ピット一覧表

No. /平面形！規模 1深 さI内 容 物 備 考

I l l cm 
cml 

1 不整楕円形 21 X 17 8.5 娯 灰 褐 色 砂 軟らかい
（灰色味が強い）

2 不賂円形 28X 26 1. 20 貨 灰 褐 色 砂 内部・底が序い
（灰色味が強い）

3 不幣卵形 i19 X 18 ＇黄（灰褐色ヽ砂 ） 8.0 喝色味の強い，砂粒が細し 軟らかい

4 不柩円形 14X 13 4.5 黄 灰 褐 色 砂 先が細い
（やや褐色味が強い）

5 I ，不整楕円形 ::l0X24 4.0 苗 灰 褐 色 砂
（やや褐色吐が強い）

6 不賂楕円形 18X 14 
1.10-由11, 灰 褐 色 砂

（灰色味が強い）

7 不整楕円形 24X 19 6.0 貨 灰 褐 色 砂 内部がやや硬い
（やや褐色味が強い）

I 小整楕円形 121X [7 8 15.0 貨 灰 祝 色 砂 内部が硬い， カー玉ンが入

I 
（褐芙味が強い） っている

遺 物（第121叉11~14，第141':<)1 ~15, 図肋 6B, lOA) 

1しま，肥厄帯上に「く」の字状に，小竺い丸棒工具による突引文（北楳文）がある（夕リである。 2

は，二連の小突起がある例である。 3は，低い肥厚帯がある。 4, 5は，小突起があり，小突起に向

って集合する貼付帯がある。貼付帯上には，撚糸EE痕文があり，貼付岱間は，角棒状工具による剌

突があるー 6は二本単位（り貼付帯があり，その間こ半歓竹笠こよる連続刺突文があろ 7も，半歓竹

管による沖続刺突文がある。 8は，無節の隠文地に，口唇部上および口柑部直下に，平筏による連続

剌突文がある。さらに懸垂状の貼付文があって，その側面にも連続刺突文がある。なお，この貼付文

！こ（ま，中空に穴が開げられていろ。裏面にし，同様の網交がある。 9~12｛ま，トコロ頌 6類であろc

11の肥万帯上の刺突文の，工具しま半歓竹竹であり， 9,10ぱ，平らな箆てある 13,14ぱ，底部片てあろ-)

石器は， 1が定角式半）杯製石斧で，刃部を欠損する。 2は，敲石。図下端は，繰返しの敲打で，耗磨

しており，全体に焼けて，！！、＼ずんでいる。 3は石鋸， 4は砥石で，共に砂岩製である。 5,6は，有

茎尖頭器（石括？）の茎部破片てある e fiは，硬質頁岩てある 0 7' 8は，統形石匙てあるが，つ

まみは明瞭ではない。 9, 10は，つまみのない縦形の削器（ナイフ）である。刃部の加工は背が高い。

各々 2個に割れて出土した。 11~13は，縦長条lj片に簡単な凋整をした削器である。 14は，小形の五

角形に近い有茎石鏃である a両面共，幅広く素材面が残る。 15は，部厚い掻器である C b面は原石面

で，扁平石核を再利用した例かもしれないっ図版47Aの右に示したものは，大形の扁平匁厄［原石の側

縁の一部 (1/2程）を打割し，形態を整えた石皿で，写直1叉l版で示した血は，軽く擦った痕がある。

大きさは22.1 X 16, 2cm, /'/-さ 6cm, 重贔（ま3,280gで，石質は角閃石安山岩である。 （ート野秀一）
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第4図第 1号竪穴住居址状遺構実測図

第2号竪穴住居址状遺構（第 5図，図版 2B) 

耕作上を取り除いた段階で，かなり広い詭囲にわたって灰茶褐色を涌する胎い色凋の砂層が厚く

堆積する部分が見出され，その下に何らかの遺構の存在が想定された。そこて十文字にベルトを残

し， この砂層を掘込んでibくと，次いで褐鉄分の含有がかなり多くて非常に堅い砂層が現われた。

さらにこの屠を取除くと色調の明るい，やわらかくてサラサラした暗青灰色を追する砂層に変わ

る。これを地山とみなし，堅い砂層を取除いて認められるものがこの遺構の実体であると一応の判
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断を卜した。ところがこの堅い砂層は部分的に竪さが大きく異なる上，色調も微妙に変化しており，

北～北東部，南東部，西部の一部は堅い部分を取除いてすぐに壁や床が確認されたが，他は，競．

床の検出に困難を極めた。必ずしも明確ではないが，最終的にば平面図に示した：うなプランを有

する遺構と思われる n

東咲0)大部分はいわゆる風倒木痕で削りとられ， また北西端に奇妙な張出部が付属しているが，

全体的には不整五角形の形状を呈し，濃口部での大きさ 506X(354)cmを測る。長軸方向は北北西

一酎南東をとる。咲(1)掘り込みはほば45°に近く，床はほぼ水乎な平坦面である 深さは34cm程で

ある。床面には 3個の小ピットが見出されている，充填されていた砂層の観察から，床面の一部の9

色調が多少変化し

ただけのものであ

る可能性が強い。

なお， SP-3は

最上閑から掘り込

まれており，本遺

構とは直接1こは関

係のない小ピット

である。

層の堆積は以下

の通りであるが，

かなり褐鉄分の多

い砂廣に殆んど上

からド主で覆いつ

くされ，堆積状態

は他の竪穴住居跡

状遺構の層堆積と

はかなり異なって

い る 第 1層，灰茶

褐色砂1,11で若干量

の火山灰が合まれ

ている。第 1'層，

s°-1 

1
0
 

SP-3 

◎
[
 

第 1層と同様だが

色調のやや明るい

灰茶褐色砂層。第

ll層，褐鉄をかな 0

り含有する暗灰褐 第5図第2号竪穴住居址状遺構実測図
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色砂層。第 11l層，非常に堅い暗青灰色砂層。第 Ill'層，第 11l層と同様だがやや褐色がちの暗青灰色

砂層。第1V層，灰黒褐色砂層。第 V層，やや褐色がちの暗灰色砂層。

第VI層，暗黄灰色砂層である。 （高橋和樹）

第2表 第 2号竪穴住居址状遺構ヽJヽピット一覧表

No. I平面形＇規模深 さl内 ゲィr マ 物 備 考

cm cm 

1 不整楕円形 17 X 14 暗 青 灰 色 砂
（地山か？）

2 不整円形 19X 18 暗 青 灰 色 砂
（地山か？） I 

不整楕円形 40X33 3 37.5 賠 灰 色 砂 最上層から掘込まれている（やや褐色味が克る）

4 不整班形 14 X 12， ' 暗 青 灰 色 砂
（地山か？）

I i i 

遺 物（第12図15~17, 第14図22, 図版 6B, lOA) 

15は，低い肥原帯と小突起を有し，小突起下には，縦の貼付文がある。これと連結するように横

方向の貼付文もある。肥厚帯上および貼付帯上には，沈線文（刻文）がある。 16は，肥厚帯上には，

縄文原体を押庄し，凹みを付けている。 17は，弧状，縦方向の細い貼付文がある。 22は，有茎石銘

の茎部破片である。 a面と b面右に擦痕が観察きれる。 （上野 秀一）

第 3号竪穴住居址状遺構（第 6図，図版 3A, B) 

規模は，長軸425cm, 短軸最大幅335cmの不整五角形を基する遺構である。長軸方向は，東北東一

西南西を示し，深さは，遺構確認面より57cmを測る。壁の状態は，急傾斜で立ち上り，床面は，

中央部が若干高く，壁に沿った所が低い傾向が認められるが，ほぼ平坦である。床面には 4個の柱

穴状小ピットがあり， 3個はコーナーに， 1個は中央部に配されている。西壁部に 87X85cm, 深

さ17cmの不整楕円形を呈・・)'-るビットが確認され，数点の土器片を検出した。

東側部分は，第54号ビ、I 卜の上部を削平し，構築されているつ新lH関係は，本遺構の方が新らしい。

埋没状況は，第 l界，自灰喝色火山灰含砂層。第 Il層，若干の火山灰を含む黄茶褐色層．）第＂層，火

山灰を含む黄灰色砂層）第N層，やや黄味のある黒色砂層。第V層，黒灰色砂層。第VI暑，暗青灰

褐色砂層。第VII層，賠灰褐色砂層。第VIII層，暗黄灰色砂層。第1X層，黒褐色砂層である。本遺構中

より 5個の河原石が検出されているが，すべて第VI層上面にて確認されている。南側部分では鉄分

の沈着が顕著に認められた。 （内山 真澄）
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第6図第3号竪穴住居址状遺構および第54号ピット実測図(Rは土器集中出土地点）

第 3表 第 3号竪穴住居址状遺概小ピット一覧表

No. ¥平面形 1 規模探 さI内 容 物 : 備 考

i 

28X2cm 0 1 

cm 
砂 I1 不整楕円形 8.6 坦ヽヽヽヽ 褐 色

2 不整楕円形 25X20 5.4 賠 青
灰（地山か褐） 

色 砂

3 1不整惰楕円形 20X 15 6.5 暗 黄 灰 色 砂
4 不整円形 I:.25X17 黄 灰 褐 色 砂
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遺 物（第12図18~30, 祁13図 1~5, 第14図16~21，図版 6B, 7 A, 7 B, lOA) 

18ば，肥厚帯上に斜めの速続貼付文と環状の貼付文があり，肥1昴帯下には，横走する絡掴休庄痕

交と半歓竹管文が繰り返し横悶する 19ぱ肥厚帯上に斜めの貼付文があり，その上に撚糸圧痕文が

あろ、)201ま，横走する貼付帯があり，その間に，棒状工具による刺突文がある。 21は肥｝り帯いこ縦

位の貼付文が連続してあり，この卜とその間に絡縄体圧痕文がある。肥厚帯下には，一条の絡細休圧

痕文が横環し，その下には撚糸による馬締形圧痕文がある。 22は，剥脱しているが， 2本単位の横

走する貼付文がある。 23は，風化しているが肥厚帯と小突起を有し，突起下には，中空の肥手状の

貼付文がある。 24は，肥厚帯があり，胴部には撚糸文が横走している。 25ぱ，肥厚帯があり，この

LI9土地文と同じ蠅文がある。 26は，肥手部分の破片と思われる 全面；こ沈線文が八の字状に入って

しゾい中央に1ま，刺突がある 0 271:l:., 胴部片で，斜行縄文が克るし、 28~30Iま， トコロ第 6類であ

ろ 28に1ま，裏面に纏文ばない-棺13図 1~ 4 Iま，幅広の扁平左貼付帯が縦横に走り，このいこ平

位による連続刺突文がある。トコロ弟 6類の胴部片である。 5は底部片である。

石器は， 16が磨製石斧の柄部破片である。 17, 18は，頁岩刺の縦形石匙である。ただし， 17は，

共材は少し幅広である。 19は，幅広の縦長剣片に調整を施こした削器（つまみのないナイフ）であ

る。 2(）は扁平石核の ridgeflakeに椅単な調整を施した例である。 21は，頁岩製の有茎石録であ

る0 （上野秀一）

第 4号竪穴住居址状遺構（弟 714，図版 3B, 4A, B, 5A) 

猥口部での大きさ 457X 280cmを測る，南西端の角が尖ったやや細身の不整五角形フ゜ラソを団し，

長1叫方向は北西ー南東をとる。既の掘り込みはほぼ45° に近い角度をとる。床面は多少緩やかに波

打つが，全体的にはほぼ水平な平坦面と見なしうる。深さは43cm程である。床面西半部には南北

方向にはぼ直線的に並んだ 3個の小ピットが見出され，いずれもかなり色調の黒っぽい賠苗灰色砂

が充凧されていた。

Mの堆柄は以下の通りである 弟 l層，黄灰色火山灰含砂屈 弟 ll居，黒色砂層で若干褐色がい

の色』を唱しやわらかし三第 Ill屈，灰色う：ちの色調を呈すろ烹色砂I'』でサラサラしている）弟N

屈貞mで堅い黒色砂層。第 Vi悦，県灰色砂層。第＼1層，黙色砂I付で灰褐色がちの色調を出しネバ

っこいol'.l'ml層，暗黄灰色砂屈。

以 Lの層のうち第 ll, Ill, N, V, VI層の各層は，その黒色がちの色謁，遺物の出土状態や密度な

どより判断して，ほぼ一連の砂と理解しても大過ないものと思われる。 P-1,2, 3として小され

る士器片のまとまりをはじめとする数名くの遺物は殆ど全てこの一述の黒色がちの砂層に包；；；され

ていたっここで問題となるのはこの一連の黒色がちの砂層の追構外への拡がりであり，本遺跡cl)営

まれと時代とほぼ同時期の竪穴仕居址の調査例こ照らして，床向よ，）一段高いベンチ状の構迅の存

在は十分苺えられるところであろ）床面の範囲内に堆積する黒色がちの砂層と，さらにその外へと

拡がる）性との間に殆ど何の断絶もないことは，床面の範囲内のうちでも特に西～南西部に堆柏する
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黒色がちの砂層中に包含されていた無数の黒耀石のチップが問断なくさらに床面の範囲外まで続い

て分布していた事実から問違いのない所と思われる。そこでこの黒色がちの砂層の分布はというと，

あろ部分では明瞭な立J::りをみせて消失したり，ある部分では次第に色調が薄れてゆき他の砂層と

の境も不明瞭のうちに断ち消えてしまったり，第 3号竪穴住居址状遣構の第IV, V培として表現さ

れている部分のように他の遺構に落ち込んでしまっていたりで，遂にペソチ状の付屈構造が存在す

るのか否かは確認できずにおわった。 （恥橋 和樹）

第 4表 第 4号竪穴住居址状遺構小ピット一覧表

No. 平面形 I規模深さ 1 内

cm I cm 

1 不整楕円形 71x50 12 暗

2 、 不整楕円形 30X15 
3 不整楕円形 32X21 は沿I

物備

黄 灰 色 砂 I
（かなり黒い）

” 

容 考

” 

遺 物

（第10図，第11図 1, 2, 

第13図 6~18，第15図 1~

16, 図版 4B, 5 A, 7 B 

8, 9, lOB) 

第10図は， 口唇部を欠担する

が，現存高47.8cm, 現 存 最 大

径36.8cm, 底径14.9cmの深鉢

0 0 

S-9 S-1 

り）
形土器で，器厚は 12~18cmで， I l(cn¥'-I I I-I 

程の貼付文が 2条以上横環し， /1(11 ¥ ¥ 
〗。OS

その間は同様の貼付文が鋸歯状

> 2<>
SP-l 

／卜°-8

に施されている。貼付文と貼付

文上には，地文と同様0)謳文が I11：：：： 

あり，貼付文の交点には，円形

刺突文がある。地文は第二種
三．匂

結節（アヤクリ文）を有する羽｀ ち

状縄文で，胎土には，繊維は含 >\ に

5.400M且

：白てt：しt二゜い。内面は特こ賂形さ エ□□二三；口こここ□言巴

SP-2 

Bl 

第11図 1は，底部を欠捐し， 第7図 第4号竪穴住居址状遺構実測図
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現存高は19.5cm,推定口径25.7cm，恭）710~13mm程の半完形の深鉢形土器である。肥厚帯を有し．

現存部で，二連の小突起があるが，全部で幾つあるかは明確ではない。肥厚帯卜＿には，幅 6mm程

の貼付文が鋸歯状に巡り，突起下ではをれが渦巻いている。口縁部には 2本単位の同様の貼付文か

横環し， この間を 2木｝；いし 1本単位の貼付文が半弧状（ループ状） iこ施されて'、‘る。ただし， こ

の貼付文の繰返りのパク←ーンは同じではない。これらの貼付文上およびその閻には，ー原体のKさ

2. 7cm程の絡縄体Il1几文が施されている。地文は，第一種結節のある羽状縄文かと思われる。胎

土にば繊維を少量含Iぃ内面ぱ整形〗：れている。色凋は茶褐色である。

第11図 2も，底部を欠損ずるが，現仔高20cm, 口i"l':27.4cm, 船Jり14~15mmリ）深鉢形の半元屈

土器てある。胴張りし，口縁部は心待ち外湾する。口縁には，肥）m；iがあって， この上には平らな

箆による連続刺突文が．．段巡る。このドには，円形刺突文が一列横環している。地文は，第一種砧

節の，ちる羽状耀文で，内面ぱ特：、こ舷形していなし、て，胎七：こ：ま，］＇ J＇-l'り）繊維を含、んている。色調：：` ’

茶褐色である。

第131616, 7は，低い肥厚帯と突起を有し， この上およびそのドに貼付文が施:オし，貼付文上を

してその間を撚糸圧痕文で充填している例である。 8ぱ，弁状突起の破片と思われ，それを縁とり

ずるようこ 2本単位の fl.i'1付文があり、合の間こ魯糸IL痕文，半蚊竹怜文がある。空起中央：こは， 凡

窓が開けられている。 9は，部厚い貼付帯が口唇部但ドにあり，小突起上まで北なっている。その

下に斜・縦方向の貼付常がある。防付帯上には，縄文原体を押圧している。 10は，縦と環状の貼付

文が肥厚帯上にあるっこの上とその間に絡縄体庄痕文がある。 11は，縦の貼付文があり，同様にこ

の上ととの間，こ芦糸「「痕文がある 12, 13は， 2木「且位の横走ずる砧付帯がある 12：こは， こ<）)上

とその間に絡縄体II了痕文があり， 13は縄文原体を押庄している。 14~17は， トコロ溶 6類である。

16は，円形刺突文がかなり下にある。 18は，底部）；でである。

石器は，出土数が名い。第15図 1は，有茎の石鈷であり， 2~5ぱ，大形の有茎石鏃である ，l 2 

は，尖頭部が大ぎく石鈷のそれと似心只茎部が小さいので石鏃とぢえるのが妥門である。 6は，有

茎石鏃の茎部破片であろうか。7~10ば，両面体石器の破片である。形態からいってずべて削器（ナ

イフ）であろうと思われる。11は，両血共に原石面であるが，ー側緑の両面に二次加工がある。12, 13 

ぱ，共こ少し幅広の紙長剥片を素材：こした削器（⇒-イフ）である。12：ょ，簡単芯つ主 '1、があるとら人1

る。 14~16ら，矩形ばいしは縦長の象IJ片に簡単な二次加工を施しに削器である。 17は，石質がもらべ

風化しているが，擦痕が観察されるので，砥石ないしは擦石の一種と考えられる。 （上野 秀一）

第5号竪穴住居址状遺構（第呂凶，図版 5B) 

規模は，長軸390cm, 短軸の最大幅350cmで，東陸部分が 250cmを測る。不整五角形を呈し，長

軸方向は西北西ー東巾東を示す。深勺ま，遺構確認面より 58cmである。壁の状態は緩やかに立ら

上り，床面はほぼ平坦←竺，軟弱でばあったが地山との区別：文明瞭であった。床面：こ柱穴状の小ピ，ト

が，コーナーに 3個，東側部分に 1個配され，西壁部に35X20cmの範囲で炭化物（第 8図C) が検

出された。
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囲没状態は，上1位南側全域か，深さ20~30cmにわたって大ざく攪乱を受けている。第 1陪，火山

灰を含む白灰褐色砂層。第 Il}曽，火山灰を含む黄灰色砂層。棺m層，火山灰を少量含む灰褐色砂

層 常IV層，賠灰褐色砂層。第 V層，灰褐色砂房っ第VI層陪灰茶色砂層。第Yll層，黒色砂層。第

¥lU屈，やや暗い陥訊灰色砂層。第八層，青灰褐色砂層。第 X層，陪灰色砂層てある。（内山 真立）

第 5表 第 5号竪穴住居址状遺構小ピット一覧表

No. I乎 面 形 1 規模 1深 さ 内 容 物 備 ぢ
i 

cm cm 
1 不整円形 28X 26 I l 

9.0 
I 

2 不整柘日形 39X34 14.7 暗 松 色 砂，＇ 

3 不整卵形 22X 16 7.2 

4 不整卯形 21 X 19 | 9.7 

遺 物

（第13図19~

22， 図朕 7B) 

19は，小突起と

部厄い貼付文があ

り， この上に絡網

休痕文がある。 20

は，肥厚帯上に縦

杓の連続貼付文の

ある例で，貼付文

上には蠅文があ

る。21は，口縁部に

近い胴部片で，第

二種帖節（アヤク

リ文）があり，裏面

にも縄文がある。

22し，胴部片でや

はり弟二種結節が

ある。色調は灰褐

色で，器は厚い。

石器は出土して

I勺

cs -
呈

゜

口9 5.60OM旦ミ K /X←--

lM -------~ 
,v 

II V 
lX 

いない。

（上野秀一） 第8図 第5号竪穴住居址状遺構実測図
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第 6号竪穴住居址状遺構（第 61図，図版 6A) 

上述してきた竪穴住居址状遺構がほぼ不整五角形といった形状の，長軸上の一端に尖った角が突

き出す平面ブランを有するのとは異なり，本遺構は不整六角形あるいは不整円形といった形状で，

尖った角が認められない，）壊口での大きさは， 416X 370cmを禎IJり，強いていうなら長軸方向はほぼ

東ー西をとる。掘り込みは比較的ゆるやかで，床は仕ぼ水平な乎坦面をなす。翌さぱ16cm程。床面に

は比較的大きな小ピットが 4個穿たれており，南北の方向に対をなすSP-1とSP-5にはやや

硬い砂層が，東西の方向に並ぶ SP-3とSP-4にはやわらかな砂層が充填されていた。東壁上

のSP -2には耕作士がつまっており，かなり新しい時代の所産と判断される。

口SP-4 → 

゜
SP-J 

SP-I 

5

・父
0
M
に

~
 

w[＼
 

SP-2 

△ 
II. ＿ W ！・ニ 5.300M且

II ↓--乙吋「―

E
 

F 5.300M-

第゚9図第6号竪穴住居址状遺構実測図
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咽グ）堆積は以下の通りである 第 1層，暗灰色火山灰質砂層 第 1'層，明灰色火山灰質砂屈。第

TI I苫，暗茶褐色砂層で若干量グ）火山灰の含有がみられる。第 l'~' 黒灰色砂層。第 DI 層，灰茶褐

色砂層も第1V層，黄灰層色砂層，第1V'層，暗灰色砂層。第V層，＂月灰褐色砂層。第 VI層，灰褐色

砂層。 （高橋和樹）

第 6表 第 6号竪穴住居址状遺構ヽlヽピット一覧表

No. 平面形 ！ 規 模 深 さI内 容 物 備 考

cm 
17.cm 5I 明1 不整円形 34X30 灰 褐 色 砂 やや硬い

•‘—) •‘ 不整楕円形 24X 20 12 耕 作 +． 軟らかい

3 不整卵形 41 X 36 13 明 灰 褐 色 砂 軟らかい，先が細い

4 ＇不整円形 51 X49 8.3 明 灰 褐 色 砂 軟らかい

5 不整方形 30X28 12.4 黄 灰 褐 色 砂 硬い

遺 物（第11図3' 第14図23, 図版 9)

第11図3は，底部を欠損するが，現存高35.3cm, 推定口径28cm,器厚14~19mmの半完形土器で

ある 器形は，深鉢形で，胴張

り，□禎著ではない。弁状の突起

は 4個あったものと思われる。

ロ緑部には，幅広の貼付帯が 2

条巡り，肥厚帯を形造っている。

この輻広の貼付帯は，突起部分

では段になっており，突起下に

も笠、垂状に長い貼付文が施され

てい~:,,,これらの貼付帯（文）士

：二1よ，半歓竹管iこよる連続の内

血笈） 1文がある。また，懸垂状

貼付文の中央と末端には，指碩

によるへこみをつけている。地

文1よ，弟一種結節のある羽状細

文で，胎＋．には少量の繊維を合

八ていろ，内面は研磨されてし、

て，色調は黄褐色である。

第14似l23は，縦長剥片の側縁

に箇りiな調整を施した削器（ナ

イフ）である。バルブ部分を欠

担する。 （上野秀一）
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第10図 竪穴住居址状遺構（第4号）出土土器実測図(1)
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4
 第 11図 竪穴住居址状遺構出土土器実測図(2) (DWとは， 怪穴住因址状心構をさす）
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第 12図竪穴住居址状遺構出土土器拓影図(1)
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第 13図 竪穴住居址状遺構出土土器拓影図(2)
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第 2節ヒ゜ ッ 卜

第 1号ピット（第16図， l咄版llA)

壊口75X63cmの不柏円形を唱するヒ°ットで，深さ 23cm, 断面形はボール状である。

腎は 3つに分かれ巧が， 1口］じ茶褐色砂層て下層ほど色詞が明るくなっている。

本ヒ゜ゾトかちは，ほぼ一個休分の七器が東側の覆士から底面にかけて出士した。

（伊藤加代子）

遺 物（第31図 1' 図版29)

器高23cm, 口径23.6cm, 底径10cm, 器）＇/7~11mmの深鉢形の完形ナ盟であろ。胴部：まややふ

くらみ， 口縁部は大ぎく外蕎ずる。肥1厚帯はないが， 口唇部直下に幅 5~6mmの貼付文が鋸歯状

に巡っているハ貼付文 l:.には，撚糸庄痕文が施こされてい;.ニロ縁部1ま乎縁で，乎霰であろこ底印

の張り出しは顕著ではない。地文は，第一種結節のある羽状縄文であるが，所々擦り消されてい

ろ：擦消部分にほ，横に走る！席形痕，ぅ：あろ。七器内面1ま，滑らか：こ整形され，光沢をもってい：

胎土には，繊維を含んでいて，色調は，黄褐色～黒褐色である。 （上野 秀一）

第 2号ピット（第16図， I翡版11B)

94 x 86cmを訓ろ不叩円形のに°ットであろが，その東側iこ長さ62cmの舌状の張出部が付属する。

長軸方向は，西北西ー東南東である。張出部の壁は軟弱で，掘り込みは浅く緩やかであろ。ヒ゜．y 卜

（［炉面形は，ボール状を呈すろ。層り堆秘ぱ，第 1層，灰褐色火山灰含砂層。第 Il層， II音灰褐色

火山灰合砂層。第1ll陪，灰茶色砂層。第 1ll'倍，暗灰茶色砂丹，第w層，青灰褐色杓門酎第＼「層，灰

黒色砂屈。こし＇）うち第 Ill, Ill'Rりには芳干の火山灰が含まれていた。 （山下 芳教）

遺 物（第331可1~ 3, 第381~ 1, I星版31A, 33B) 

第33図 1, 2げ，天神由式， 3;ま，サイベ沢＼1～¥1式：こ相出ずろものであ 7l。第38図 1ば，縦長判

片の側縁に調柏を施こした削堺（ナイフ）である。バルブ部分は欠捐する。硬質頁岩製。

（上野秀一）

第 3,4号ピット（第16閃団股12A)

両ビ、I 卜は，切合い閃係か応第 3号ヒ゜ットの方が新しい。

第 3りピ、ゾトは濃ロ 170X160 cmの不整台形を呈し，深さは遺構確認面より 13cm程である。立

!:りは， 南側部がやや緩やかなほかは急傾斜であ 99:) 床面ぱほぼ乎坦で非常｝こ硬<, 3個の小 L

ヅトがある。 SP-1は， 37X36cm, 深さ9.3cmを数え，内容物は黒色砂層で硬い。 SP-2は， 22X21
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第 4 号ピット



cm, 深さ16.5cmで，内容物は黒色砂層で，底血・壁共に非常に硬くしっかりしている。若「の木

炭を含む。 SP-3ぱ， 18X16cm, 探さ3.5cmて浅く，内容物は暗灰色砂厨で，床面・壁共にやわら

-: I 
り i‘‘o

JIll没状況は第 1層，耕作土と息われる賠灰茶色砂層。第 ll層， 黒色砂附。第Ill層， 灰黒色砂

！曽。第1V層，灰茶色砂層。第 V附，黄灰褐色砂附である。

第 4号ピットは，第 3号ピ／卜によって，東側壁が一部削り取られておリ，現存壌口 (85)X 71cm 

で，不整楕円形を基し，深さは約13cmである。長軸方向は北西ー南東をとな）

坪没状況は，弟 l層，青灰褐色砂層。第 l陪，明青灰褐色砂培。第 1l1層， 苗灰褐色砂層である。

（内山真澄），

遺 物（弟31図 2，第:Blil4 ~ 6, 第3%~14, 図版29, 31A, 34A) 

第31図 2は，弟 3号ピットかい出土したほげ完形の土器である。器高 35cm, 口径 25cm, 底径

且 8cmで，器厚ば 6~8mmを数え恥器形は，探鉢形で，胴部ぱややふくらんでいる。底部は平

氏：：，少し張り出しが認めちれるヘロ縁蔀に：い肥厚帯があり，小突起1之枡定 4個ある c 突起の形

状はいずれも破肌していて不明である。肥厚幣卜には，横方向の幅 6mm程の貼付文が 2条施さ

れ，各突起の下部はボタン状の貼付があり， このヒにも環状に貼付文がある。さらにこの下口縁部

に，懸垂状こ貼付文があるここの突起下の懸垂状姑付文の閏{:, 7木の貼付文が半弧状に施ごれて

いる。上，下 3木屯位て中央に 1木ある。これらの貼付文上には，縄文原｛本り）「F痕がある。補修孔

が対になって一組ある。地文は，策 1種結節のある羽状縄文である。内面は，ざれいに麿かれ，光

沢をもっている。胎土には，繊維を含み，色調は黄褐色～患褐色である。

第39図4は，第 3号ピ、I 卜之 r)出土した小形狭長な石斧の星部破片てあろし」

第33図4~5は，第 4号ヒ゜ゾトから出土した士器である。 4は，羽状縄文地に鋸歯状および横方

向の貼付文があり，その上に網文原体による仕狼文がある。 6も横走する）枯付文上に同様の几痕文

がある。サイベ沢¥1iしか。 5は，底部片である＼） （上野 秀一）

第 5号ピット（第17図， 1‘姐1版12B)

直径75cmの仕げ円形の城口部を有し，深さは33cm である。断面形はポ-—ル状をなす。）けの堆積

は，第 1層，灰茶褐色砂曹第 l附，暗灰色砂崎）第1ll層，黄灰褐色砂層であり，全体iこし，tって

tヽ る力ら第 1居1よ，第 Il, Ill]付よりも若千やわうかい。 （笠井術二）

遺 物（第33図 7, 8，図版31A)

7, 8共iこ，第一種結節の羽状囁文を有ずる 1)11,1部片である。焼！皮はよく，内面は滑らかて，ヂィ

ベ沢VI~VIlないし天神山式のグループである。 （上野 秀一）
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第 6号ピット（第171図）

不整な卵形を呈し，大きさは88X78cm, 深さ26cm。壁は東側がやや急角度に掘り込まれている

が，西側では緩やかで，断面形ぱ，ポール状である。長軸方向は北北西ー南南東をとる。

層の堆積は，第 1層，黒色と暗灰色の火山灰含砂層で，古い時代の攪乱と思われる。第 Il層，賠

灰色火山灰含砂層。第皿層，白灰褐色砂層である。

遺物は，全く出土していない。

第 7号ピット（第17図）

（高橋和樹）

濃口124X94cmの不整楕円形を兒するピットである。深さは 29Cffi8城底面はほぼ平坦で，壁は

なだらかに立上っている。長軸方向は北東ー南西をとる。

覆士は，第 1恩，火山灰を含む白灰褐色砂用。第 Il層，暗灰茶褐色砂層。第冊層，灰茶褐色砂

料。第W層，暗灰褐色砂層。第 V層，黄灰褐色砂層である。 （伊藤加代子）

遺 物（第33図10, 11, 図版31A)

共に胴部片で， 10に打状縄文， 11しま斜行遥文である 2 焼成はよく，内血1ま比較的滑らかである。

（上野秀一）

第 8号ピット（第17図）

不整楕円形の城口部を有するヒ°ットで，大きさは， 181X110cm, 深さ51cm程である。激底面は，

丸味を帯びており，平坦ではない。断面形はボール状である。長軸方向は北北西一南南東である。

屈の堆積ぱ，第 1層，白灰褐色火山灰含砂層。第 Il' 皿層，灰褐色砂層で，若丁の火山灰を含み，

第 Il層は，第冊屈よりやや白っぽい。第W, V囮は，黄灰褐色砂層で，第w層は，第 Il， 冊層より

やや明る＜，第 V層に，第N層よりやや賠い。両層1こ(:;'褐鉄が多く含まれている。

遺 物（第33図9) 第38図2，図版31A, 33B) 

9は，底邪片で少し張り出しがある。第38図 2は，有茎石紙の破片である。

第 9号ピット（第18図，図版13A)

（長谷川克浩）

（上野秀一）

壊口部は不整な隅丸方形を呈し，大きさは167X157cmを祖1j；い長軸方向1ま必tしも明瞭ではな

いが，北北西ー南南西をとるものと思われる。

このピットの北東から南西にわたる部分では，比較的急角度に掘り込まれて城瓜部に至る。さら

にその面から急角度に掘り込みがあり，二段構造を示す。一方，北西側の壁は最深部に至るまで段

差なく急角度に掘り込まれ，その深さは84cmを測る。上方の城底部の南西端には， 13X9cmの不
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粕惰円形の小ビットが掘られている c 覆土中には比較的名くの遺物が見出ざれていろが，その多く

は北東から南西にわたる部分に分布が集中するようである。

層の堆柄は以下の通りてある 3 第 1屑，白灰褐色火山灰含砂／情。第 ll層，賠灰褐色砂屈。第 ll'層，

第 ll層よりやや明ろい暗灰褐色砂嗜c 壌 m腎，白灰褐色砂層て第 1溝より暗しへ第1¥{「晉， 偵灰褐

色砂層。第W'層，殆ど褐鉄を含ま千第1V層より賠い黄灰褐色砂層。第 V料，灰色砂罰で若十量の

火山灰fぃ含まれている。第V1層，灰褐色砂屈。これらのうち第 1,m, IVl叫にはそれぞれ若十量の

褐性が合まれていな （高橋 和樹）

遺 物（第33図1'.2~16, 第38同 3~10, I叫版31A, 33 B) 

12, 13ぱ，肥厚幣上に貼付が危ろ例で， 14ぱ肥厚帯上およびそのi仇下iこ，捧壮工具によろ刺突か

あろ例てある。 16は，羽状纏文地に横定する！！内付帝が観察されろ。貼付帯J--には，地文と同様の縄

文が施されている。 15は，複節羅文である。

策38図 3ぱ，小形の両面休石器， 4 ：：削器の破片， 5, 8ぱ，硬質頁岩製の両面体石器（石柏？）

の破片， 6, 7は，かなり部！厚い片面体石器の破片である。 9は，石鏃の破片であろ、， 10げ，砺質頁

岩製の粕形石匙である。 （上野秀一）

第10号ピット（第18図，図版13B)

隅丸長方形の南端が若干張り出した平面形を呈するピットで，その城口部の大ぎさは， 149X86 

cm, 深竺 25cmを祖ljズ））壊底ぱ丸味を幣びており平川でははい。掘り込みは東側てはかバりの応傾

斜である。長軸方向は，北西ー南東である。ビヅトの内部には， 27X22 cmのぼげ円形の小ピ 1 ト

が 1個見られた。層の堆禎は以下の如くである。第 1層，白灰褐色火山灰含砂層。第 Il／苦，灰褐色

砂円で，若干の火山灰が含主れていろ，） （長谷川 克出）

遺物（第33図17~19, ；窮38図11, Iぶl版31B, 33B) 

17ぱ，肥厚幣と小突起を有しこ（つ上に沈線文を施こしている。その卜には貼付文が観察できる。

18, 19は，幅広の深い沈線文が横走ナろ， 18にば， ［l唇蔀ートにも，地文と同様（り還文パあ乃，第38

図11は，石鋸である。 （上野秀一）

第11号ピット（第18図，図版14A)

城口部での大ぎさ98x65cmを測る不整楕円形のピ、I 卜で，深さは15cm。掘り込みば緩やがで開

面形は皿状を呈十る。長軸方向は北東ー南西をとる。肘の堆積は，第 l／曽，灰茶色砂料。第 I層，

暗灰褐色砂層。第 11l層黄灰祝色砂聞となっている。

遺物は，土器片若干と石片が 1個出土したの人で虎ろ c （高橋和樹）
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第12号ピット（第18図，第38l叉112, 図版33B)

凛口部での大きさ120X90cmを測る不整楕円形のピットで，深さしま 21cm程である。掘り込みl/）

角度は東側でややきついほかは，全般的になだらかで，城底面は比較的平担である。長軸方向はほ

ぼ東ー西をとる。層の堆積は以下の通りである。第 1層，黒褐色砂層。第 l層，茶褐色砂層。第 11l

層，黒色砂層。第1V層，黒灰色砂屈J

このピットは，覆土・壁も非常に固く，層堆積も，他の例と：文著しく異なっている。人為1『)［ょ遺

構ではない可能性もある。

遺物ぱ，削器の破片が出士している（第38閃12)し・

第13号ピット（第19図，図版15A)

（高橋和樹）

凛口部での大きさ241X240cmを測る大ぎなピットで，平面形は西側のややすぼまる卵形である

が，大まかには不整円形とみることもできる。掘り込みは緩やかで壁から壊底への移行もそ U)境は

必ずしも明瞭ではなく，断面形はfill状を星する。深さ23cm。長軸方向を強いて求めるなら束北東

ー西南西をとると思われる。濱底中央部に16X14cmのほぼ円形の小ピ、ノトが見出されている。

層の堆禎は以下の通りである。第 l層，暗茶褐色砂層。第 l'層，黒灰色砂層。第 I層，黒色砂

層。第 I'層，青黒灰色砂層。第m陪，灰茶褐色砂粋。第IV, IV'層，共に暗灰褐色砂層で，箪IV'罰

は，第1V屈にくらべやや褐色味がつよい。第 V層，黄灰褐色砂層。 （高橋和樹）

遺 物（第31図3, 第33図20~23, 図版15B, 29, 31A, B) 

第31図3は，器高23.3cm, 推定口仔19cm, 推定底径 9.5cm, 器厚 6~9mmの半完形い器こ危

る。器形は，深鉢形で，胴部はややふくらんでいる。底部は欠損していて不明であるが，張り出し

は顕著ではない。口縁部には，肥厚帯があり，この上に貼付文がある／）この回りには撚糸庄痕文が

あるが，現存する口縁部が少ないり）て，詳しい文様構成は不明である。地文ぱ，第 1種結節のある

羽状縄文である。内面は磨かれている。胎土には， 若干繊維を含み，・色調は茶褐色～黄祝色てあ

る。

第33図20は，肥厚帯上に環状に貼付文を施こし，その中を刺突している。 21は，肥厚帯上に貼付

文を有する。 22は，胴部に横走する 2本単位の貼付文があり，この上に縄文原体を圧痕している。

23は，底部片である。これらの土器群：i, サイベ沢VI~911式に相当しよう。 （上野 秀一）

第14,15号ピット（第20図，図版14B)

第14・ 15号は 2連ピットである。新旧関係は切合い関係から第15号ピットの方が新しい。

第14号ピ、ゾトは113X (91)cmの楕円形プランである。東側の壁の上半分ほどは第15号ヒ゜ヅトに切

られているが，断面形は半円に近く，掘り込みの角度は比較的急である。深さ 46cm。長軸方向は

北北西ー南南東をとる。
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第15号ピットは， 122Xl04cmの不整三角形を呈するもので， 壁の掘り込みは比較的急角度で，

深さ 22cm。壌底郊は二等辺三角形の等辺がくびれたような平面形を有し，堀底面はほぼ平らであ

る。長軸方向は東一西をとる。

層堆積は，第15号ピットが，第 1屈，暗灰褐色砂層。第 Il層，灰褐色砂層。第 III層，第 Il層より

やや明るい灰褐色砂層。第N層，非常に硬い暗薮灰色砂層で，第14号ピットが，第 V層，賠黄褐色

砂層。第VI層，暗黄灰色砂層となっている。 （伊藤 加代子）
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遺 物（第33図24, 25, 第38図15, 16, 図版31B, 33B) 

第14号ピ、ゾトからは，第33図24, 25, 第38図15の資料が出ている。 24, 25ぱ斜行縄文が施された

胴部片である。胎土に，繊維を若干含み，焼成はあまりよくないが，内面は比較的滑らかである。

15は，少し幅広乃縦長条1]片である。特に加工は太い。

第15号ビットからは縦形の削器（ナイフ） （第38図16)が出土している。バルプ部分を欠損する。

（上野秀一）

第16号ピット（第20図）

凋口部での平面形は西端部がすぼまる不賂卵形を呈し，その大きさ186X140 cmを測り，長軸方

向は東ー西をとる。さらに一段深く掘り込みがあり，これは長軸方向が東北東一西南西をとる不整

惰円形を呈する。最深蔀まての深さは66cm程C I@の堆積は以下の通りである。第 1冒，灰茶褐色

砂層。第 Il層，やや明るい択茶褐色砂層。第11l料，白灰褐色火山灰含砂層。第W府，黒灰色砂層。

第W'層やや暗い黒灰色砂層。第『＇層，やや赤褐色味の弥い黒灰色砂層。第 V層，白灰褐色砂層

で芳干の火山灰を含み第11l層よりも暗い。第VI層，白灰褐色火山灰含砂層。第vn層，青灰色砂層。

第＼珊層茶褐色砂層。第1X層，若干量の火山灰を含む灰色砂層。第 X層，ほんの少し火山灰を含む

灰褐色砂層。これらの各層は，以下の如く概括的に理解することが出来る。即ち第 I, Il, Ill層は

火山灰を含む比較的色調の明るい砂層(a)であり，第 V,VI層は火山灰を含む比較的色調の賠い砂孵

(b)で，第N,N', N", VIl附は，褐鉄を含む暗い色凋の砂陪（c), 第V1層は砂層(c＼と｛：：：ぼ同様の砂層

(c)'， さらに第X, XI層1ま火山灰を含む灰色がちの色調を兒する砂層(d)としてまとめることが可能

である。この理解に従えば，このピットの層堆柘はまず東側から砂層(d)が流れ込み堆積したのに引

ぎ続き，砂層(c)が西側から，砂層(c)'が東側からほぼ同時に流れ込み，次いで砂層 (b)が東側から流

れ込み，さらに砂層(a)が残りの窪みを充填したということになろう c こうした火山灰を含む(a)~(d)

の各層が， 順に流れ込み堆積していることは， 他の多くのヒ°ットの覆土にはみられない現象であ

る。従って，このビットが人為的に掘られたものとは考え難い。しかし，いわゆる風倒木痕の層堆

積とも異なっており，それ以外の何らかの自然の営易を考慮せねばならない例である。

遺物は，一切出ナしていない。 （高橋和樹）

第17,18, 19号ピット（第21図，第38図13, 図股16A, 33B) 

この三連ヒ°ットの新旧関係は切合い関係から明らかなように，第17号ビットが掘られた後，第18

号ピットが掘り込まれ，その後さらに第19号ピットが掘り込まれたものと理解される。

第17号ヒ°ットは現存嫌口部(98)x (70) cmを測る不整楕円形のプランを呈する。長軸方向ぱ北東

ー南西をとる。掘り込みは南側ではやや急角度であるが，北側では比較的ゆろやかであろ。城底面

；ま比較的平坦で，最上部からの深さは56cmである。

第18号ヒ°、y 卜は城口部で150X (116) cmを測る不舷桁円形のピットで， 長軸方向は北西ー南東を
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とる。掘り込みは比較的ゆるやかで，凛底部も中心に向うにつれ次第に深くなってゆ弐， 33cmを

測互第冊＇層上部に It.長径7区 m, 庫さ3.5ほどの河原石がみつかっている。

第19号ピット 1ま，塘口部で 94X77cmを測る北側のずぼまった不整卵形のヒ°、y 卜で，長軸方向は

北北西ー南南東をとる。壁の掘り込みは垂直に近く，墟底面は水平で平坦である。深さは 33cm。

西壁に14X12cmを測る不粕楕円形の小ピットがある。この小ビットには青灰褐色砂が充填されて

し、た。

層の堆積については 3つのピットを一括して以下に述べる。第 1層，灰褐色砂附。第 II 層，ゃ

や暗い灰褐色砂層。第 ll層，灰褐色砂層で，第 I, Ill, N層よりもやや暗い色調を星ず 7→9) 第 1ll層，

灰褐色砂層。第Ill'閏， 1,X褐色砂層で第 1ll層よりもやや賠しぃ第W層，黄灰褐色砂層て，第IV',VI, 

¥ 11層などより褐色味つよく咀るい色調を呈する。第W'将，黄灰褐色砂層で，第W層よりやや白っぽ

ぃ：第 V層，暗灰褐色砂眉。第VI層，黄灰褐色砂陪。第＼11附，暗灰褐色砂層。第VIIl附，黄灰褐色砂

）iりである。なお，遺物は，第17号ピットから有茎石銑（第38図13)が 1点出土しただけである。茎

部先端を欠損する。 （高橋和樹）

第20号ピット（第21図，第38図22, 23, 図版33B)

西側に攪乱をうけてはいるが，ほぼ隅丸長方形を思わせるt胄円形のプランを有するピ／卜で，そ

の嗜口部での長径は127cmを測る。現存の最大幅70cm。深さ21cm。長軸方向は北東ー南西をとる。

璧り掘り込みは比較的ゆるやかて，壊宜面は平坦てある。層］）堆積は，第 1層，賠灰褐色火山灰含

砂四。第 Il層，黒灰色砂層である。

遺物は，第38図22, 23に示した石器が出土している。 22は，両面を利用した砥石で， 23は礫器で

あるが，その性格は判然としない。 （高橋 和樹）

第21,22, 23, 24, 25, 26号ピット（第22図）

これらの 6連ピットが存在した一帯ぱ，黒色を帯びた砂層が広く分布し，その中に数名くの黒耀

石グ）ゴー／プが包含されていた。この黒色の砂層とど、I 卜の覆士の砂の色調とが殆んど区別でぎない

場合があり，確実にはヒノト C')輪郭を決定しがたい例もあった。また，これら 6連ピットの新旧関

係についても，セクションラインの関係で，一部明確ではない。結論的には，第24号ピットは第21

号ピットより新しく，第21号ピットは第22号ピットより古く，第22号ヒ°、y 卜は第25号ピットより新

しいしかし，第23, 26号ピットに関しては新旧関係は不明である。

第21号ピットは，北東部を第22号ピットに，北西部を第24号ピ、／卜に切られていて全容左窺いえ

たいが，ほぼ隅丸長方形プランを旱ずるピットと思われる。城口部の現存最長径 213cm, 最大幅

188cmで，長軸方向1ま北一面をとる。掘り込みは垂直に近く城底はほぼ水平な平坦面となってい

る 深さ19cm程。層の堆積は，第 Il層，白灰褐色火山灰含砂附。第VII層，茶褐色砂肘。第XII陪，

黄灰渇色砂層となっている。

第22号ビットは，東部がやや膨れているが，ほぼ等辺のくびれた不整二等辺三角形に近い平面形
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を有するピットで壌口部での大きさ193X145cmを測る 北束部での掘り込みは垂但に近いが，南

西部ではその角度は秘やかである。濱底はほぽ乎坦血で，深さは 24cm程である。長軸方向は北東

ー南西をとる。層の堆積は以下の通りである。第 Il図， 白灰褐色火山灰含砂層。第『 l晉， やや暗

い白灰褐色火山灰含砂層。第N層，黒褐色砂層。第V層，暗茶褐色砂層。第VI層，茶褐色砂層。第

やや明るい茶褐色砂層。第 X層，灰茶褐色砂層。第XI層，黄灰褐色砂層。

第23号ピットはほぼ不整円形プランを有するものと思われ，城口部での直径ほぼ78cmを測る。

IX層，
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掘り込みは垂直に近く，城底は乎坦な面である。深さ 4.5cm程で，層の堆積は上から 1.5~2.0cm

程の淳さに灰黒色砂層がほぼ水乎に堆積し，その下には床面まで 2~3cm程の厚さに暗黄灰色砂

層が堆積する。

第24号ピットは，不整柏円形のプランを呈し，城口部での大きさ 142X110cmを測る。長軸方向

はほぼ北ー南をとる。掘り込みはやや急角度で凛底ははば水平な乎坦面である。深さ％cm程。大

きさ14X8.5cmおよび 24X14 cmの 2ケの河原石がみうかっているが，いずれも第 1屑に含まれて

いた。層の堆積は第 1陪が茶褐色砂層で，耕作土の可能性もある。第VIII層は賠黄灰砂府である。

第25号ピットは南側を第22号ピットで切られており，その平面形は明瞭ではないが，ほぼ南西部

のすぼまる不整卵形を呈すると思われる。壊口部での長径190cm,現存最大幅 139cmを測り，長軸

方向は北北東一南南西をとると推定される。掘り込みは緩やかで，それに続く壊底部は中心に向っ

て次第に深くなってゆく。一番深い所で， 12cmを測る。層の堆積は，北東部中央にほぼ55X36cm

の範囲で暗茶褐色砂層が般大厚 7cmで存在するほかは上面から猥底面まで総べて茶褐色砂層が充

填されている。

第26号ピットは，長径123, 短径60cmを測り，北西ー南東方向に長軸をとるイ＜整長楕円形のピッ

トかとも思われるが，明確ではない。層の堆積は第23号ピットに極めて類似したものであったが，

人為的なピットである確証はない。 （高橋 和樹）

遺 物（第33図26~30, 第34図 1~20, 23, 第38図17~21, 図版31B, 33B) 

第21号ピットからは， W,33図26~28, 第38図17の資料が出土している。 26は，折返し口縁で，低

い肥厚帯がある。サイベ沢Vil式か。

27は， トコロ第 6類。 28は，底部片で，張り出しがある<J17は，扁乎石核である。矩形剣片を生

産している。

第22号ピットからは，第34図 1~5, 第38図18, 20の資料が出土している。 1は，肥厚帯J::.およ

びその下に貼付文があり，貼付文上には撚糸庄痕文がある。肥l'f.帯上の貼付文は懸垂状で，その間

にも撚糸圧痕文がある。胴部の貼付帯は，鋸歯状およびそれを区切るように横環する貼付帯からな

り，その間には，撚糸iこよる馬蹄形圧痕文がある。 2は，胴部破片で地文は，羽状縄文である。補

修孔がある。 3は口縁部に二条の貼付を横環し，その間に撚糸による馬蹄形圧痕文がある。 4は，

肥厚帯上に鋸歯‘状の貼付文がある。肥厚帯上には撚糸文，貼付文上には縄文の圧痕がある。 5は，

底部片で軽い張り出しがある。サイベ沢VI式に相当しようか。

18は，横長剥片のバルプ部分の両面に二次加工を施こした例で，一部欠損する。削器であるう

か。 20も，横長剥片の削器であろうか。やはりバルブ側に加工がある。

第25号ビットからは，第33図29, 30,第38図21の資料が出土している。

29は，肥厚帯上およびその下に貼付文がある例で，貼付文の上には縄文を圧痕している。 30は，

羽状縄文の胴部片である。サイベ沢VI式に相当しようか。

21は，有茎石鋭ご， b面に素材面が残る。
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第26号ピットからは，第34図 6~20, 23,第38図19の資料が出ている。

6は，肥厚帯上に斜めの連続貼付文があり，その上に撚糸圧痕文がある。 7は，肥厚帯上に幅広

の貼付文を縦・横に施こし，その上から深い撚糸による圧痕を施こしている。 8は，低い肥厚帯上

に斜めの連続沈線文がある。 9, 10, 14~17は，半紋竹管による内面沈線文，内面突引文などがあ

る天神山式士器である。 12は，小突起を有し，口縁部に二本単位の貼付文および環状の貼付文を有

する例， 11はV字状の貼付文がある例である。 13は，貼付文の剣脱したもので，爪形文などが観察

される。 18, 19, 23ば胴部片で，斜行縄文がある。 18は，複節である。 20は，底部片で軽い張り

出しがある。

19は削器ないし掻器の刃部破片である。 （上野秀一）

第27,28号ピット（第23図，第38図14, 図版16B, 33B) 

この 2つのピットは，いずれも南半部がいわゆる風倒木痕の上に掘り込まれているため，それら

の南半部の平面プランは必ずしも明瞭には捉えられなかった。両者の新旧関係は C-Dセクション

に明らかなように第27号ピットの方が新しい。

第27号ヒ°ットは，壌口部で98X65cmを測る不整楕円形のプランを有し，長軸はほぼ北一南方向

をとる。掘り込みは南側ではかなり急角度であるが，北側では比較的ゆるやかである。壊底面は比

較的平坦で，深さは17cm程。

第28号ヒ°‘ゾトは南西部がやや膨らむ不整楕円形プランを星し，拡口部での大ぎさ 170X120cmを

測る。南側の掘り込みはかなり急角度で比較的平坦な城底面を有する。深さ 12cm程。長軸方向は

ほぼ南ー北をとる。

層の堆積は，第 I~N層までが第27号ピ ヅト，第V~VIII層までが第28号ピットの覆士で，あとはす

べていわゆる風倒木痕の層堆積である。まとめて説明すると以下の如くである。第 1層，灰色砂層

で若干量の火山灰が含まれている。第 I層，白灰色砂層。第皿層，灰褐色砂層。第W層，暗灰褐色

砂層。第 V層，灰黒色砂層。第VI層，暗茶褐色砂層。第VII層， 暗灰茶色砂層。第VIII層， 黄灰褐色

層。第1X層，灰褐色砂層で若干量の火山灰を含む。第 X層，白灰褐色火山灰含砂層。第XI層，やや

暗い白灰褐色火山灰含砂層。第XII層， 暗灰褐色砂層で第X1V層より褐鉄分多く， 色調はやや白っぽ

い。第Xl11層灰褐色砂層で火山灰を少し含み，全体に灰色がちの色調を呈する。第X1V層，暗灰褐色砂

層。第W層黒灰色砂層。第刈層，黒褐色砂層。第閥層，青灰褐色砂層。第XVIl1層，やや暗い黄灰褐

色砂層。第激層， 暗灰褐色砂層で第Xl1層に近いがそれより褐鉄分が多い。第xx層， 暗灰褐色砂層

で，第XII,X1V層より全体にやや陪い。第XXI層， 黒灰色砂層で， 第W層より全体に白っぽい。第W

層，黄灰褐色砂で地山にごく近い層。第頌層黄灰褐色砂層。第XXIV層，やや暗い青灰褐色砂層。

第ぃ層，黄灰褐色砂層。

遣物は，第27号ピットから半両面体石器（石括？）の先端部破片と思われるものが出士している

（第38図14)。ナイフ状石器の可能性もある。 （高橋和樹）
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第31号ピット（第24図，第35図 1' 図版17A, 32B) 

319X 206cmを測る不整五角形の城IJ部を有する大きなピットで，長軸は北北東ー南南西の方向

をとる。壁は全般にほぼ45° くらいの角度で掘り込まれ，城底面は平坦で中央部に向かうにつれ次

第に深くなる。中央部ではこの城底面からさらに掘り込みがあり， その深さは 47cmを測る。この

掘り込みの大きさは 135x127cmで乎面形は不整台形を呈する。この中央部り掘り込みがどのよう

な性格のものであるかは不明で， 層堆積からも判断を卜し難い。
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層堆積は以下の通りである。第 1層， 白灰褐色火山灰含砂層。第 I層，暗灰褐色砂層で，褐鉄を

含む。第 11l層，茶色砂層。第1V層，賠灰褐色（黒灰褐色）砂層。第 V層， やや暗い青灰褐色砂層。

第VI層，青灰褐色砂層。第＼1'}¥'1,黄灰褐色砂円。第刈層，陪灰褐色砂層。第＼llI丹，暗黄灰色砂層。

第渭’層，黄灰褐色砂層。

遺物は，覆土から斜行縄文を有し，胎土に繊維を含んでおり，内面が滑らかな胴部片が出土して

いる （第35図1)。 （高橋 和樹）

第32,33号ピット（第25図， 図版17B)

この二連ヒ°ットの新旧関係は切合い関係から，第32号ヒ゜ットの方が古い。

第32号ピットじ， 不整円形の城口部を呈する l::.゚ ／卜と思われ， その槙口は70X(72) cmで，探さ

15cm以上である。掘り込みはなだらかで，城）氏は明確ではない。層の堆積は，第VIII層，陪黄灰褐

色砂層。第1X層，故灰褐色砂肘である。

第33号ピット iま， 不整長楕円形を呈し，その大ぎさは189X83cm, 深さ 44cm程である。掘り込

みはかなり急傾斜で，城底は少し丸みを帯びているが平坦に近い。長軸方向は，北西一南東であ

る。層の堆積は以下の如くである。第 1層，茶褐色砂層。第 Il層，赤灰褐色砂層。第皿層， 白灰褐

色火山灰含砂層。第1ll'層，暗灰褐色火山灰含砂層。第IV,V層，暗灰褐色砂層で，若干の火山灰が
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含まれ，第 V層の方がやや明るい。第VI層，灰褐色砂層で火山灰はほとんど含まれていない。第VB

層，黄灰褐色砂層で褐鉄分が多く含まれている。

遺物は，覆土中にも全く含まれていない。

第34号ピット（第25図，図版18A)

（長谷川克浩）

北部から東部，さらに南部に至るまで，いわゆる風倒木による攪乱を被っており，平面形および

大きさなどは不明である。現存部で見る限り，掘り込みの角度はほぼ45°, 深さは南東部が約24cm

と深くなるほか（ま，全般こ15~2{)cm程の深さで，猥応ま平坦面であろ。層堆積は以下に列記する

通りであるが， A-Bセクションに示される如く，第 I, Ill, Vの各層からそれぞれ一括土器が出

土している。第 1層，灰茶色砂層で若干量の火山灰が含まれている。第 Il層， 灰褐色砂層。第 11l

層，黒褐色砂層。第1V層，暗褐色砂層。第V附，暗灰褐色砂層。 （高橋和樹）

遺 物（第31図4~6，第35図6~16，第39図 1,2，図版18B, 19A, 30, 32B, 34A) 

第31図4(P-3)は，器高27.8cm, 口径23.1cm，底径10.1cm, 器厚 9~13mmの半完形土器で

ある。器形ぱ，深鉢形であるが，胴部の張り出しは顕著ではない。底邪ぱ平底で，少し張り出しが

ある。口縁部には，肥厚帯があり，この下に 3段ないし 4段，半戟竹管による刺突文が巡る。地文

は，第 1種結節のある羽状縄文である。内面は，研磨され，胎土には繊維を含んでいる。色調は，

黄褐色である。

5(P-1)は，器高26.9cm, 口径21.9cm, 推定底径 9cm，器厚7~8mmの深鉢形の下完形土

器である。底部と突起部分を欠損するが，突起は 4個あったものと思われる。胴張りは，顕著では

ない。突起部分には，横方向に幅 7mm程の貼付文があり，この下にY字状の同様の貼付文がある。

Y字状貼付文の下端は環状貼付文がつく。これらの貼付文上および口唇部Lには，縄文原休の圧痕

文がある。このY字状貼付文の間ほ， 2本単位の幅 3mm程の浅い沈線文が，逆V字状．、f弧状・

横方向に施されている。地文は，斜行縄文である。ただし，一部原体を縦位に転がして縄文の方向

が違う所がある。内面は研磨し，胎土には若干繊維を含んでいる。色調は，黄灰褐色で白っぽい。

6(P-2)ふ底部を欠損し，現存高20cm, 口径27.3cm, 器厚8~12mmの半完形土器である。

やや大形の深鉢形土器で突起は 4個あったと推定される。口縁部には，低い肥厚帯が巡り，この上

に「く」の字状の細い丸棒状工具による刻文（沈線文）がある。幅は 3mm程である。突起部分に

は， 横方向と V字状の幅 7mm程の貼付文があり， この上には縄文が施されている。 この下に V

字状に肥手（貼付文）がつく。この肥手は，現在剥脱しているが，この上にも刻文がある。この下

7cm位の所iこも，楕円形の貼付文があり，この上に肥厚倍上にあるのと同じ工具による横方向の

刻文が 4本ある。各突起の下の肥 Fおよび楕円形貼付文の間には，幅 3mm程の 3本単位の沈線文

が半弧状に 2単位づつある。地文は，斜行縄文で，内面は研磨され光沢をもっている。 ll合土には，

若干の繊維を含むようて，色凋は茶褐色である。

第35図6は，口縁邪の破片で肥厚帯がある。 7ば， 2本単位の横走貼付文があり，その間に半戟
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竹管による剌突文がある。 8は，横走する貼付帯があり，その上とその間に絡縄体庄痕文および半

戟竹管による刺突文がある。この 3片はサイベ沢VI~VIl式に相当しよう。 9は，貼付帯上に半戟竹

管による内面突引文がある。 10も，同様に貼付帯の側縁に内面突1）1文がある。 この 2つは天神山

式である。 11, 12は， トコロ第 6類である。 13~151士，沈線文のある例であ乃。 13ば，肥厚帯を有

し， この上にも沈線文があろ。 13, 15共に， 口縁郡の沈線文（ま 3本単位で， Iレーフ゜状のモチーフで

ある。共に補修孔がある。 16ぱ，口唇部上に刻 Ilがあり，円形刺突文を有すろことからトコロ第 6

類に相当するものであろうかっ

第39図 1は，棒状の部厚い縦長刻片を素材にして，えぐりを片方に入れた縦形石匙と思われる。

硬質貞岩製。 2fま，削器（ナイフ）の破片である。 （上野 秀一）

第35号ピット（第26図，第39図3, 図版34A)

城口 161X76cmの長楕円形を呈し，長軸方向は北北西ー南南東を示す。深さは，遺構確認面より

24cmを測る。曙の状態1ま，かなりの頷斜をもっており，壊底面は，ほぼ平坦で克る。壁・横底面

ともに軟弱である。

埋没状品は，第 1層，茶褐色砂）情。第 Il円，第 l際より明るい茶褐色砂附。第 Ill層，黄灰褐色砂

昂で城底面全体を覆っている。

遺物は，覆上中から，石槍ないし両面加工のナイフ状石器などの両面体石器の破片が出土してい

る（第39図3)。 （内山真澄）

第36号ピット（第26図）

第 36号ヒ°ットは，南西部に 40cm程の大きさ (1)丸い瘤状の張出しの付属すろ不整柘円形のビッ

トである。大きさは 120X83 cm,深さ 26cmである。掘り込みの角度は北東部でけ、緩やかであり，

長軸の方向；ま北東—南西である。屈の堆積は，第 1 層，灰茶褐色土層。第 Il 層，黒灰色砂層でやや

堅く，暗い。第『層，黒灰色砂層でやや堅い。第圃層，暗黄灰色砂層で堅い。遺物は，一切出土し

ていない。 （山下芳教）

第37号ピット（第26凶，図版19B)

壊口 139X104 cmの不整柏円形を呈し，長軸方向は， 西北西ー東南東である 深さは 74cmを測

る。壁の状態は，西吃お上び東壁下部は約 45° のセも上りを示すが，東壁の上部は緩やかで段を有

する。底面はほぼ平坦であるが，底径が口径に比べ極端に小さい。

埋没状況は，第 1層，火山灰を含む白灰褐色砂層。第 Il層，火山灰を若干含む暗灰色砂層。第III

層第 Il図より火山灰の少ない灰茶褐色砂謄。第l1l'層， 灰茶褐色砂層で，やや明るい。第1V層，

黄灰褐色砂層。第 V冴，疇芸灰色砂層。第VI阿，灰黒色砂層である。これらの層は，基本的に，

嗚 1~l11'層の火山灰を含む村と第IV~VI層のそれを内ま芯い層との二つに分げられる。

（内山真澄）
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遺 物（第35図2~5, 第39図6, 図版32B,34A) 

2は，半戟竹管による横走する沈線文がある。天神山式であろうか。 3,4は，剣脱部が多く文様

は不明であるが，罷文原｛本を深く圧痕した沈線文と小さく，深い刺突文が観察される 0 5は，斜行

羅文の付された胴部片で克るc

第39図6ぱ，小形の両面体石器で，尖頭部を作出している。茎部は欠損する。石鈷0)破片であろ

うか。 （上野秀一）

第38号ピット（第26図，第35図17, 図版32B)

北西部と東部の 2ケ所に攪乱を被っているが，城口部の平面形はほぼ不整長六角形で，その大き

さは 135X86cmを測互長軸しま北西ー南東方向をと］ら掘り込みはごく緩やかで，壁と壊底面との

境も判然たるものではない。

最深部の深さはほぼ 17cmである。層の堆積は，第 1層，茶色砂層。第 n闘暗茶色砂層。第 11l

屑青黒灰色砂附。第 Ill'/tl,やや暗い青黒灰色砂層。

遺物は，半戟竹管による沈線文と貼付文がある天神山式土器が出土している（第35図17)。

（高橋和樹）

第39号ピット（第27図，図版20A)

猥口 196X129 cmで，柘円形を呈し，長軸方向は，北西ー南東のピットである。深さは 27cm程。

壁は四周とも緩やか：こ立ち上り，城底面は平坦である。埋没状況は，第 l層，店干の火山灰を含む

暗灰褐色砂層。第 Il層，第 1層よりやや明るい賠灰褐色砂層。第 1ll層，火山灰を含む灰茶色砂層。

第1V附，灰黒色砂層で，第1V層は底面全面を覆う。 （内山 真澄）

遺 物（第35図18~22, 図版32B)

18, 19は，横走する絡縄体圧痕文と平箆の連続刺突文がある例である。 20,21は，胴部片で， 20は

羽状縄文である。 22は，哀部片で軽い張り出しがあるし ・ （上野秀一）

第40号ピット（第27図）

78X69 cmを測る不整円形の濱口部を有するヒ°ットで，深さは 39cm程である。掘り込みの角度

は東側ではほぼ 45° に近いが，西側ではかなり急である。城底面はボール状に窪んでいる。層の堆

積は，第 l層，黒色砂層。第 Il陪，黒褐色砂層。第 Ill層，賠灰褐色砂層。第1V層，やや白っぼい黄

灰褐色砂層。第 V層，黄灰褐色砂層。第VI層，やや明るい陪灰褐色砂層。第VII層，暗灰褐色砂層。

第VDI層，賠黄灰色砂層である。 （高橋和樹）
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遺 物（第35図23, 25~27, 図版32B)

23ば，口縁祁に段状の横走する勘面三角形の貼付惜があり，その間は絡縄体庄痕文があろ c• 251ま，

横走する撚糸庄痕文のある貼付文があり，補修孔が 1個ある 0 26ぱ，横走する貼付文とその上ドに

やはり横走する連続刺突文が観察される。 27は， 23と同様の断面打角形の貼付帯が横丸し，その問

に絡纏体庄痕文がある。 （」野 秀ー・）

第41,42号ピット（第27図， 1翡版20B)

この 2つのピットは，切合い関係から第42号ビットの方が新しいと判断される。

第41号ピットは，第42号ピットに北西部を切られているが，不柏隅丸方形を唱し，城口部での大

ざさ 100X85cmを測る。長軸はほば北ー南の方向をとると思われる。墜の掘り込みは比較的急角度

になされ，城底部はほぼ平坦である。深さは 22cmを測る。屈の堆積は，第 1層，黒褐色砂層。第

Il層，暗灰褐色砂層。第 III層，灰褐色砂層。第N層，黄灰褐色砂胴である。

第42号ピットは不整円形プランを屋し，城口部での大きさ 55X53cmを測る。掘り込みは南側で

は急角度であるが北側では比較的緩やかである。壌底部はボール状に行んでいて，深さ 19cmを測

る。層の堆積は，第 1隠，〇音灰褐色砂層。第 1'眉，やや褐色味のつよい餡灰祝色砂層。第 Il層，

灰褐色砂層で， 褐鉄分が多く含まかやや暗い色調を旦する。第 Ill層，やや陪い黄灰褐色砂州であ

る。

遺物ぱ，両ビットからば全く出土していない。 （高橋和樹）

第43号ピット（第27図）

凛口 98X90cmの不賂円形を呈し，深さぱ29cm。既面1まほぼ平坦てあろ。墜の状態：北～西側

鰍は急傾斜で，東側壁ば緩やかである。底面・壁ぱ，共に軟就であった。坪没状況い．．，第 1層，黒

色砂閑。第 ll料，茶褐色砂屈っ第 11l層，火山灰を芯干含む陪灰褐色砂層。第1¥'層，黄灰褐色砂料であ

ろ。 （内山真澄）

遺 物（第35図24, 28, 29, I甜版33A)

24は，肥厚僻と小突起を有し，突起のドには垂れ下り状の貼付文があろ。 28,29は，胴部片であ

る。斜行ないし羽状縄文がある。 （上野 秀一）

第44号ピット（第28図）

角のない五角形あるいは不整卵形といったプランを星し，大ぎさは 127X 102 cmを測る。断面形

は丸く窪んだ形で， 壁と壌底面との第は必ずしも叫瞭ではたい。深竺 43cmJ 長軸は北東ー南凸の

方向をとる。城底中央部には 29X22cmの不整五角形の小ビットが見出苔れ，その深さは 10cm程

であろり胴の堆積は，第 1層患色砂層。第 Il膚，黄灰褐色砂円で， V屈よりも褐鉄分が多くみら
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れた。第冊層，灰茶褐色砂層。第N府， 賠灰褐色砂胴。第 VI,(1， 貨灰褐色砂屈である。なお，第

l, ll層ともに攪乱をうけていた。 （笠井 衛二）

遺 物（第34図21, 22, 24~28, 図版32A)

21は，肥岸帯と小突起／バあって，肥厚帯上に(t，閃＇！ （竺）状に貼付文があリ， LI矛虹部',-は鋸衛状

および横走する貼付文がある。貼付帯上には縄文の月ー!Jtがある。 22も，同様てあるが，肌付帯J::.しま

撚糸圧痕文である。 24~26は枇走する貼付文が観察され，各々撚糸庄痕文がある。 27, 28は，胴部

片で斜行罷文がある。 （上野 秀一）

第45号ピット（第28図，図版21A)

不整円形の城口部を有］ーるし°ットで，その大ぎさは 81X70cm, 深さ 44cmほどである i) 猥底は

少し丸味を幣びて究んでおり，平坦ではない。掘り込人はかなり急角度であ／三セクシゴンライソ

は遺憾ながら濃底部をは-已れてしまったが，層の堆柏は以下の如くである。筍 l恥，苗灰渇色火山

火含砂層。第 Il層，青仄心色砂層。第圃層，黄I火褐色砂層。第1V層，灰褐色似膚。匁 VJ,,-.,,:,黄灰褐

色砂層。第VI層，暗灰褐色砂層。このうち第 Il, 胤罰にぱ若干最の彬鉄が含まれている。

遺物は，全く出土していない。 （高橋和樹）

第46号ピット（第28図，第39図 5, 図版34A)

このピットはいわゆろ風倒木痕に重複して構祇され＇→¥ヽ乃ため，その壁面や壊底面の出戊が非常

に難しく，特に南西部においては遂に明確なプブソを fullむことができなかった。しかし，北東—南西

の方向に長軸を有j―る大ざ太不整楕円形のピットであることは想定でぎよう。城口部での大きさ 1ま

長径 237cm, 最大輻はほぼ 130cmを測る。北東部における掘り込みは比較的急角度になされてい

るが，他の大部分ではかなり緩やかである。猥底面はほぼ水平な乎坦面で，深さ 22cmを測る。 I朽

の堆積は以下に記す通りであるが，第VI,VIl層はいわゆる風倒木痕に属するものである。第 1層，

白灰褐色火山灰含砂層。第 ll層，火山灰を若干量含む暗灰褐色砂層。第IIII情，火山灰を殆ど含ます

やや黄色っぽい賠灰褐色砂層。第1V層，黄灰褐色砂層。第 V層，茶褐色砂層c 第＼1層，暗灰褐色砂

層で火山灰をほんの少し合み，第 Il, III層よりやや白っばい。第vn層，灰褐色砂層。

遺物は，砂岩製0)砥石か 1点出土している（第39図 5)。 （⑭橋和樹）

第47,48号ピット（第29図， l叫版21B) 

この 2つのピットは，切合い関係から，第48号の方が新しいと平1j断される。

第47号ピットは，第48号ピットにその北東部が切られており，平面形は必ずしも明からではたい

が， ほぼ北北西ー南南東に艮軸方向をとる不整惰円形のー→0 ラン有するものと思われる c 壌口部での

大きさは 168X(130)cmを測る。掘り込みはかなり緩やかである。城底面は皿状を呈し，平坦では

ない。深さ 36cmを測る。層の堆積は以下の通りである。第 1膚，白灰褐色火山I火含砂／憎。第 I層，
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黒灰色砂層で，第 Ill層にくらべやや色調が暗く，褐鉄分を多く含んでいる。第 Ill層，黒灰色砂層。

第1V層，黄灰色砂層。第V層，堅くしまった暗黄灰色砂層。第VI層，黒色砂層。第VIl層，暗黄灰色

砂層で第V層よりやわらかく，第9'Ill闇より色凋が暗い。第VIIl層，やや明るい暗黄灰色砂層。

第48号ピットは凛口部でnsx88cm を測る不整楕円形のビットで，長軸方向はほぼ東—西をとる。

掘り込みは東部ではやや緩やかであるが，西部では非常に急角度である。濃底面ぱ丸く窪み平坦で

iまない。深さ 36cm。層の堆稽は，第 1層，黒色砂層。第 Il層，やや白っげい色調の黒色砂層。

第Ill層，賠灰褐色砂附となっている。

遺物は，全く出土していない。 （高橋和樹）

第49,50号ピット（第29図，図版22A)

こ0)2つのピットほ，切合い関係から第49号の方が新しいと判断される。

第49号ピットは，第50号ピットの西側を切って構築されている。猥口部での大きさ 119X86Cmを

測り，不賂卵形で東側がすぼまっている。長軸方向は西北西ー東南東である。掘り込みは比較的ゆる

やかで，凛底面も丸く窪んでいる。深さ 28cm。 濃底面に直接接してはいないが，第1ll層中に 3個

の河原石が存在した。

第50号ヒ＇ットは第 49号ピットにその西側を切られているため，その全貌ぱ不明であるが，網長

い不整長楕円形といったプランを有するものと推察される。現存城口部での大きさ (117)X 52 cm 

で，長車出まほぼ虔—西の方向である Q ]屈り込みの角度はほぼ45° ：こ近く， 濃氏h'uiまi士ば平坦である

が，西へゆくにつれ次第に深さが増してゆく。北西咽に 23X21 cmを測る不柏三角形の小ピットが

見出されている。

料の堆積については第 49,50号の両者を一括して以下に述べる。第 1)骨，攪乱の可能性がある黄

色味の強い茶褐色砂層。第 ll層，茶褐色砂層。第1ll層，灰茶褐色砂開。第N層，青灰褐色砂層。第

V層，やや明るい茶褐色砂層。第VI層，青灰褐色砂層。 （高橋 和樹）

遺 物（第35図30~33,第39図7, 図版33A, 34A) 

第49号ビットから以下の遺物が出土している。 30は，肥厚帯がある口縁部片である。 31は，肥厚

帯上に懸垂状の連統貼付文バあり，この上およぎその間に絡縄休圧痕文がある例で，肥厚帯下には，

絡縄似こよる馬蹄形圧痕文→信ある。 32iま，肥Itf.帯上には， 鋸歯状， 口緑部：こしま横走する貼付文が

あり，この上には羅文を庄痕している。 33は，複節の縄文のある胴部片である。

第39図7は，縦形の削器（ナイフ）で， b頂iバルブ付近に擦痕がある。

第51,52,53号ピット（第30図，図版22B, 23A, B) 

（上野秀-.)

第 51号ピットは，第 52号ピットにその西側を切られており，後者より古い時期に構築されてい

る。滉存凛口部での大ぎさは南北 158cm, 東西 159cmを測るが， 平面形よ甚しく不定で掘り入

み，演底面の様相なども理鮒に苦しむ所がある。西側部分ぱ一段深く掘り込まれている。この西側
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の部分，覆上り中～下曹こ{is-8の石器を1よじめ数多くの河原石が集中して認められた。本ピット

の南東には第Vll層が充填されたピット様0)も0)が付属するが，性格は不明である。層の堆積ぱ，第

l層，賠黄褐色砂層で火山灰の含有が認められる。第 Il層，黒灰色砂附。祁 ll1層，暗黄灰色砂層。

第1V阿，笛灰褐色砂層。第V層，灰褐色砂陪で芳千量の火山灰が含まれている。第VI層，黒灰色砂

層で色，凋は第 Il層にくらべやや暗く，褐鉄分の合有が認められる。棺Vll層，賠黄褐色砂層である。

第52号ビ y 卜ぱ第51, 53号の両ビットを切り込んで構策されたもので， 3つのピットの中で一番

面しい。渡口部の平面形1よやや北酉端り張出した不整台形で大きさ 112X105 cmを測る。長軸は北

北西ー向面東を上ると判断される。 掘り込人はほぼ垂直である。城底向ば中央部iこ向うこつれ深さ

が増し丸く tじんでいる。深さは 47cm。覆土0)中～下層から1文多く(})石器，河原石が出土している

が，特に西側に集中して見出された。眉0)堆積は単純である。第 l肘，賠黄褐色砂層で火山灰の含
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有が認められる。第 Il層，白灰褐色火山灰含砂層。第圃層，黒褐色砂層。

第53号ピットはその大半を第52号ビットに削り取られているため，その規模や壁・城底のつくり

だしなどがどのようであったか不明である。現存城口部の大きさは 120X(50)cmで，深さ 24cmを

測るが，南に向うにつれてさらに深さが増すものと推定される。層の堆積ぱ，第lV層，やや暗い暗

黄褐色砂層。第V層黄灰褐色砂層となっている。 （高橋和樹）

遺 物（第36図1~21，第39図8~15, 図版33A,34A) 

第51,52号ピットから出土した土器は，第36図 1~21に示したもので， 1は，大形の突起と肥厚

帯を有し，突起上には貼付文が横走する。全体に風化している。 2は，肥帯帯上に連続する縦の貼

付文があり，貼付帯J::およびその間に撚糸圧痕文がある。 3に，肥手部分の破片と思われ， この上

に横走する貼付帯がある。貼付帯上には，縄文の圧痕がある。 4~7,11は，肥厚帯を有し，その上に

縄文のみある例である。 4は，肥厚帯下に撚糸圧痕文がある。 8は，半戟竹管による横走する沈線

文を有ずる。 9に統・横の貼付帯が観察されろが，風化していて判然としない。 10は，横走する

貼付帯が 3本観察でき，その上とその間に，絡羅体圧痕文が施されている。 12は，縦位の貼付文が

ある例である。 13,14は，貼付文と半戟竹管の内面突引文がある。 12~14ぱ，天神山式上器であろう。

15は，浅く狭い沈線文がある。 16は，半戟竹管による沈線文が縦・横・斜めに走る。 17は，沈線文が縦・

横に走り，その集合すろ所にボク｀ノ状貼付文があろ。 18, 19も，沈線文のあろ例である。 18ば，肥

厚帯があり，この上にも鋸歯状に沈線文を施こしている。 20, 21は，底部片である。 （上野 秀一）

第39図8と10は，第52号ビットから出土した石器で， 8は，礫器であるが，性格は明確ではない。

一種の敲打器であろうか。 10は，両面体石器である。尖頭部を作出する傾向を認めるが，用途は不

明である。

同図 9, 11~15は，第51号ヒ°ットから出土した石器で， 9しま，半両面休石器であるが性格は不明

である。狭長の石斧の未成品であろうか。 11,13, 14は，有茎石鏃である。 14は先端，基部を欠損す

る。 12は，両面体石菩（石鋸あろいはナイフ）の破片である。 151文，縦長剥片のバルプ部分の破片

で，少し二次加工がある。

第54号ピット（第 6図，図版24A)

凛口 316X165cmで北東端が張出す不整長方形のピットで， 長軸方向は， ほは北西ー南東方向を

示す。深さは 20cmを測り，北側部で第 3号竪穴住屈址状遣構と切り合っているが，新旧関係は本

号が古く，深く掘り込んで構築されている。壁の状態は緩やかに立ち上がり，底面はほぼ平坦であ

る）この地帯は褐鉄分の沈着が頭著で非常に硬壁と底面を作り出している。本号を含め半径 4m

にわたって，多量の土膀•石器が検出され，本遺跡における最高密度の分布を示している。木遺構

内より出土した土器群は乎面図中に斜線をもってその出上範囲を示した。埋没の状況は，第 1層～

第皿層が遺構確認面上方に堆積し，遺構内堆積は，第IV, V層である。第 1層，火山灰を含む白灰

褐色砂層。第 l1層，火山を含む暗灰色砂層。第 Il層，暗灰褐色砂層。第i層，褐鉄分を含む行灰褐
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色砂層。第N層，黄褐色砂培。第V層，暗黄灰色砂層である。 （内山真澄）

第訊号ピットおよび周辺出土遺物（第32図，第36図22~24, 第37図，第39図16~22,

第43図 1・ 2, 図版24B, 25A, B, 26, 27, 28A, B, 34A) 

第32図に示した 7個体の土器は，第54号ビ、y卜およびその周辺の Pー（一）15, 16, 0-H16などから

まとまって出土した土器群である。この内， 2, 3, 6, 7例は第54号ピットから出土している。

1は，推定器高 36cm, 口径 27cm, 底径 11.8cm, 器厚 7~10mmの深鉢形の半完形土器であ

る。底部は平底で心持ち張り出している。胴部の張り出しは強くはなく，口縁部ぱ若干外湾する。

ロ唇部にはかなり厚い肥厚帯、ウtあって， このJ::Iこ福 1.2 cm程の貼付文が鋸歯状1こ施されている。

この貼付文J::と肥厚帯直下1こぱ，絡縄体圧痕文が押庄されているが，貼付文上のは，原体の側縁を

押しつけたものである。地文は第一種結節のある羽状縄文で，数多くの補修孔が認められる。内面

は整形され，色調は黄褐色である。

2は，底部を欠損し， 現存高 18.8cm, 口径 20.3cm, 器厚 7~8mmの半完形土器である。胴

張りはなく口縁部に肥厚帯があり， この上に鋸歯状に貼付文が巡る。貼付文上には刻目がある。こ

の肥厚帯下には，竹管による円形文が三条横環している。この部分は地文はなくその下1こしま第一種

結節のある複節の羽状蠅文が施されている。内面ぱ整形され胎土には多量の戟維を含んでいる。色

調は茶褐色である。

3も，底部を欠損する。現存高 19.7cm, 口径 28.3 cm, 器厚7~9mmである。心持ち胴張りし

肥厚帯がある。肥厚帯上には縦位に貼付文があり，その間に 4カ所隅丸方形の貼付文が配されてい

る。これらの貼付文の上と間には絡縄体が圧痕されている。この絡蠅体は，隅丸方形の貼付文の中

にある例で明らかな如く，半裁した竹管に撚糸を巻いたものである。地文は，第一種結節のある羽

状縄文で，内面は幣形され光沢をもっている。胎土には，少量の繊維を含むようである。色調は，

灰茶色で，補修孔がある。

4は，口縁部のみの半完形土器で，口径 24.3 cm, 器厚は 6~8mmであ；Sa肥／厚帯上には，縦位

の貼付文が巡る。この詰付文上およびその間にIi, 茨糸庄痕文がある。地文は，第一種結節のある

羽状縄文で胎土には繊維を含んでいる。内面は整形されていると思われるが，風化していて明瞭で

はない。色調は茶色である。

5も，口縁部のみの例で，推定口径 14.4cm,器厚 7~8mmをはかる 3 心持ち胴張りし地文は，

第一種結節のある羽状縄文である。肥厚帯上には連続して縦位の姑付文が施され，貼付文間には絡

縄体圧痕文がある。肥厚帯の下には二条の横環する貼付帯があり，この上およびその間に半裁竹管

の連続刺突文が都合 5条巡る。内面は整形され滑らかで，胎土には若干の繊維を含んている。色調

は，灰褐色であろ。

6は，底部を欠損し，現存翡 16.9 cm, 口径 26.4 cm,器厚 9~11mmである。胴張りし，口緑部

は心持ち外湾する。肥厚帯上には，連続して縦位に組紐圧痕文が施され，肥厚帯直下にも部分的に

組紐圧痕文がある。一原体の長さは 2.5cm程である。地文は，第一種鈷節のある羽状縄文で，内面
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は滑らかに幣形されている。胎土には殆ど繊維を含まない。色調は，灰～灰褐色である。

7は，器高25cm, 口径22.4cm, 底径10.8cm,器厚7~12mm程の半完形土器である。底部は平底

で弧り出しはない 心持胴下半部が張るが顕著でばない。口緑普ば、：わる＜外湾している。肥厚帯が

横環するが，地文以外何の文様もない。地文は，第一種結節のある羽状褪文で，内面は滑らかに整

形されている。胎土には，若干の繊維を含むようである。色調は灰褐～黄褐色で，補修孔がある。

土器破片に関しては，第36図22~241こ示したのが，第54号ピット出士の例で，第37図，第43凶 1,

2に示したのは周辺からまとまって出土した資料である。

第 36図22は，肥厚帯上に縦位の連続貼付文を有する例で，この上とその問に絡縄体圧痕文があ

ろ。 23は，横走する絡縄体庄痕文と平箆による連続刺突文がある。 24ぱ，胴部片である。

第37図 1は，胴張りする器形で小突起を有し， 口縁部には格子状に貼付文があり，口唇部にも蔀

分的に縦位の貼付文がある。貼付文ヒには，蠅文原休を押庄し貼付文の周辺には絡網体庄痕文があ

る。 2も小突起があり，口唇部上には刻目がある。口縁部は，絡縄体庄痕文と半戟竹管による刺突

文が横環する。口緑部1まやや内湾している。 3は，口唇蔀を欠損ずるが，貼付文と半戟竹管による

剌突文がある。 5も固様である。 4は，半裁竹秤による刺突文と絡纏体圧痕文がある。 6は，肥,,,_

帯があり， この上に絡縄休圧痕文の施された貼付文が鋸歯状に巡る。肥1'］帯下には，撚糸による馬

締形圧痕文がある。 7,8は，共に撚糸の馬蹄形庄痕文がある例で， 7には絡織体圧痕文もある。 9

は，！！古付文と撚糸［じ痕文のある例である。

10~19は，肥I’只帯がありこの上1こ姑付文がある例てある。 101之，小突起があり環状に貼付文が巡

り，この上に太目の撚糸庄痕がある。

11は，二段鋸歯状に貼付文がある。 12は，縦位の連続した貼付文と絡縄体庄痕文がある。 13は，

縦位の貼付文と遥文原体の庄痕がある。 14, 15は，斜めの貼付文と撚糸圧痕文がある。 17は，鋸

歯状の貼付文と撚糸庄痕文があろ。 18は，所々縦位の貼付文があり，この上に椰文がある。 18ぱ，

縦位の貼付文と撚糸庄痕文がある。 19は，小突起と肥手があり肥厚帯上には鋸歯状に貼付文が巡

り，撚糸圧痕文がある 0 21~23は，肥厚帯はあるが地文のみの例で， 25は，低い肥厚帯と小突起が

あろ fグ1Jである。 241土， 口唇部を欠損ナるが，肥厚帯直下の破片で撚糸圧痕文が横位1こ走る。

26は，半戟竹管による横走沈線文がある例， 27は，先端の尖ったエ具による狭い沈線文がある例

である。 28~30は，肥厚帯と円形刺突文のある例で， 28,29は，平箆による連続刺突文がある。 31,

32は，輻広の貼付文と平箆の連続刺突文と円形刺哭文がある。 28~32は， トコロ策 6類である。

33は，底部片で張り出しがある。

第43図1,2は，肥厚帯と二連小突起があり，この上に鋸歯状ない台形状の貼付文がある。口縁部に

は，横走と斜めの同様の貼付文があって，これらの貼付文の周囲には絡縄体圧痕文が施されている。

第39図16~22は，第54号1::.・ ットから出土した石器である。 16は，有茎石銘ないし大形有茎石鏃で

ある。 17は，石銘の先端部破片であろうか。 18は，縦形掻器である。 19は，縦形の削器であるが，

刃部は背が高い。 20は，縦形の削器（ナイフ）である。 21は，有茎石鏃である。 22は，小形の両面

体石器である。部厚いが，形態からいって石鏃の可能性もあろ c （上野呑一•)
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第54号ピットおよび周辺 (P十）15,16, o-{—)16区）出土土器実測図
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第 3節考 察

遺跡からは，竪穴住居址状遺構が 6軒と都合52基のピットが検出された。以下に， これらの遺構

について，若干0)考察を加えて， まとめておぎたい。

竪穴住居址状遺構

まず，第 2号竪穴住居址状遺構：こついて触れておきたい。地山の砂層に逹するまで褐鉄分の多

ぃ，かたい砂層を掘りすすんでいった結果が，最終的に，住居としても十分な規模をもっ，北北西

端の尖るいびつな五角形プランの第 2号址を出現させたことは前述した通りである。

しかしながら， これは，壁・床などがその断面観察によっても不明瞭であったこと，多量に褐鉄

を含むほぼ同一のかたい砂層によって上から下まで充填されていたこと，形態的にぱ尖った一端が

他の五角形プラン (I)ものとぱ対照的に逆方向を向いてることなどから，他の寄穴住居址状遺構とは

かなり異質のものてあることを認めぎるをえない。

第 2号址を除く残り 5軒については，いずれも床面上に焼士や炉址が検出されなかったとはい

え，その断Ihi観察で比較的明瞭に捉えられた壁・床のつくりだし，覆土の堆積状況，そして規模や

形態などから判断して，竪穴住居址状遺梢と呼ぶに足るものである。ただN293遺跡に見出された

ものと同様，基盤が粒子の細かなサラサラした砂陪であるため，壁・床面ともやや軟弱であり，柱

穴などの正確な確認は難しかった。

各竪穴住居址状遺構の覆土：こ関して，共通ナ乃円堆積をまとめると，以下の、上うに芯る。床面直

上の砂層ほ，やや地山の砂が薄汚れて，褐色がもの色調を帯びたといった感じ 0)ものである。この

嗜：こば炭化物の含有がわずかに認められる。この砂層につづいて，若干贔の褐鉄を含む砂層が堆積

し，この両者で全体の深さの1/2~2/3まで埋めつくす。さらにその上は，黒色がちの砂層がのる

が， これは遣構外にまで拡がって堆積する。黒色がちの砂層が埋めつくさなかった最上部の窪みに

は，白灰褐色の火山灰含みの砂層が堆積している。

遺物の出土は，主に黒色がちの砂層およびその直下の褐鉄を含む砂層からで危ったっし王ぼ完全に

復元することがてぎた一括士菩は，その大部分が，児色がちの砂層の下部から褐紋を含む砂層のJ:

邪までの間に包含されていた。出士の土器は，刑式的には，サイベ沢VI,VII式 トコロ第 6類，伊

逹山式のいずれかに対比されるものばかりであるが，竪穴住居址状遺構からは特にトコロ第 6類士

器の出士が顕著であり，注目される。

本遺跡の竪穴住居址状遺構には，平面プランがほぼ五角形のものと， 1月に近い不整六角形のもの

とがあった。同じく五角形とはいっても，細身のもの（第 4号），将棋の駒形のもの（第 1, 3号），

卵形といえるほどずんぐりした五角形のもの（第 5号）と色々である。五角形の失った一端は，ほ

ぼ東から南を向いて 1ヽ 、応

特に適南部に顕著にみられる縄文中期の五角形フ゜ラソをもつ竪穴住居址についてぱ， 吉崎昌一
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（古綺1965) によって，亀山郡尻J『内町日 J浜 2号，同町川上 1号址例が発表されて以来，今日主で

にかなりの類例が知られるに至った。高橋正勝（高橋1974) は，これらの類例をまとめ， 「日ノ浜型

住居址」の成立から「サイベ沢型仕居址」への過程か具体的に示している。それによると．縄文早期の

竪穴住居址からみられるベソチ構造と，縄文前期後半の堅穴住居hl:にみられる 5本の柱穴を五角形

に配設する様式とが複合して，茅部郡南茅氾町ハマナス野遺跡101号址（高橋1974) iこ代表されな

楕円形プラソでベンチが半周し五角形に配骰された 5本の柱穴をもつ竪穴住居址が生まれ，そのベ

ンチ構造が全周するに及んぐ， 日ノ浜 2号，川上 1号（吉崎1965)， El J浜 4号址（高橋1974) な

どの「日ノ浜型住居址」が成立したという。そしてその後， ベンチ構浩が失われ，「サイベ沢型住

居址Jへと変遷していったものという。全周するペンチ構造の失われた翌穴住居址の類例は日 J浜

6号址（高橋1974)などで， さらに時代が下ると， 茅部郡南茅部町精進川遺跡（森田1973)，函館

市見睛町遺跡（高橋1966), I司市サイベ沢B遺跡 2号址， 1号址（森田・閥橋1967) なと比較的類例

が多い。最近発表竺れた函誼市西桔梗D遺跡 1号， 2号址（千代編1974) なども， もはや五角形と

はいいがたいプランを有するが，類例の一つに加えられよう。

ところて＼余市式七器を伴出する竪穴仕苦址に石囲いの炉が存在することぱ，沙流郡l'i別l!IJ字富

川町中ノ沢遺跡，函館市レソガ台遺跡 1, 2号址（大場1969) なとによって知られていた。これらよ

りやや古い時期に比定された竪穴住居址がつい最近報告された 西桔梗E2遺跡 1, 2, 3, 4. 6号

址（千代編1974)や函館市囮股遺跡 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9号址（松下編1974) などがそれで，

ほば方形の石組炉な床面の中央より靡こ偏した位履に配した五角形プラソが根恢く継承されてい

る。このように道南における縄文中期の住居の変遇は，かなり明確に知られるに至った。

ところか，高橋正勝（狐橋1974)が指摘するように，北海道中央部の円筒士器分布屈の周辺池域

では，堅穴住居址に一つの定まった型を見出すことがでぎないが，その内でも忠庭市柏木川遣跡

1, 3, 4, 5, 6号址（高橋編1971) などは， かなり五角形プランを意識して構染されにしのと息わ

れる。札幌郡広島町中の沢B遺跡 1, 4, 5. 6, 9, 10号址（峰山・高橋・倉谷1973)， 札幌市白石

神社遺跡 1号址（加藤・上野・羽賀1973)，札幌巾T310追跡 1, 2号址（羽賀編1974)，豆易訓汀靱lj

遺跡（大~1969) 左どでは，明確な五角形プランを有するものもみられるが，卵形や桁円形を堪す

るものが多いようである。

道東，道北地方の蘊文中期の竪穴住居址しま， 竺らに多様なプランを有している。病走郡女禍別町

住吉遺跡A竪穴（大場・奥旧1960)， 釧路市貝塚町 1TH遺跡 3, 6, 7, 9, 10, 12号などの竪穴住

居址（沢・西編1974)，紋別郡雄武町当沸遺跡 2, 6, 7号住居跡（山崎1966)， どこまご竪穴住居址

といえるかば判らぬが同じく当沸遺跡の 5, 8, 9, K 1, S 1遺構（道北先史文化調査団1969)，常呂

郡常呂町トコロチャ‘ン南尾根遺跡の竪穴（東大文学部考古学研究室編1972) などがこれまでに知ら

れているが， プランや構造は実に多様である。ただ，床面を二段につくる傾向があるらしい。

当沸遺跡の竪穴住居跡やトコロチャシ南尾根のものなどは，現地表血から明らかに竪穴住肘址を

調在する意、区）の下に発掘これている。このようた条件下にあってさえ，現われた竪穴什居址に｛ま多

様なプランが認められた。縄文中期の道東，道北には住居址に一つの定型が存化しないことは確実
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と思われる。

ところで， 二こて特に註且されるのは，当沸遣跡り数f夕りを除いて， これら北尚式土器を伴出した

ば穴住居址には，いずれも床面に焼土や炉址が検出されていないという事実である。

遣疇ても，中の沢B遺跡の各仕居址や□石神社遣跡第 1号竪穴住屑址状遺構，それに札幌市

~293遺跡で見出ぎれた各竪穴住居址状遺構（上野饂1Y74) なとのように，輝文中期も後半の頃には，

｝、なり炉をもたぬ堅穴住居址状の遺構が知応れてい 7」。本遺跡1こ見出竺れにものも同列である。

本遺跡の堅穴住国址状遺溝の形態的な特徴ぱ，五角形ー，9゚ ラソを意識してつくられたものが多いこ

とであろが，構造上の最大の特徴は炉をもだぬことてあ］。本遺跡の竪穴住居址状遺構がち特にト

」口靖 6類土器の出土が顕箸であったことを思うと，実に興吐深いも (1)があろ

さて，本遺跡では，堅穴住居址状遺構）7,2~3粁ずつの生とまりをもって， 15,6 m程離れた 2ケ

所に存在したc

縄文中期の竪穴住居址の在り方をみると，柏木Ill遺跡でぱ同時期の堅穴住居址が，小谷を隔てて

それぞれ 2~3粁ずつ存在し，中の沢 B追跡では竪穴仕居址が環状に存在している。西粘梗 E遺跡

の竪穴住居址は，約15~40mくらいの距離をおいて 3ケ所に，それぞれ大きなものと小芦なものと

か 2基 1組となって存在したものと想定されている。西股遺跡でけ環状を思わせる配置をもって竪

穴住居址が群在し，そこからさらに20m程離れた場所にも，同一竪穴什居址内での建て替えの痕跡

か顕著な数軒の竪穴住屈址が見出されている。

本硝跡の竪穴住屈址状遺構は，恐らく住居としての機能をもつものであったろうが，これは，集

治の在り方といった面では，比較的近い距離を隔てて，数粁単位の住居が数ケ所に党まれる例の一

っといえるだろう。近距離を隔てて，数軒単位の住居が数ケ所に存任すると表現したものの，本遺

踪の場合は， これらが回時に存在したも 0)か，それとも少しずつ時期を違えて侶まれたものなのか

は不明である。

ピ ツ 卜

木遺跡からは， 52基0)ビゾトが検出されたが， これらの形態や構造，規模なとはまらまちて，種

々裡冬といら印象を免れないー翌土に遺物の包含が認められたビットは，全体の60％にのばり，こ

れらの遺物ぱ，いずれもほぼ纏文中期後半に屈ずるもので克ったう本遺跡ではサイベ訳＼l,＼由恥こ

比定される士器片の出土が数名 <,N293遺跡より一段附古い時期に営まれたものと考えら八る

呵文時代の土鴻というと，その代表ぱ慕鴻てあるといえようが， 52基のうちには埋葬人骨の検出

さ・yした例ばなく、明らかに副葬吊と思われろ遺物や，ベニガラの散布う：検出されるなと，訊濱と認

定ずろに足ろ様柑を示すど、I 卜も全く見出：：：れていない＇•第51, 52号ピットからは，多数の）11原石

が検出竺れ， また第24, 49号ピゾトでも数個の配石力：認められたが， どのような性格を有する屁石

であったのが，全く不明であろ。緒局，構策意図の刊明したピ，ノトは皆無であった。

このよう芯 I::゚ ／卜群をどのように取扱ぅてよいものやら， 正直なとこうとこどいを冗える。

亡，分頂らしきことを試入る、う:,その前iこ覆土の層堆積について触れておきたい。
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52禁の層准積は，これまたそれぞれ前述したように多様であった。大まかにぱ，悛土に比較的多

く見出された層を抽出して，下から順に列記してみるならば，以下の各層がピットを埋めていた。

① 地山こ近い砂層て，やや褐色がちの暗し色調を呈する層，

② 褐色がちで褐鉄分を含みやや町い色調を呈する砂層，

R 若干量の火山灰を含み，やや灰色味を帯びた褐色の砂層，

④ 茶褐色から黒色に至るよで色調に数段階の濃淡の差が認められる黒色がちの砂層，

⑤ 白灰褐色火山灰含砂層に代表される，火山灰や若干贔の褐鉄を含有する，灰褐色がらの色凋

を星する砂層（さらに分層が可能な場合には，下方はど火山灰の含有が微量で， 1::雇ほど褐鉄

の含有が少ない傾向があるようだ）。

以ヒの各層が，全ピ、／卜の裂土を相互；こ検討して抽出された層准積0)大要である。しかし，一つ

のヒ°ット内にこれらの層が総べて，順に詰まっていた例は非常に稀で，大部分はヒ述の各層のうも

の 1～数層によって充填されていた。以下に，一応各ピヅトの分類を試みるが，特定のタイプのピ

ットこ個有の層堆積が認められるとし‘った関係は，必干しも明らかでにない

ただ， 52基のうちには，その層堆積がかなり異質で，人工的に掘り込まれたピットの覆土とはぢ

え難いものがみられた。第 9号ピットの第IV,V,Vl層は，あるいはそれらの上部にピットが構築さ

れた芝けのことて， ヒ° 1 卜と：ょ無関係な落ち込みかも知れない。第16号ビットの眉堆積旦一見，

巨大な蟻地獄の穴を連想させる代物てあり，成因は分らぬが，この第16号ピ y 卜が人為的な遺構で
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あるとは考えにくい。この他にも，第21~23, 25, 26, 35~38, 50, 51号ピット例の如く，遺構と

は考え難い層堆積をもつものがみられたが，確実にそうであると断定できる根拠に乏しく，一応こ

こでは遺構として取扱っておく。 N293遺跡でC型と分類されたいわゆる風倒木痕は， 遺構と璽複

しているもの以外はいちいむ報告してはいない八本遺跡でらかなりの数が確認された←，このいわ

ゆる風倒木痕を含めて，本遺跡では，総じて，追構確認面からの探さ 65cm以上を測る探いピット

は，その多くが人工的な遣構とはみなし難いものであった

さて， N293遺跡の各ピットは，主として構辿上の相違から， A型， B型に二大別された。 これ

までに報告された北海道の綱文中期に属する士凛には， ピット内に小ピットがあったり，裾があっ

たり，有段構造がみられたりする B型ヒ°ットの類例は比較的数少ないようであり， B型ピットの存

在はN293遺跡を特徴づけるものといえるのかも知れない。本遺跡に見出されたヒ°ヅトをこのA,

B型の二大別方式で分類した場合，やはり比較的数多くの B型ピットが存在している。

ところで， N293遺跡においても本遺跡でも， B型ピットはA型にくらべて， 明らかに規模の大

きなものに多い仙向が認められる。それ故，単純に規模だけに視点を集中して分類しても，結果的

にはA, B型の二大別の分知ぶかなり反映された・；）のと戸こる，こ違いない。

以下に， 本遺跡およびN293遺跡の各ピットを， その規模によって I~IVの4つの型に分類し，

説明してみたい。規模といっても，面積や容積ではなく，単に猥口部での長径と短径とを目安にし

たものである（第 7表）。

1 型

N309遺跡：第1, 4, 5, 6, 7, 11,12,14,17,19,20,23,27,32,36,40,41,42,43,44,45,48,49,52, 

53号ピット

N293遺跡：第 5,14,15,17, 19,20,21,26,28,32,33,35,36,37,45,47号ピット

長径約50~130cm, 短径約45~110Cmの規模を有するピットである。平面プランは， ほぼ不整円

形から不整楕円形である。規模の小さなものに円形プランが多く，大きくなるにつれ楕円形を呈ず

る煩向が認められる。断面形の多くは，鍋底状のものとボール状に丸いものとで，その割合は半々

くらいである。深さは， 10数cmくらいのものから60cm近いらのまでまちまちであ心が， 深さ20~

40cmを測るものが多いよう江構造的には， 本遺跡0)第19,36,44号ピットおよびN293遺跡の第36

号ピットに，小ピットや張出しがあったほかは，いずれも単純な掘り込みである。

なお，本遺跡の第 2, 15号ビットやN293遣跡の第27,30号ビットなどは， 大きな張出しがあっ

たり，壌口部と壊底部の形が大きく違っていたりしており，規模からずれば 1型に含まれようが，

他の 1型ビットと同列には扱い難い。

Il 型

N309遺跡：第 3, 8, 10,18,22,24,25,28,34,38,39,47号ビット

N293遺跡：第 4, 7, 12,16,24,29,31号ヒ°ット
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長径約120~210cm, 短径約85~16Qcmの規模を有するビ、y 卜である。平面フ゜ランは，不船桁円形

のらのが大半左占めるっ断面形は， フライバン状に底面のは虞水平で平坦左ものが多いが，不整な

断面形を有するものも僅かに存在する。深さは， 10数cmくらいのものから約50cm程までいろいろ

であるが，規模が大きくなるほど浅くなる釦向があるようだ。長軸方向は，北～北西ー南～面東を

とろものが冬い 構造的には， 1~3個の小ピゾトを有すろものが，やや乞くみられろ。

芯お，本遺跡の冶 9,37, 51号ピ／卜やN293遺跡の第 1, 2,16,18号ピット左どは，規模から＇、ヽう

とほぼIl型に含主れようが，制面形や層堆桔が異様であったり，平面形や断面形が甚しく不略であ

ったり，凛口部に比して城底部が著しく小さかったりなどして，他の Il型ピットとはかなり異質な

要素が強く認め入れる。

皿 型

N309遺跡：弟13,21,31,46,54号ヒ°ット

N293遺跡：弟 3, 6, 10, 11, 13, 41, 43号ヒ°ット

長径190cm以卜，短径130cm以卜を測る大朋のビ、ソトを一話して m型とする。形状は，不整円形，

不柩楕円形，不整長方形，不船＿ミ角形，全くの不整形などと様々であり， これによってさらに細分

十ろことも可能かと思われろ m刑ヒ° ／卜ぱ，規模の大ぎいことのほかには，底面がほぼ水平な平

坦面をなし， 20~40Cmくら＇、ヽの深さを測るしのが多いなどといったことしか， これとし、っだ共通

性を指摘できない，構造的には，小ピットを有したり，有段構造があったり，大きな凹みがあった

りなどするものが，やや多い］、うだ。 この大刑のピットは， ピットの全休数の少ないN293遺跡の

方に数多いこ

W 型

N309遺跡：第33,35,50号ピ／ト

N293遣跡：第25,34,42,44,46号ピット

長径が短径の 2~3倍にもなる不整長楕円形のピットをIV叩Jとする。本追跡の場合，それらは形

態的にも，規模の卜からも一つの主とまりが認められたが， N293遺跡では，第25,34号ヒ゜ヅトのよ

うに小規模なものや，第42号＇ニ'. ・y 卜のように大型のもの，第46号ど、ゾトのよりに幅広で Il型に近い

らの匁と，多様てあったっしかし， W型ピ y 卜については，敢えて規模なとに拘泥せず，長楕円形

という形状に注nして，一括して取扱いたい。

これらは， 構沿的には， いずれも比較的単純な掘り込みで， その底面もほぼ乎坦であるっ深さ

は， 10数cmから44cmまで。長車川方向：文， 北北酉～西ー南南東～東をとろが， 紛じて長軸方向は北

西ー南東に集中するようだ。

なお，本遺跡の弟26号ピットは， 第22,23号ピゾトとの重複のため， 正確な形や規模を知ること

がで芦なかったが，ほぼ長楕円形左呈すろものかと推定される e
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さて，北悔道における纏文中期の墓址，あるいは筵の可能性のある七壊は，重松和男（重松1971,

1972) が集成した段階で， 23例が夕lj挙されている こり）うち入正貝塚 1,3, 5, 7号人骨（三橋1968)

は，笠壌の詳細が不明である。中期の人骨とし：：＼こ，この他にーイ-‘沢遺跡第 1地点第17層，同第 2

地点貝層に見出されたもの（児玉・大場・武内1958)や，朝日トコロ貝塚Bトレンチ第 7)憎の例（駒

井編1963) などが知られているが，筵城などについては不明である。重松（重松1971, 1972)が集

成したもののうち，埋葬人骨が確認されて確実に墓城と認定できる例は，釧路市東釧路遺跡第 Il地

点D区に検出された 2例 （沢1968, 沢1974)，苫小牧市植苗タフ0:::zプ゚ 遺跡 (S38.)2号（苫小牧市

教育委員会1963)，同タプ コプ 逍跡 (S40.)1, 3号墳墓（苫小牧市教育委員会ほか1965)，苫小牧市

美沢植村遺跡 1, 2, 5号墳（佐藤1971)， 礼文島神崎ウェンナイポ遺跡の1駐廣（松崎・佐藤・兼重

1970)，室蘭市鷲別遺跡第 2地点し汀責石葬（溝口 1965) などであるし， その後にも， 中期の士猥かい

くつか報告されているが，確実に墓と認定しうる例｛まないようである。

ところで，これら確実に墓である墓猥の規模は，長行58~110cm,短径54~105cmの範囲にあり，

プラソはほぼ不整円形および不整惰円形である c 描迅的には，比較的単純な掘り込みだけの例，積

石のあるもの，断面形が袋状だったり，溝がめぐっていたり，喋底面に配石が存在したりするもの

などいろいろある。ただ，規模だけに注目すると，今回の分類のうち 1型ピットに含まれろものば

かりである。 このことを考えると， 本遺跡およびN293遺跡に見出された 1型ピットには募城と認

定チ‘’―）｛こ足る例に粋無であったが， l盟ピット［）う丸［こ募凛として｛屈られた；）の力存在すろ可龍i生

を完全に否定すろことはできないがも i[]れない

本遺跡およびN293遺跡の 1型 1::.0ヅトと同様の規模を有する土渡の類例は， 当沸造跡12号南部，

第 2トレンチP3, 第 3トレンチE （道北先史文化調杏団1969)，名寄市智東消跡B地点Eトレソチ

2 p（山崎・長谷）111968)， 中川郡庭深町富岡遺跡南発掘区H14のピ／卜（山崎1968)， 植苗タプコ

フ遺跡 (S38.)1号（苫小牧市教育委員会1963)，沙流郡平取町岩知忠遺跡第 1地点墓凛B,C（沙

流JII流域史調壺団1962)，西股遺跡 9号 1::.° ット（松下編1974) などがある。 これらは， げぼ不整円

形が：＼不整楕円形ー゜ランを呈すろ比較的浅いど）卜であり， 木遺昌およびN293退跡の 1型ピット

との深い関連が推定されるが，ぃ干れも構築意図ぱ不明であろ，万

次いで， Il型ピットとほぼ同規模の類例は， 当沸遺跡 1号南部（山崎1966)， 同じく当沸遺跡の

2連ビットと思われる11号遣構（道北先史文化調究団1969)， 中の沢B遺跡11号ビット （峰山・高

橋・倉谷1973)，勇払郡厚真村字周文のいわゆる食料貯蔵址（石井1955)，西枯梗D遺跡1, 3, 6号

±城（千代絹1974), 西股遺跡の 4号ピットおよび 8号住居址を切るピットなどである。 また， 小

ヒ°`ゾトを 6個有する西桔梗D遺跡 2号土城や，それぞれ特有の配石を有する岩知志造跡第 1地点墓

城Aわよび旭川市豊岡遺跡B地点＇］）ピット（斎藤 1968) なども Il型ピットに近い規校のものであ

るここれらのあろもり）は食料貯蔵址と＇へわれ， —i ピあるものに寇猥と呼ばれでい乙力t，やはり構策

意図を裏付ける要素に乏しい。

Ill型ヒ°ットしま大型のもので，他の遺跡では竪穴住居址，あるいはそれに類するものとして扱われ

ていろ場合が多い。ずなわち， 当沸遺跡 1号生訊遺梱（山崎1966)， 同じく％沸遺跡 8号遣構， 12
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号北部， Kl遺構（道北先史文化調査団1969)，柏木川遺跡 2号圧居址（高橋編1971)，釧路市貝塚

町 1 丁目遺跡 6 号住居址（沢•西苺1974) ；にとがそれであるが，いずれ t 規模や構造が住居として

は中途半端太ざう tヽ があるよう fこ

長指円形を呈ずる Iv型ピゾトの類例は数少7こし、-’強いて類例を求めると，当沸遺跡 7号東側のピ

ゾト（山崎1966) や同第 2トン ‘/-'f-P4 （道北先史文化調査団1969) ;';とが挙げられるが， 詳細が不

明(J“)ため， これらが本遺跡やN293遺跡：こ見出された1¥'型ヒ゜／卜と同列：こ扱いうる ì)!}） ;： !}）か否

か，判断を下しかねるヘ

以上，煩例を他iこ求めて， 本遺跡およびN293遺跡のピ／卜の性格を判定しようと期したが，＇名古

局，如何？こる目的でこれらの上渡い掘り込まれたのかぱ， 『lらずじまいであっ tこ埼王県所沢市膳

唄選跡では， さ支ざ支芯作制と cT)閲連，こおいて理解された数多くり）多様，にい護貨が検出されてし、る

（岩井ほか1970) ここて危嘉［と呼：：、れているしのが総べて媒である C)か否かは，一概こは決定てぎ

iと；いと息わ八るばれとも，関東地方の確文中期：こら，数多くり）多様芯い廣群が存在する事実は注目

る

北向道ご： Jど，現在こて］＿）とこら， f屈文中期］）鯰堀ゃそ 0_）f也の上渡0ー）報告例は決して数多＇、＼”こ豆）て

ぱ‘'こし、し， 訂在デ乙数多‘:(l“）上jJ幻），―lt細；に報告例：］ン、抑め---乏し＇“、 本遺跡お．よびN293戌跡をはし

めこす乙， 二り“)叶期り“)上堀訊(D1解明：土，今後こ夕父された囲味深しヽ課迎としヽえよう

遺構の群在と遺跡の性格について

木直跡，こ見出さ ：土．第 3虚，―-袖！したよう i:,5.0mヵヽ，‘,5.3mい）コンタラインでぷさ、、{l [, 

1}［山砂＿I子り）内佐側縁辺：二{iiって閻在し，土り＿） ；：；いでし遺構や追物り）拓中が如苫：こ認め，‘＿）、すし，9-］的所—

力＼ 4ご）ぷどあった こ、“ilをこ；，`―），-＿)＜ J'、Jヽ ：こメ人ると， この 4ケ所i,;:， さ'-）：二 g,）に大ぎく烹とめら{I

る，-ず，：；わち，；孔 3、4, ;)号竪穴{I：ー）己址状遺構と 9：：：り）周辺り）し： I 卜群カヽら左巧匹'{jilし＇）クル--：9 ，ぐ

して， 弟 1, 6 尻ht{｝：悶計蒋むよぴふ-し＇）関辺（ l.）しこノト甜、う入ら構成さ jしる 1)り側り）ク，V-ーとて

ある J 11§側(l)／’I ]v →^ リ“)方いある'、‘:］, l既こ心昂リ“)敷設iこよって破壊占れてしよった晶分て／）、直構

／）存在を、イ』として， 9：：，`，）', ---^  I!）‘し．）るしりう入）"知オし，；’`、',

N293遺跡ても， ，諮分l『J（ふ；屯複 I~認めシオしるい こ(}“)、上う';）く：：ビ~：王と上っに直構 iifーが数ケ所，二

人:',;/し， こ／）遁拘1Jごぱ， 位上上[){ r出（］）上謡月凰：こ t, ：ょ：」：ノとオしえと、iしし［）閉に対応しと札l直戸認ぶ）シ

れてし、る しかし，本直罰(}.)大別ざれにニプ）（人）ク；レ←ーーては，：Ii上り l：器型式り相化に差｛し；認めこ｝

才し9．；力‘った ょた， I~ I¥皐I,、こ分類さ、iしたし’,I 卜り〈；iし9;-iし：t， lごノトり）タイ一炒II：こよ，ご刀布，こ

俣 iL；る極相戸認めし、ノiし‘,J こと：土'.;く、 本遺跡(，')場合も N293遺跡こよ；し、てし， そオし亡il, i”l)遺構椙，-―

a 1 ~ Iv l[:1 L,トバ散在して＇` るヽ（弟 401メI)

し、ず，` il,i―― -I土1, そオしそ、．iし数紆弔位C「)恐‘ ： fl: ！けとしー'り）桟北をしっでい fこと思オ叶しる竪穴ii:Iド］址

状直描と，比較11り数／も：，/．） lこ／卜｛りとかシ構成される直構／）大ぎ；； ：、と土リは，本遺跡戸 I]、N293

は跡し＇）直紐としてり在リ方り特色といえよう，

こ／）よう，―-邸穴住居址とヒ／卜計と力、 ‘-9iL；る遺跡り知例：;_,必すしも十分：こ知 ）` iし―ごいるオ），卜て
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はない。当沸瑣跡では，竪穴什｝凶址と多様なじ／卜群とが糾在し，比較的新しい時期の逍構が北西

部に集中する伯I;,Jが認められるのかも知れないが，遺跡の計細な全貌が判らず，混在と表現するし

、ぶ． こ九といっズ遺構群の在り方をiが明しぎれでし＼中のi「(B遺跡ては， 見，二触れたこう｛二堅穴

It)1,；址が環状に存在するという特改的な集落構心が報告さオしーこいるが， こi})尼穴住居址群，J）北方＼こ

拡がって存在する数多くの多様なビットについては報告がなく，竪穴住居址との関係を知ることが

て〗ない。西粘梗［）遺跡では 2 軒の竪穴住居址と，その西方に小屋掛風の＿ 1-＿城，貯蔵穴なとと呼ば

れるものが存在し， これらが＿-J 0）集落を栴成していると報告：；ォしている。しいし，残念，';_;'/ら発

掘1人に制限されて， これらの追構0)北方や東方への拡がりかとのようなものなり）か不明である rj 西

股遺跡では，環状を思わせる配似をもって竪穴仕居址が群在し，そこからさらに20m程離れた場所

：こも数軒の堅穴什1バ址が検出されており，第 4号略穴住居址i})』『わりを中心とした部分や，北東部

U)緊穴住居址訂u)南西：こも比餃的数多くのピ／卜が存在して＇、‘るが詳細は不 IIJJである c 大塚和義

（大塚1964) によれば，北海道ては，墓地に限って埋葬が行われるようになるのは，他界観の成立

する纏文後期以降のことだという，，この見解が止しいものと仮定すれば，竪穴仕居址の周間に存在

-i-らピ／卜の＼、＜ごー） iいが募壊て‘_1りる可詣性：ま否定でき太＼、C

とらかくも， こ且らの頌汎）、↓いえることは，ド遺跡やN29乳直跡こみらいに，竪穴住居址：l人遺構

と名様なピット 1抒との混在が，必一店しも例外的な任り方ではなどそうだという巾実である。竪穴住

屈址だけがまと主って発見される逍跡と，竪穴仕居址およびピ／卜の両者がh'［在する遺跡とては，

直跡 i}）性格：こ相屯，＇）：認められ乃、、•；ーかし知れ，に＇、、 しかし， 分）I寺真で、ま，＇心朽，ジ乏しく予立国を導

くことはできない。

木遺跡やN293追跡に見出された略穴住居址状瑣構は， 恒久的な住居としての構造に欠けるとこ

ろが多く，遺跡ぐれ 1]体もまた一II午的なあるいは季節的な生1』い場であったろうとの想定が可リビで

ぁ／＇ぃその反面，ーうの遺構群としてのまと；＿＇）ぶ，数軒の将’べ住居址状遺枯こ比較的数多くり多

様なビット群とから構成されていることは，比較的多数の人間が一定程度の期間， ここを利）廿した

ことを暗示するかのようである，，捩国すれば，道央部以北の椰文中期後半の慰穴住居址あるいは竪

穴{j)占址状遺構に，足形的なア ンや明確は炉址，整然たる配賞を有する杵穴心とがごく稀にしか

-入ら、1しはい事実は，店住の恒久件を否定する要素としてではなく，住居構築上i})文化的な特I1とし

て坪解されるべぎかも知れない0 木遺跡およびN293遺跡の追跡としての性格については， 今後さ

らに検討が加えられ，次第に明らかにされることであろう。 （高橋 和樹）
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第 5章 発掘区出土遣物（第41~66[Xl, 凶版34B~47B)

発掘区の遺物の出＋［メには，大ぎく 2 つのグル←—/'がある。 1 つは L~Qー(―)7 ~12区のグルー

プと 1 つは L~S-（―11:1~17区のグ］✓ ーテであろ こ(')内前者は， N~P一（一） 7~8[メーに集中し，後

者：文， P~R―□11~161ぺ：こ集中ナる頚向がある 二(1!出士状況：文，遺構群り）有り方と-̀ 子^致ずる。

第 1節＿士 器（第11図4, 棺41~5(）にI, 図版34B~40B) 

本遺跡の発掘区から出十した士器：ま，おお主かに 7 ✓"）の群に分けられるでただし，第 VII群は底部

片のみを一括したものてある。

以下，個々に愉哨：ご説叫ずろ：

第 l群（第111<14, ：店40~46図， 図版34B~：-19B) 

この群I9ま， A~K類［での11に細分されるが，すへご，所謂―円箇士器上屑J.¥」0 系列を引くら

ので，焼成は非常によく内面をぎれいに研磨しているのが特徴である。胎十には， i4，十の織維を各

類共含んでいる。

A 類（第41図 1~12，図版34B, 35A) 

この仲間（文，肥厚岱を有し， この上：こ縫位，ミいし鋸歯状iこ貼付文が施され，肥似帯の下には同様

の貼付文が，組・柚・斜方向：こ施されている こ！し ,,(1）貼付文上：こぱ撚糸『i)・｛文があり，貼付文間

ぱ撚糸庄痕文と箱纏休による馬蹄形庄痕文で允塩-叉れているこ？こどし 4（文，肥1早悶上の貼付文（文斜

めでその間にあるのは絡縄体庄痕文である。 12は，撚糸庄痕文のかわりに絡糊休庄痕文が施されて

いる。 10ぱ，絡縄休による馬蹄形圧痕文と，絡轟休の先端による刺突文がある例である。

2, 3, 9は，破）i内では馬蹄形庄痕文はI［く， 主た， 11, 12には，口縁部に貼付文はないよう

である。

地文は，小班J-iのため判然とし太いc

同様の例，よ，店：1号屡穴住居址状遺構（第1』IZ!21)，溶22号，第25号，筍49号ピゾト（第34図 1,

3, 第33図29, ；れ351:<IJl), P-（一）15, 16区（第37i:;(16~ 8, 19) ？こと い
t

）
 

；』し
1
9
J
 

）
 

｛．， 

なお，貼付文上にげ吉崎（吉崎1965) によると・般に撚糸文が施文されているとのことであるが，

撚糸庄痕文か絡蠅休を11」1転した撚糸文であるかは，現実的には非常に判断が難しくここでは決定を

保留しておく，ー，［た，馬蹄形圧痕文に関しては， 1然糸原体によると普通説明されている（吉崎1965,

村越1974)。実際とのような例が多い様に思われるが，少なくとも本遺跡の例は，燃糸原体とか縄文

原体を司いて掩文さ）した例でばなく，単1こ原休の、Ieを用いたいと考えるな応，それは組紐原体しか
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ì
＾
 

ゎ

rl”出り
-1} 

八
口

s
 

s鼻

3

翌
さ

-し

L

咬[?

曇
・
ヽ

忍

．

ロ

ピ

<

’

,

C

り

＿

o
9
D
9

ー

戸

r

し
い
＿
な
[
-
[
『
〗

2
5
.亨
3
1
[
4
i

r

3

1

 

J
 

{
．
 

t̀ 

↑J

Jゞ
f
震，

．．
 

へ

、

．

＾

E
ャ

、

ノ

[

(

>99

’̀v. 

・

6

 

／
□

[
U
l
i
r

叩

疇翌
℃

・
亭
.

J

A

乞

2
4
/
m

影

4
 

拓

ー

ベ

J
'

翠
一
ぺ
凸
[
[
二
`
翌
ふ

3
0
l
O
c
〗

を’丘弓’

，
ゞ
戸
‘
へ
t
3
J

出

]・

‘

?

9

こ
一

8

区

ー

5

.

さ
.5
ふ丘

[
い
〗
亨2
a
,
'
:
7

岱
り
、
口
虹

i

↑
羹
一
で
夷

13

紐
23

藍
翌
[
゜

i‘

、



どえられないしか［，施文ざれた1「痕文の節間は狭長で，＇連続して施文されており，しかも圧痕文

の形態よ殆ど同じである。また， 13, 15例の ‘1屯弧形ないし桁円形庄製文の施文原休も馬蹄］杉庄痕文

’'）それと同様であぞと芳えられろので，原因，「、これ応馬蹄形｝E痕文0)原休ふ絡縄休であろうと考え

られるのであ 7ぃ軸は少なくとも U字状に曲ったものでこれに撚糸を巻いたものと考えら孔ようツ

B 類（弟41図l:1~34, I姐1版34B, 35A) 

この仲間：よ， 、文裸構I)しとし＇::之 A乳Jと近し、 iヽ^，のて，いるが， 絡椙休：ここ乃馬蹄形庄痕文ぅ：なくな

り，先の丸い箆・先の細い棒状工具ないしは半戟竹符による爪形文ないしは刺突文がある例で， tl1¥

付文闊二：ま撚糸IE痰文ごかわって，格渇体月り［文の出現率が増ず土りであ：’.）っ肥I’}帯が生），てこり

いこ貼付文が応ること IJ.,Aれlと変り t[＜， ［た，胴部にも同様の 2*単位を主体とした貼付文があ

る。しいし，＇全体に A煩より細くなってし、ン：ぃ 19, 20, 22, 23：ょ， 1：召付文上ぱ，炉糸文ており， 1q

！ごぱ｀小突起があろようであ 7ぃ 14~16, 27, 28, 34ぱ，半伐竹管i:-よる爪形文で，破片内の観察て‘

ば， 口緑部の県付文IH希薄である。 2lJ~31は， 口縁部に横1いこ絡網体庄板文が押月→されているこ

同様左例：文， l塁穴fl肛｝址状遺襟でげ、，第 1号（第12図4, 5, 7)，第 3号（策12図18)，第 4

号（第13図 8) ，ピ／卜では， 第34号 (351又17, 8)，第39号（弟35図18, 19)， 第40号（第35区）

26)，芍54号('窮36図？3) そ［て P--（-）15, 16区（内:-i7国 2~ 5) ［；どで出上していろ。

c 類（惰41図3:'i~37, 壌42図:38~41, I姐］版35A)

この仲間は，爪形文！L[いし、1屯続刺突文がなく，絡纏体庄痕文が名用されるグループである。肥I’」!：

湘を有しこのいこ「厨j文が克，），［巴；惜下こ i横方臼・斜ハド古付文戸あろ

37は， 口唇部を欠柏ずるが，肥厚悶がありをの上［下に，洛縄什による栴円形ないしU字状の11:

痕文がある特混は例である。

同様心例ば，第40号ピ、ゾト（第351:<I23, 27), Pー（一）15, 16区（冶43図 88, 100)，第 4号竪穴住

屑址状遺構 (:J111図 l) なとそ出土してし、 /Jo

地文ば，第 4号堅’尺住居址1た遺構，いら出 1した 1'完形士潜でみると第 1種結節の羽状珊文であ

7 Jo 

D 類（：壮42図42~47，凶版36B)

こり仲間は，小突起二有し低＇、噂巳＇｝惜があ＂て，肥厚得上しその↑こ細＇、ヽ 砧付文ゲ施されてし、ろ

帖付文 I::には撚糸文，その周間には撚糸圧痕文がある。ただし， 44は，肥）＇j.帯上且絡縄什庄痕文で

、-
ダうな）。

同様左例は、．第 4号堅穴｛！居址状逍構 （弟13図 6, 7)，Pー（一）15, 16|人→^ （第37図 9) などて出

土している 3
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E 類（第42|‘i|48~78, ；943431刈79~98, 101~108, 図版35A, B, 36A, B) 

この仲間は， 1，).z片数が非常に多い，特徴は口屈部↑に肥厚僻がある例 (48~50, 62~65, 101~ 

104) とはい例 (5:3, 61, 66) とかあるが， 等しく l~ 3本の貼付文か口唇部伯卜^に横環さ辻てし、

る。 1()2, 104には， こしーに環状I:！！古付文がある,,48, 49は，小突起があって突起部分から懸車状に

太い貼付文が施ざれている＂こり）懸車状貼付文上には，拙力 1h]0)）盾付文が密に施されている 9) 口緑

部文様伽こし）・‘,50, 54~65, 68~7:3, 77~81, 8:3~9:3, 95~970)如く］ミクン状貼付文があり， 二.:

から紐・横方臼：・ l ~ 2木ii1位0)llhit文が施：：：，il，る例が見：本を f・ーフと思｝刈l，る。それ以外に..J9,

66（夕1JO)如く，ボクン状貼付文か中心に「X」'i：状に貼付文がある例もあり， 5:3, 67, 74~76, 82, 

94の如く斜・半弧状にリ1り付文がある場合［ある．〕これらり）！！古付文上には，絡纏休）Ĵ痕文が貼付文．こ

対してil’I角に施x，！し擬糧文風り）愁じか出して t，ヽ1'.いたたし， 49, 84~89は，貼付文l]）絡籠休は19:l

方向しある 50, 54は，貼付文0)J,’,J辺に ti紅 Iii体）［痕文があなう一｝：た， 9（)， 93, 96, l(）3 1よ， !I古付

文l→.Itj沃糸文／こいし乳糸／f成文て， l（）3にはl1J形り）小IJ欠文が）I占付文上およ 0¥9'との間にあり， 90には

ぞ0)|11]りに）L棒状T―！じ・::.よる小lj突文がある。 105, 10811:., ホタン状ないしば状のJ！占付文部分の1政）i

であるうぶタン状）I占付文中央iこは刺だがある。

色，Jりは，今！：でのに較べ全i+:に亦酎色がかってし、 7JQ 

地文は，第ー→｛小糾，i`韮月状纏文が兄い 9)

同様左（夕1jは，賢穴什屈址状、直構ては，；l＇t1号（弟l2|46)，；'..l3 3り（第12図2(）），；'..l34け（第13|＜|

9, 12, n)， ピ／卜て1t、9 り'Dり （第31|<12)，弟 4号（り333|i|4)， 弟 9号（弟33図16)，第13乃

（弟33|ズ|22), ：氾26り（第341‘又111, 12)，第4(）号（弟35|"<125)，弟44号（弟34図21, :3:3, 24, 25)，第

49 り（第:351~32), ::n51号（弟:36IZI:3, 10, 12), Pー ()15, 16区（布 37l::<l 1) 左とて出 I:してし、

る）第 3号ピノトの（夕Ilは，りし形上協てある

F 類（第43|41(）9~112, ；9B44|‘4113~ll5， 図版36A, 37A, B) 

こり）仲間には，肥I'/闊がある例 (111~ 115) と左い（夕l(l(）9, ll(））とがあり， この合i]か1こ訊位、[

いし糾めし｝）砧付文がある）こり）卜.には半弧状と悩方向 0)貼付文がある。ただし，［l,＼付文（よ， LI辱，`，i'.

ト4~5cm位の所しか施ざれてし、左い。貼付文上には，撚糸文のある f夕IJ(l(）9~lll, 113~llり）と

無文0)もり） （112, 114) とがある。 109~111, 115は，貼付文部分は，地文はんく無文部である，J

内血0)，品尼，繊維0)；；；打は如花てはふく，色訓は白っはい感じてある，う

1,iJtぶり）例は，第 2号邸穴什｝呂址状追構（弟12IZ!l7) て l、1れ出 I:していなう

G 類（り344|ill16~125，凶版36B)

こりクル—ーゾば， n屈部に貼付による肥厚悶化）左もり）か1Jjーるか口屈部が輻広く平らで断l川IIークは

三角形てはなく四角形口圧い形見旦［ある＼こり） Iに枠状Tー具て亥lHを施こしている例が多い。 116

~12(）心とはノとの（タ1J―［ある _)119は，絡椰休）J^ 痕文である。こり）卜^には少し扁平な貼付文が施されて
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いろらしい 121も同様0)1]唇部左有すろ例であるが刻目はI［く地文が施されている。 122~124

：文．＇J副広0-）［1打付文誓あって， このいこ棒状工具によろ刻目が克る例で応る。 122は， ll唇部、が少し

残っており， 口唇部直下にも同様のエ具による沈線文と刺突文があるようであろ。 123は，地文は複

節置文て克八こ

125は，突起部分は欠担していろが， ll唇部には特に肥厚帯｝いったものはI［く，林状工印こよ

ろ圧続刺空文がある例てある。器形は少し胴張りし，やや外湾ずる傾向がある。

地文は， 122は斜行縄文， 125は手l状縄文であろ

日様な例は，第 2号竪穴住居址状遺構（第12凶15) て 1点出＋している。

H 類（第44図126~136, 第45図137~158, [;_()版37A, B) 

この仲間：：＼肥17帯が夜)")てこ(')上：こ II古付文かあるか，その下：こぱ地文以外＇）文様かにい（夕 I」であ

ろ勺ただし，小破片の例には肥厚惜下に貼付文がある可伯性があるが，ここて一括して説明する。

126~129ば，組位・＇に＇、ヽ[ i]めの叱続貼付文が墨，．I' そ＇）上とぐの間：言笠糸圧瞑文がある。 132は，

縦｛＼りの貼付文上に絡縄体圧痕文，その間に撚糸圧痕文がある。

130, 131：い統位（．＇）貼付文上と，＇の間，こ洛糎体 IE痕文、かある u 135と137は，鋸歯状貼付文上とそ

の間こ絡縄休庄痕文がある()136は，小空起があり， 貼付文上且撚糸文であろ :,134, 138~141, 

149, 150は，鋸歯状の貼付文があり， こり上こ絡逼体ないし撚糸の庄狼文がある。 148は，鋸歯状

的だ砧付文があって，絡網休を斜めに押庄した刻目があるこ

142~146は，結孤風の貼付文があり， この上に格縄休／じ痕文がある。］こだし， これらは146例を

除し、て，肥匝帯ぱ左し、。 142,144に！よ，小突包う噂らス：従．って， こ）しらのゲル一―9'：文， E類の仲闊が

もし，｝しなし ‘(9

117：文，肥喋帯＿1ー：：こ環状り繰り四しの貼什文が主り， この上：こ砂糸丁疫文がJ'J，応 151~153は，

結縄凧ないし環状0)繰り返しの貼付文があり， こ0)中央に刺突がある例である。 156, 157は，低い

箋仇横方1月にい［は惰円形の貼付文上に洛還件下痕文がある, 158は，特異，9:因で枠状工具によ

ろ刻 Ilがある 0 154, 155は，共に肥厚帯いこ，棒状工具，指頭による刺突文がある。．I(お155には，

この―いこ小：へ iに刺空aパある［、うでしおる。他］9）説明なしfょかっ fこl]りは風化してギ1J然としi［い。

地文には，壌 2柾拮節のある斜行縄文，第一種糾節のある羽状揮文な｝乃；あろ，

同様は例に，竪穴庄居址状遺構ては，第 3号（吊12図19, 23)，第 4り（第131ズ111)，第 5号（第

13図19, 20)， ピットでは，窄 1,―り（第311/,]1)，磨 9号（第33「<112~14), 第13号（第13図 3, 第

33図20, 21)，第22号（第331月4), 溶26号（第33[;;16 ~ 8)，第51号（第31図 1, 2, 9)，第54号

（第36図22), P-□15, 16区（第37図 11-18) ;,:とで出七している s 二の内，第 1号，第13号ピ

ットの例は，完形ないし半完形士器である。

1 類（沼45図159~163, 図版37B)

こ ,•1) 仲闊鱈，肥厚沿があって，その直↑にA類と同様 0)絡縄休による半弧状0)rE痕文が横環ずる
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例である。肥厚帯卜とそのドは地文のみである。

J 類（第45図164~166, 第46図167~196, [;z)版37B, 38A) 

この仲間は，肥厚幣と小突起があるが）肥厚帯上にも，そり下に｛）地文以外の文様がなし、例で克ろ。

174には，小突起卜にボクン状貼付文がある。 167は，二．角形の突起がある。 165は，弁状突起の

破片であろ 164, 166しま，て角形0)突起とそのート：ご V字状の貼付文が充る G 164のV庁状の貼付文

上は棒状工具による刻目がある。

19]~196は，肥J旱帯が芯し、があ・っても低し、ものごある。

179, 182は，突起部分の破片である。

180, 181は，突起及び肥手部分い破片ご， 180は，円形の貼付文があ'), C~J類のどれかに属

する llf能性もある。

地文（ま，席 1種糾節羽状品文である。

同様な例は，竪穴住居址状遺構からは，席 1号（第12凶 2, 3)，第 3号（第12図24, 25)， ピ J

トてぶ， 第 2号（第33図 3)， 第21号（第33図 26)， 第34号 （第31図4, 第35図 6, 16)， 第43号

（第35図23, 24)， 第51, 52号（第36図4~ 7), p ー(—)15, 16区 （第32［又17, 第37図21~25) 、i'こど

で出上している。なお，第31図4, 第32図7は完形土器てある。

k 類（第11図4' 第46図197~199，第47図口00~233，凶版30, 38B, 39A) 

こし／）グ）レープしま， 北線文ぅ；文様0)主体を占めて＇：るらしりであろ。

197~202には，縦位ないし斜めの貼付文があり， この Lに先の尖ったエ具による刻目などがあ

＇）， 口唇部か浅っている例ごある" 197, 199, 201しり資料で（ま，低い肥厚情があってこのヒにも斜め

の刻日がある 0沈線文は，横および斜めに施され木築状ないしは 1・x」字状にアレンジされている。

第11図4, 199, 203~208ぱ，貼付文：之 i上よく， 口唇部かやや厚くなって肥厚術的なものがある。

この上に斜めの刻目があり， この卜部に横走ないし木葉状の沈線文が施されてし、ろこなお，第11図

4と公07, 208は，柘」一個体と推定される。弟11図4は， J載伺木痕から出上した」：器で 1/4程の口縁

破片である。推定口径は17cm程で，器厚は 8mm程である r，小突起を有し，不明瞭な肥I]帯部があ

り， この上に斜めの刻文（沈線文）がある（」口縁部には，幅 1.5mm程の狭い 2本単位の沈線文が

半弧状に上↑逆に施されていろ。地文ぱ，風化していて：iっぎりしばいか，羽状遁文てあるうか。

内面は，研脱され光沢をもっている。胎土には繊維を含庄ず色調は黄褐色である。

207, 209~214なとの例は，肥厚悶がばし、いあっても低）、， この上に了く」の下状ないしは斜め，

縦の沈線文がある例である u 212, 214は，小突起が観察される c この下にぱ，横1じないし少しカ--

ブのある沈線文がある。

215~219は， 口唇部下に低い肥胆閤的なしのが克って， ここ；こ横走する内線文9施された例ズあ

る。 217には小突起があるようである。このドには，沈線文は観察されない。

他 0)例は，十べて口唇部左欠損する。 220, 221に：ま，ボタン状砧付文がある。｛尤線文はおおむね
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1.5~2mm程の揺で，横および斜め，半弧状に施され「XJ字状ないし木葉状のモチーフである。

このグループの地文は，ずべて単節の斜行縄文である。

同様な例は，竪穴住居址状遺構では，第 1号（第12図 1)，第 2号（第12図16)， ビットでは，第

34号（第31図5, 6，第35図 13~15)，第51, 52号（第36図 15~19)などで出土している。第34号

ピットの第31図の例ぱ，完形土器である。

第 I群（席48図234~259, 第49図260~281, 図版39B, 40A) 

この群ば，文様構成上ては，幾つかに細分は可能であるが，全体の破片数が僅少なので一括して

取り扱う。

最大の特徴は，半戟竹管を多用していることである。

234~240, 242は，口唇部を有する破片で， 肥厚帯と小突起がある。この肥厚帯上には，縄文原体

とか絡縄体による圧痕文ないしば半歓竹管il：：：よる内面突引文および丸棒状工具による刺突文などが

施されている。 234~237例においては，突起下に「V」字状ないしボクソ状の貼付文がある。 234,

238, 239例は，肥厚帯下には，半戟竹管による連続内面突引文の施された貼付文と貼付文上を半戟

竹管で内面を引いたものなどが施されている。

241~245:i, これら肥厚帯下に貼付文のある例であろ 0 246, 247も，肥厚帯と小突起があるが，

肥厚帯下には，地文以外の文様はないようである。肥厚帯上には，半戟竹管の内，外面を肥厚帯に

対して直角に連続押圧した文様などがある。

248, 249, 251ぱ，上逮例に較べ焼成ばあまりよくなく白っぼい色澗をした例で， 248, 249の文

様構成は，前述のものと同様であるが肥叩借が少し低いようである。

251は，小突起はあるが肥厚帯はなく，少し平べったい貼付文が， 突起部分と口唇部直下に横走

ないし斜めにある。また，縦位の同様の貼付文が突起下にあるが，他の部位は地文のみである。貼

付文上は内面突引文であろ。

250, 252~255は，肥厚帯があって， その下に半歓竹管の内面を引いた横走沈線文がある例であ

る。 253, 256, 257は，肥厚帯下に少し輻広の貼付文を施こし，ここに半戟竹管を貼付帯に対して

直交させて連続押圧している。この内， 256, 257例ではこれらの肥厚帯および貼付帯下に文様は観

察されない 258, 259も，阿様の例であるが， 口唇部を欠損している。

260~279は， 口唇部を欠損するが， 口緑部の破片である。

262, 263は，縦位の貼付文と横走する干、戟竹管による沈線文がある例である。貼付文上ないしは

その横に干妓竹管i：：：よる内面刺突文ないしば突引文があろ。 264~267もl百j様の例であるが貼付文ぱ

低い。 268~273は，横走ずる半歓竹管による沈線文のみが観察される例である。 274は，縦および

横の貼付文と横走する 2本単位の竹管の外面による沈線文がある例である。

275, 276は，貼付文と沈線文があって， これらの両側に，半戟竹管の沌続剌突文がある。

277~279ぱ，いずれも小破片である•う;,貼付文の一側緑に丸捺状工具（こよる刺突文が，連続して

ある例である。
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なお， 280は，肥屏帯があってこの上に半戟竹管0)内面突引文がある例である。

叉， 281は，特異な例で口唇部は平らで， 幅広く中央部は溝状にへこんでいる。口唇部の下には

半戟竹管による内面刺突文がある。

同様な例1ま，第 6号堅穴住居址状遺構（第11図3)から完形土器， ピットては，第 2号（第33図

1)，席26号（第34図9, 10, 14~17), 第34号（第35図9, 10)，第37号（第35図2)，第51, 52号

（弟36図8, 14), Pー（一）15, 16区（第37図26, 27) など出士している。

第 1ll群（第49図282~286, 図版39A)

このグループは， 肥厚帯は姿を消し棚文々々が出現するものである。更に，沈線文のある仲間

(282~285) とないもの (286) とに分けられる。

北線文のあるグループ1ま， 282, 283 Iこおいては， 口唇部は平らで， ここに指頭1こよる押f-l口があ

る。沈線文は横走するものとヘアピソ状にU ク—ーンして，横ないし斜めに施されている。地文は，

282~286例共単節の斜行縄文である。

焼成ぱ悪く，茶色を呈し胎土には多くの砂と若干の繊維を含んでいろ。

第N群（第49図287~289, 第50図290~300, 図版40B)

この群は，肥厚帯と小突起を有し，肥厚帯上には平らな箆による連続刺突文が 1~2段あり， こ

の忙l下に円形刺空文が巡ろものである。ただし288, 2951之，貼厚帯上の連続剌突文ぱ，半歓竹管で

あろ。 289心肥厚帯上は平箆を引いた幅広の沈線文である。第 1群の肥厚帯と著しく異なるのは

口唇部が平らである点で， 287, 290, 293例には口唇部にも平悦による連続突り1文がある。

肥厚帯下には，輻広の貼付文が縦と横方向に施され， この上にも平らな箆ないしは半載竹管によ

ろ連続刺突文と円形刺突文がある。

地文には，第一種結節羽状縄文 (289)， 第二種結節羽状縄文 (287)， 同斜行椰文 (288)などが

あり， 287, 289, 299には内面にも罷文がある。

胎士には，若干繊維を含む。

同様な例1ま，竪穴住居址状遺構から数多く出上している。第 1号（第12図8~12)， 第 3号（第

12図28~30, 第13図 1~4)， 第 4号（第11図 2，第13図14~17) などであり， ピットでは，第21

号（弔33図 27)，第34号（第35図 11, 12), Pー (--)15, 16区 (37図 28~32) などで出土した。

第 V群（第50図301, 302, 図版40B)

2)｝だけであるが，器が厚く輻広の貼付文が観察できる。胎卜には，嶽維を含まず白っぽい色諜

である。

第 4号竪穴住居址状遺構から出土した第10図0)｝灯料もこの仲間の可能性が高い。
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第VI群（第50図303~306, 図版40B)

このグループは，肥厚帯はなく，口唇部下に撚糸庄痕文が幾段か施される例であろ。 303は，口

唇蔀が残っており， 口唇部にしま棒状」」具具による刺突がある。器形はやや外湾する。 306は，特異な

例で，浅く狭い沈線が横屯している。

焼成はよいが，色潤ば灰褐色で白っぽく，胎士には繊維などしま含まない。

第＼11群（第50図308~:ug)

底部片のみを一括して説明する。

308ぱ，軽い張り出しがあり，胴部はややふくらんでいろ。地文ぱ，羽状縄文であろ。 309は，地

文が複節蠅文で，張り出しはなく，地文が底にまでついている。 310は， 張り出しがかなり強い例

である， 312,313'.i, 張り出しはあ主り顕著ではない。 314~318ttやや軽い張り出しがある。いず

れも底近くは無文部である。 319は，特異な例で底から胴部にかけては， やや大彦く開いている。

土製円盤（第5(）図307，図版40B)

直径 7.5cm, 原さ 8.5mm程の土製の円盤である。胎土には，多景の裁維を含み， 色調ぱ白っぽ

い。軍量は，現存部分で23.5gであり，本来47g程であったかと思われる。

以上， 7群に分けて説叫した土器について簡単に考察を加えてみたいと思う。

まず，第 l群としたものは，非常に数多くの種類を含むが，すべて「円筒土器上層式」の系列を

引くものと考えられる。

この「円筒土器」は，長い研究史をもっているわりに，その編年的研究は誠に遅れている。穀近

の研究では，江坂輝弥の青森県西津軽郡石神遺跡の資料を中心とした編年（江坂編1970) とそれを

受けついだ，村越澤の編年（村越1974) などがあり，北海道内でぱ，高橋正勝が縄文時代中期の土

器群を論じた中で，この問題について詳しく触れている（高橋1972a,b)。しかし，いずれも地域

的にt，賓料的：こし数多くの傭を比軟検討した訳ではなく，単に道南地域の資料を中心に型式学的

に配列したもので，層位的な裏付けとか地域的な差違については示これていない。しかも，道内の

縄文時代中期の土器について体系的に述べた高橋の論考は，具体的な狩料を一切明示しておらず，

同じテープルに立って高橋の考えが正論かどうかを検討するすべがない。

ここでは，これらの編年を検討し，新たなテープルを提示するいとまがないので，先学の型式把

握と編年を踏襲し，単に位置を示すだけに留めて置く。

第 l群は， A~K頬の11種類に細分されたが， A類ぱ，絡縄体による馬締形圧痕文および太い隆

起帯（姑付文）の存在，そして撚糸圧痕文の多用という点から， 「サイペ沢V式」ないしは「円筒

上層 b式」に比定ざれよう。 B類は，絡縄体以外のエ具による爪形文と細い！甘付文の存在から，村

越編年の「上層C式」に相当しよう。
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C~F, H類は，馬締形圧痕文ないしは爪形文が消失し，貼付文のみにfこった例で，高橋のいう

所謂「サイベ沢VI式lに相当する。村越編年に従えば， E類は「上層 d式第 1類Iに， F類は，貼

付文上に文様がないことから「 d式第 2類Iに， H煩は，胴部に貼付はないが，肥厚帯上に顕著な

貼付文が残ることから「 d式」に相当する可能什が強い。 C, D類は， その{、9/1代が明確ではない

が，村越編年り）「C式」に文様要素の上で一番近いと思われる。

G, I, J, K類は，貼付文の添加が極く限られに所こなり， 沈線文が出規するもので， 所謂

「サイベ沢＼l:;.＼l,，；いしは「見晴町式」とし、われる範疇：こ入るかと思われるたこれらは，村越編年

の「 e式」そして「最花式」（江坂編197(）)に相当しょう c

ところで，第34号ピットから出上した 3個体の土器は， P-1, 2はK類に， P-3は，肥厚帯

下に連続刺究文があるが J類に近いと考えられる。 この内k類の 2例は， 「サイベ沢Vl!式」ないし

は「見晴町式Iに相当する。また，第54号ピットおよび周辺から出土した 7個体の上器（第32図）

は， 1, 3, 4, 6はH類， 2, 5は肥罪常 1ヽ に円形文ないし半歓竹管による述続刺突文がある

が， H類に近い位置を与えられる。 7は， J tいである。 この 7点は，肥厚帯卜には， 5例を除いて

貼付文ぱ左いが， ←-+J-イベ沢Vl!式」 iこ近い閂問J) ～・種のセットてある可能件がある。

第 I群は，干戟竹管を多用したものて，高橋こより「天神山式」，「押束 B式Iと仮称されるらの

である。

第 III群は，縄文々々と，沈線文がある例で，「手稲砂山式」と仮称されるクループである。札幌市

手稲前田砂山（石川1967)，恵庭市下島松北第 3遺跡（大場・石川1966)，伊逹郡伊逹町若生貝塚c

型（名取・峰山1957)，函館市西桔梗 E1遺跡土濃（干代編1974)なども 1nj様の例かと思われる。

第N群ば， トコロ第 6類である。

第V群は，小破片のため判然としないか，伊庄ILL式かと思われるっ；Jこオら第 4号竪穴住居址状遺構

から出上しに第10図の資料は， 口唇部を欠叫ずるが，器形・貼付文の形;_;［こ‘その上に地文と円形

刺突文の施されていることなどから，般も近いグループは「伊逹山式」かピぢ之られるっただし，

鋸歯状に貼付文が配される例は初見である。

第VI町は，函館巾紅葉山西股遺跡で出上した 1ノダップ Il式」（松卜はか 1974) に最も近いよう

である。

以上，見てぎにようこ，本遺跡からは，サイベ沢V,VI, Vil式，天神山式，手稲砂山式， トコロ

第 6類，伊屯山式， ノダ y フO Il式などが出上しているが， 主休を占める 0)は， 「円箇土器上層式」

の系列を'jIくも ，j）であるっとりわ汗，サイベ沢＼1~＼阻式が多い。たた断っておかねばならないこと

ぱ「サイベ沢Vl}し」といわれるものの士（小そのものが，その標式遺砂ごあるサイベ沢遺跡（児王・

大場・式内1958) でも明確に捉えられていないため， このVI式の中にサイベ囚 V式とサイベ沢Vl!式

の問に文様変逍史的に位置する，地域(lり・文様的に異なる数多くの種類0)|'l筒土器上層式の系列を

引く土器訂を一捉して取り扱わざるをえない状況である。今後，それらは細分され，地域差が考附

され新たな型式名が冠されねばならないであろう。 （上野 秀一）
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第 2節石 器（第51~66図，図版41A~47B)

木遺闘がら（ま，的250点の石器が出土していろ 石器の器種としては，石鏃，石錐，石鈷，各種

のナイフ状石器，掻器，各種の削器，両面体石器，扁平石核，各種の象lj片，各種の石斧，石鋸，砥

石，擦石，有溝石制品，敲石，礫器などがらなっている。これらの石器群1ま，サ fべ沢＼l~ Vil式，

天神山式， トコロ第 6類に伴なうものであるが， これら四者の土器群は，前節で述べた通り，ほぼ

同時期ー一縄文中期中葉ー一4,000年B.P．前後の年代を与えることができるへ特に，遺構内出土

土器お→t-／発掘区出土土器の中で主体を占めるのはサイベ沢VI~Vil式である。従って，これらの石

器群の名くは，サイベ沢VI~VIl式に伴なったものと考えることもできよう。

分類：1, 形態型式肴を基準にしている 石質は，特｛こ断らないが，詳細ぱ第1(）表を参照して頂き

たい。

1 石 鏃（第51[Xll ~49，図股41A)

出土した石鏃ばすべて有茎である。これらは，茎部および逆刺の作出の程度，尖頭蔀の形態，

全長およ＇し 91重量：こ：って，幾／うか｛こ細分(i可能てあろが，基本的こ，形態としてぱ同一の夕 fプと

いうことができる。

全長は， 32の25mmを最小として最大ぱ 1の44mmであろが， 1, 3 ~ 6, 15, 35~37例の 4cm

以上の大形例を除いて，あとはずべて 25~35mmの範囲で，かなりまとまりがある。重量は， 24の

o. 6gを最小とし，最大は 3の2.6gである。重量のヒストグラフをとると 3つのピークがある。

0.6~1.3g, 1.5~2.1g, 2.3~2.6gの二つである。ただ，形態上では，これら三つのグループの

間に特に顕箸な差を認めることができない。尖頭部の長さ (a) と最大幅 (b) の比 (a/b) の値

ぱ， o.8~1. 4の問に約65％収主ってしまう 0 ただ， 30~32例110.5~0. 7の値を示し，横幅が広く，

1, 10, 13, 39例は， 1.5~1. 6の値を示し，幅の割りに比較的尖頭部が長い。 4, 5, 15例ぱ，

1.8~2.5の値を示し，極端に長い例である。石質は，殆んど黒櫂石で， 3のみ泥岩である。

これらの形態とか煩向1文，遺構内出土の石鏃ても同様である。

個別に況明すると以下の如くである。 11i, a面に横方向の短かい擦痕がある。 2は，先端部を

欠損し， 1)面こ一次刻離面が輻広く残っている。 3ば両面に素材面が残っている。 4~6は，先

品と甚部の→部を欠肌する。 7は， b面に一次剥離面があり， ここに横方向 0)短かい擦痕がある。

8は， a血に原石面が一部残っ Cいる。 9は， b面に縦・横の短かい擦痕があり，両面に素材面が

茂る。 10、t，尖頭部尤端が全体：噂しく磨耗し，赤色の付着物がある。 11は，先端が少し欠損し，

a面に素材血が少し残る。 12は， b面に一次剣離面が残り，素材が縦長剣片であったことが判る。 13

は，尖頭部う口五角形に＇こるように加工されている。 14:i, a面に原石面が少しある。 15ぱ， b面の

一部に一次剣離面が残っており，素材は縦長糸lj片である。 16は，先端が尖ちず平坦で， b面に一次

判離面が度り，素材は縦長倒片であろ。 171主，両面：こ素材面が残っている。 18ぱ， b面に一次条lj離
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而がある。 19げ，茎部を一［偲欠捐し，尖頭部の a面右に即著な擦疸が危ろ勺 21ば， 1)面：こ一次象lj離

面が残っている。 22は，逆刺の一部を欠損し， b面に一次泰り離面が輻広く残っていろ， 23ば，先

端，逆刺の一部を欠損し，加工は粗雑であ乙 24は， a面に原石面があり， b面に一次象り館面が輻

広く残っていて，素材は縦長剣｝十であったことが1'.Ilる。 25ば，店部を欠捐し，加工ほ粗雑であ 7）CH月

恥な逆刺の作出はない。 27は，茎部を欠捐し，尖頭部先端ぱ尖らず，この 1)面先端に縦方向の擦肛

がある。 28は，先端と茎部を欠捐し， 27と同様逆刺を明胎には作出していない。 29ば，茅部を欠旧

し，逆刺は，やはり強くはない。 30, 31は，両面に表材面が残り，尖頭部は正三角形に近い。 30

は，先端は尖らない。 31ぱ，少し焼けている。 32も， 30と同様の形態を足する小形例である。 33は，

9と同様の形態と思われる。 34は，茎部が短かく，尖頭部が j1三角形に近い形態を呈ずる例であ

る。 35~37は，尖頭部の破）tであるが形態としては， 1~6と同様かと思われる。 38ぱ，両面に幅

広く素材面が残り，削器の砥片である可能性もある。 39は， a面に原石面を残し，加工は全休に粗

雑である。 40は，茎部の破片かと思われるが，長く全体形を 1,,jいえない。 41は，先端を一部欠担

し，加工は租雑で，非対称形である。磨耗部分はないが石錐の可虎性もある。 42は，加工は a面側

緑のみで，刃部加工は背が孤く，削器である可能性もある。 43は，両面に素材面が残り，背はあ古

り高く、にいが，ほぼ全靡こ細かい刃こばれがある。 44は，未成品かと思われる。 45~48は，茎部砒

片かと思われる。 451之，焼げており，素材面が幅広く残る。 49は，先端部蔽片てある。

以上逮べた通り，石銑の数材I]・，縦長の剥片が名＜，調屹（加工）は，両面加工～半両面加工て

あろ。これらの石鋭を札幌市白石神社にわ汗る分類（し野1973) iこあてはめると， 1 ~26(!第 1-

1頂， 27~29は第 1- 3類， 30~34は第 1-2類に比定でぎる。

2 石 錐（第51図51~56, 図版41A, B) 

51ば非対称形で，加工ば粗雑で度ろが，失頭部（下端）のニソジが少し）f彗耗している。 52は，

a面に原石面があり， b面に一次剣離が残ろ。 b面の生頭剖の加工ば入含で， a面右ニッジには扉

著な刃こぼれがある。 53も， a面に原石面が残り，尖頭蔀エッジは著しく磨耗していろ。， 52, 53 

は，石質は，各々硬質頁岩と｛佳岩で虎る。 54は，某部な欠捐すろが，尖頭蔀ば全面磨耗している。

55は，頁岩彼の縦長刻片を素材にして，尖頭部両面を入念に加工している。尖頭習丘~ッジは席剌し

ている。 56は，部厚い断面三角形の棒状のものを素材にし，二そ面の側緑を凋船していろが，特に尖

頭部の加工は入念である。尖頭部は全面磨耗している。

3 石話（先）（第52凶57~70，区］版41B) 

57ぱ，断面形が，カマボコ型を星し， b面に一次剣離而が残る。全体に苫しぐ焼げていろ。 58~

62は，両面加工の例である。 63は，両面に素材面が残り，縦長条lj片を莉用していろことが判ろ。 64

は，尖頭部破／ヤ， 65~68は，茅部破片かと思われろ。ただ， 69, 70ほ甚底が丸く， 67, 68ぱ，素け

面が幅広く残り，加工は粗雑である。

これらは，全長は，最小が63の46mmで，最大は 58の75mmであろ c 尖頭部の長さ (a',と最大幅
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(b)との比 (a/b)は， o.6~1. 4の間に収まり，特に1.0の所に集中し，正三角形に近い形態を呈する

例が多いと判断される。茎部は幅広である。、重贔は， 63の6.1 gを最小とし，最大は57の31.1 gて

ある。 8.8~13. 7 gの所に集中する。

4 ナイ 7状石器（席52図71~80, 第53図81~93, 図版41B, 42A) 

ナイフ状石器としたしのは，形態，加工方法，—ー）まみの有無で 3 吼式に分煩可虚である。

なお，ここでいう第 1型式とは，白石神社遺跡の報告（前掲）の第 5-2類に相当し，第 Il型式

は，同様に第 5-2類に相当する。第皿型式は，該当する例はない。

第 1型式 （第52図71~80,第53図81~85)

加工は種々あるが，両側にノッチを入れつまみを作出しているもので，いわゆる「石匙」といわ

れる仲間である。全例縦形である。

71, 72, 85は，両面加工で，つまみのある例である。 71は， a面に素材面が残り，素材が縦長の

大形剥片であったことが判る。 72は，つまみ部分は幅広い。 85は，小形でつまみの作出は顕著では

ない。

73~84は，側縁調整ないし半片面調整の例である。素材は全冽縦長条lj片を利川している。ただ

し， 78, 81は，素材は少し幅広てある。 73は， b血の加工はすべて新しいもので，刃部は平坦で，

鋭利である。 74は，刃部は比較的背が高く，尖頭部を作出し，カープ (convex) している。 75は，

縦形石匙の先端（尖頭部）破片かと思われる。刃部は平坦である。 76は，比較的背の高い刃部を有

し，尖頭部がある。 77は，背の勧い刃邪があり，カーブしている。 78は， b面にも少し加工があ

り，比較的背の高い刃部がある。 80は，尖頭部を打し，比較的背の砂い刃部かある。 80ほ，片血調

整で，刃部は背が高い。 81は，幅広の縦長剃片を素材にし， a面には原石面がある。強度に焼けて

しる。 82~84は，先端部を欠損すろ。 82は，力II工は半片面加工である。刃部は背が高い。 83は，加

工こ入含な側縁調整で克る。刃詞ま背が高い。 84は，比較的背が高い。

第 I型式 （第53図86~90)

両面・半両面・片面加工で，扁平で，つまみはたい例であろ。対称形のもり）と翡対称形のものが

ある。

86は，柄部を作出しているが，柄部先端は欠損する。ほぼ対称形の両面加工の石器てある。 87

は，非対称形の両面加工の例で，尖頭部を作出し，基部は一部欠損する。 88は，対称形のきれいな

両面加___[である。石愴のような形態を呈するが，尖頭部の作出は明股ではなく全イいこ乎坦であ芯 c

ナイフと考えられる。 89は，半片面加工の非対称形の石器である。比較的平坦な刃部を有する。

90は，半両面加工で，非対称形である。 b面の加工は，バルブ部分の高まりを除去するためであろ

うが。 89, 90は，柄を作出する傾向を認めることができる。
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第圃型式 （第53図91~93)

側縁加工で，平面形が三角形1こ近く，尖頚部を作出している伽である。

91ほ，尖頭部の破片の]:で, b面には加工＇ま認められない。 92,ま，打面は幅広く， b面にもバル

ブの高まりを除去するための加工がある。 b面左側縁にも加工があろ,93ば，ー音砂；損するが， b 

面左側縁にも加工がある。

5掻 器 (endscraper)（第53図94~101，第54図102~111，第66図246,［引1版42A,B) 

掻怒には，大彦＜樅形の例と矩形の例とがあろ 後者：こは．全側縁こ加工があって，円形掻器と

思われるものもある。

94は，入念な片面凋整で，裏面に磨耗した部分がある。刃部はかなり背が高い。 95, 96は，刃郭

のみ加工したもので， a面には幅広く原石面が残る。刃部は背が高い。 95には， b面に全面方向不

定の1察痕があり， 961こは， b面に長軸方向主体の擦痕がある,-,97は，両側にノッチを入れ，つまみ

快の｛）のな作出し，廃サてい〉囚刃蔀は非常：こ背ヵ：高い。 98ぱ，、自両面加工で， b面旭部にも入念

な加工を施こし，基沌を細く｛I：上げていろ。 99ぱ，簿い組長判片を素廿1こし，ほぼ全側縁こ二次加

工があり，刃部は，比較的背が高い。 100は，刃部のみ加工を施こしたもので， a面にほ輻広い原

石面が残る。 b面には不定方向の1察痕があり，パテナは比較的発達している。

101~106は，矩形剥片を素材にした例である。 101は，薄Fの糸1j片の一端に加工を施こしている。

102は，剥片の側縁に平印な加工を施こした例で， a面；こ原石面が残り，バルブの高まりを除去し

ていろ。 103も，一端が短かいバ，比較的背の高い加工を施こしている。両側縁にも加工がある。

102, 103(l） b面には，不規則な短かいキズ跡があろ。 104, 105ほ円形朋菩と思われろもので，全周

ないし半周に背の高い加工がある。共に， b面に不規！！りな寸ズ跡がある。 106は，少し浮手の名lj片

の一端に背の高い刃部を作っている。 b面には，全面不規則なキズ跡がある。

107ふ柄部が欠損しているが， 103と同様， a面右は尖眼部を作出し，左側はカーブしている。

a面に原石面が少し残り，背り）高い刃部ぅり全周こあろ。 b面iこ，斜め方向の擦痕が説察される。

108は，全周に浅い二次加工があり， a面に原石面が残っていろ。 b圃！こしま，不定方向の 3ーズ跡が

全面にあり，欠損している。 109は，幅広の知形剥片を素材にし，一次倒即面の方に短く，背の高

い加工を入れている。 110しま，縦長刻片の一次剣即面側の一端に比較的背の高い刃部加工をしてい

る。 a面に横方向の1良い擦痕， b面に，縦・横方向の控痕がある。 111は，部厚い矧形剣片のー＾側

岨こ長い刃郭を作出し， a面に一郎原石面が残るが，「片iill加工に近い。 b面に斜めの擦痕があ

ろ。削器の可能性もある第65国246：ま，走形剥片の一温に二次IJII工を厖こした例で， brr1iニッジ

ば刃部郊分か rっ両サイド！；口かけて坑しく杓耗している b面：こは，不定方侃の『以痕かある Q

6削 器 (sidescraper) （第54[::<1112~127，第55図128~150，打?;561::<1165~166,

図股42B, 43A, B) 

削堺と［たものほ，以上で説明 Lなかった判片の側緑に二次加工を施こした伺をずべて包括し
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た。従って，数多くの種類を含むが，素材を基準に大きく二つに分げることも可能である。一つけ，

縦長剣片を素材とした例であり，一つは横長ないし矩形の剣片を泰材にした例であろ。

112~133は，縦長剣片を素材にした例である。 112~114ほ， a面の両側縁に二次加工か施こした

例で，ー側縁の二次加工は背が高く，もう一側縁のは平坦な加工をしている。 114り） b面に1ま，浅

い縦長の長い控痕が観察される。 a面に｛；少し長軸方向の擦痕がある。 115, 116ぱ，幅広の打面を

有する。幅広の綻長鉗J片を素村にし， 115ば両側緑に比較的背の高い二次加工がある 1161ま片側緑

に長く平坦な二次加工力げらり， b面に横方向を主休とした不規則なキズ跡がある。 117は，少し蝠

広り）縦長泰IJ片り） a面右に平坦で長い加［を施こし，左に短かい加工がある。 118は，両側縁に浅い

加工があるう 119ほ，少し幅広り）縦長糸lj片の a面左側縁に不規則；は二次加工がある。 120は， a面

に原石面が残り， a面右に不規則な二次加工がある。 121は， a面全面に原石面が残り， a面左エ

y ジに散発的な二次加工があり，左ニゾジにも使几］痕と思われる不規則な剥離がある。 b面バルプ

付近には，全面横方向に不規則なキズ跡がある。 122は， a面に原石面が残り，二次加工は， a面

下部に尖頭部を作出する如く，凋整している。 b面にに，不規則なキズ跡がある。 a面右は，折り

取られているのであろうか。 123は，上半分は欠拍しているが， 122に似た尖頭剖状の加工がある。

a面に原石面が残り， b面に斜め方向の掠痕がある。 124は，両側縁に短かい二次加工がある。

125も，バ Jしブ部分を欠損するが，両側縁に短かい二次加＿T-がある。 b面に縦方向の擦痕が少しあ

る。 126は，バルブ部分を欠損ずるが， b r(Il左に二次加工がある。少し焼けている。 127げ，少し幅

広の縦J召剥片を素材にし， a伯l右に短かい了次加工がある。 128且，ベルブ部分左欠損するが，両

側紐に二次加工を施こし，末端を尖頭部状に加工していろ。 129げ， a面に原石面が残り， I丘に不

規則な二次加工がある。 130は， a面下部に原石面が虎り，両側緑：こ不規HIJな―二次加工がある） 131

は， a面に幅広く原石面が残り，両側縁に不規則な二次加工が麦之)C b面右に｛）大ヤし、二次加下

ガ℃あろ。下祁を欠損する。 132ば， a面に原石面が残り，両側禄に不規則；応二次加工があるっバルフ・

郭分ぱ欠損ナろ。 b面は浅い長軸方向の擦痕がある。 133ぱ， a面｛こ原石面が残り， a面左， b面右

に不規則な二次加工があろ a 縦・横に浅い将痕が出る。

134~150ば，横長ないし矩形条lj片を素材1こした例である。 134は，輻広り）剃片在素材にし，両溢

ガ砂こ損している。縦長倒片グ）可能性もある。 a面左に二次加工がある。 135は，知形鉗片を素材に

L, a面左に乎坦で不規凱，は二次加工ヵ：ある。 136~139は，輻広の縦長ないし矩形剥片左素材にし

にもので，いずれも破片である。 136は， a面）ビエ・ソシ＼、こ不規則な二次加工がある。 137は， a面右

エッジに二次加tがあり， J丘に原石面がある。 138は， a 1/ii左 -L ッジに不規則な二次加工があり，

ヒに原石面がある。 137, 138例共，打面は幅広である。 139は，厨い素材を利用し， a UU左 -L ッジ

に不規削なこ次加工がある。 140は，横長的な糸lj片(/)a面！［に平坦な二次加工がある。バルプは除

去している。 141は， a面に幅広く原石面が残り，幅広の部厚い知形象I]片を梨材にし， a面右下に

二次加工がある。バルプは除去じている。 142は，扁平石核l悶仔象lj片を刹用したものて， J、/チのお

る削菩の可能性も支ろ。 143, 144, 1471ま，横長象lj片左素廿1こしている。 145, 146, 148 ~ 15(）は，

幅広乃倒片ゲ利用したもので，ずへて岐片で記る。 143：之，長棘の一側縁 (a面下部）に乎坦て長
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い二次加工がある。 a面は加工部分を除いて原石面である。 144は， a面の長軸の一側緑に不規則

な二次加工がある。 a面の長軸の一側縁に不規則な二次加工がある。 b面右側緑にも知かい加工が

ある。 145は，下半分が欠捐し， a面左に二次加工があるc 146も，下半分が欠損し， a面左に散発

的な二次加工があり， b面右にも不規則にある。 147は，両面体石器ないしは扁平石核の関係剣片

で， a面右に短かい二次加工，左に散発的な二次加工がある c 148は，幅広の倒片の破片で， a面

下部に短かい二次加工がある。 b面に斜めの擦痕がある。 149は，上部バルプ部分は欠損し， a面

左エッジに不規則な二次加工がある。 150は，下部を欠担し， a面左に加工があろ。 b面に不規則

な擦痕ヵ：ある。

第55図164は，矩形剥片を素材にし， a面全周に二次加工がある。バルブ部分に短かいキズ跡が

ある。 165は，バルプ側を欠損するが，柄部を作出ナるが如く，両面に平坦な加工がある。 166も，

バルプ側を欠損し， a面両側縁に背の高い二次加工を施こし，柄状にしている。 a面には原石面に

近い所がある。

7 両面体石器（第56図151~163, 第66図247, 図版43B)

両面ないし半両面が調整され，形態1月楕円形ないし洋梨形を呈している。性格ぱ，つかみかねる

例が多いが，両面加工の石器の未成品の可能性もある。

151は，半両面加工で，上端は欠損すろ。階段状剖離で，両面に素材面が残るう 152, 153ぱ，両

面に原石面が残り，（海い扁平な原石を用いたことが判る。共に，半両面加工である。 153には， a面

左上に長く平坦な二次加工があり， b面には，不規則なキズ跡がある。 154は，半両面加工で， a 

面に原石面が幅広く残る。 155ぱ，両面加工で原石面がやはり残っている。 153~155は，石鈷なと

の尖頭器の未成品かもしれない。 156, 157は，両面加工で，共に上部を欠損する。 158~160は，共

に半両面加工で，欠損部分がある。 161は，欠損部分がなく、半両面加工である） 158~lo0も，こ

の種の形懇を呈していたのてあろうか。 162は，両面加工で―卜部は欠損するが，加工は入念で，両

面加工の削器（ナイフ）の破片の可能性もある。 163は，平両面加工で下部を欠捐すろ。 b面に一

部原石面が残り， b面に（ま全面， a面にぱ両側緑に平坦で長い加工かある。

8 扁平石核（第56図167~173, 図版44A)

打角は伯角に近い例が多い。 167の打面は原石面て，打角は直角に近く，知形剣片を生産してい

る。 168は，打面は原石面で， 2面から糸IJ片を生産しているが，上の打面は，打角がぽぼ直角て，

b面左の打面1ま，少し鋭角である。扇状剣片を生産した痕がある。 169は，打面の一部に原石面を

残すが，調整のための条l離のようなものがある。矩形剖片を生ザ（］している。 170は，円錐形に近い

形態を呈し，打面は原石面で，面取り 1ま一方向のみてある c 面取り面の反対側も原石面である。狭

長の縦長倒片を生産している。 171は，オ［面に相当する部分からも横長象l片を生産し，この打面か

ら，横長倒片を生産していろ。 172ぱ，打角は鋭角で特に打面と巴われるものを設げていない。牛

産している剥片も小さく，石器の未成品の可能性もある。 173は， 4方向から剣片を取っている。
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打角は少し鋭角である。矩形剥片を生産している。

9 剥 片（第57図，図阪44A)

第56図には，石器の素材となった剣片を図示した。 174~179は，縦長剣片で， 176を除いて， a 

面には少なからず原石面がある。 180~183は，やや幅広の縦長ないし知形剣片で， 184, 185は，扁

平石核関係剥片かもしれない。

10 石 斧（第58-61図，図距44B, 45A) 

本遺跡出土の石斧は，すべて磨製ないし，半歴製石斧であるが，素材・加工・形態・側面観・刃

部の状態で幾つかに細分は可能であるが， しかし，それらの間にぱ，必ずしも顕著な差を認め難

く，ここでは個々に説明するに惰める。素材に関しては，（1）擦切によるもの，（2）棒状の原石をそのま

ま用いるもの，（3）板状の石を刻出したもの，（4）厚手の板状の石がら折り取ったものなど種々克り，

加工に関して 1i, （1)荒割り後，研磨した土の，（2¥荒割りし，その後紐返しの敲打を加え研磨したも

のがある。形態は，定角式の例が一番多く，それ以外に長方形，狭長のものがあるの側面観に閃して

ぱ，殆ど l)面ぱ，平坦で a面Iiそれに蔽べ曲面が強いっ刃部は，両刃て刃部を上から見ると直線的

になる例が多いが，若干片刃的で，刃線が少しカーブする例もある。この種の例は，手斧的機能も

＜ご――=.::> 174 こ 178

乙二二＞ 183 

。
5cm 

第57図発掘区出土石器実測図 (7)（剥片）
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考慮でぎよう。刃部の平面観は一般に対称形のものは少なく，どちらかに扁っている。石質は殆ん

どの例が，神居古渾系の緑色片岩t［いし黒色片岩である。それ以外にホルソフエルス，砂岩，価質

貞岩の例が各 1個ある。重量は， 1940)12gを最小とし， 204の280gを最大とし， 12~55g (5例）

80~110g (5例）， 149~200g (5例）， 240~280g (5例）で 4つのピークがある。

186ば、素材を荒割りし，研）化した例である。刃部：ま，損耗していろ'" b面刃部は面取りがあろっ

枯形狼は右ドがりが主体であるc, 187も，荒割り後，入念：こ研磨してし、る。刃部は，大ぎく刹脱し

ている。整｝［多痕は，右下りが主体てある。頭部は，使用によって肌耗している。 188ft, 人念に研

府されていて，加工方法が不明であるが，所々に荒割りされた跡と社返しの敲打 (J:野19n,P77) 

0)跡がある。・刃部は，一部損耗しているが，両刃であったと息われる。整形痕は右下りである。 189

は， 未成品である。大きく打割された跡がまだ幅広く残っている。柩形は， 右下りないし長軸方

向であろ。 19019ま，頭部破片で荒闊りし，繰返しの敲打を加えた後，研磨している。整形痕は，右

卜りてある。 191ぱ，板状の薄し、石材左素材にそれを研磨した例で， a面は全面， b面は卜翡祉と刃

部(l)し入研舟している。刃部は，面取りされ片刃的である。 19211, a, b両面と a面左側面は原石

面で，これを軽く研磨しただけである。 a面右側面は，折り取られた面で部厚い板状の素材左折り

取ったものであろう。 b面には， •部打割された部分がある。刃部は，損耗している。 193は，人

念に研磨されていて素材，加工方法は不明であるが， a面卜.に繰返しの敲打の跡が残っている。 1や

形痕は，右下り，左下り，長軸方向てある。刃部は，損耗しているが，両刃であったと思われる。

須部は，使用による繰返しの敲打て光沢を失ない窮耗している。 194は，入念に研磨されていて，

加丁方法は不明であるが，狭長0)小竺左例である。刃部は，片刃的で，頭部は一部剣脱している。

格形恨ぱ，右下りと長軸方向で，刃加には使用痕がある。 195は，板状の薄い素材を用いており，

a曲は原石面を軽く研磨したたげのII廿で，図示した側面は少し打割した跡が残っている。 b向り）刃

部｝JIll--．は， 面取りされており片刃的である。刃部平面観は， 大ぎ <convex して， a面では使用

痕が品められる。整形痕は，右卜りが主体である。 196も，板状に判がされた素材を用い， a血は

原石血を軽く研料しただけの面である。刃部は， a面が平fuで， b面は曲面が強く片刃的である。

刃部陵線は少しカーブしている。 a|hiO)刃部部分には使用痕がある。整形痕は，右下りが土体で，

一部右下りの所もある。 197は，丸棒状の例で，刃部は欠捐している。入念に整形されているが，

石材0)閃係で加工方法fこと1いよっ〉＇りし二：い。この種の例は，木遺跡で唯一のものである 0 198は，

人念iこ冊磨されて素材，加工方法は不明である。しかし， a面：i, 原石面を入念に研磨しに面であ

る叩此性もある。頭部を欠担する。刃部は，両刃である。 b血刃部部分に1ま，使用痕があるノ整形

痕は，右 Fり，左下り，横方向てある。 199は，入念に研脱しているが， b面に荒割りした所が残

っいる。刃部は，損耗しているが両刃であったかと思われる。刃部平面観は，非対称形である。帖

形痕は種々の方向がある。 200は， 頭部破片である。荒割り後，研磨している。 201は， a, b両

向の士半分は原石面を軽く研脱したi：：けの面で，刃部だけ人念に1r}f悲している。従って，素村は，

扁、ドキ；河原石であったことが[ilる刃部は， a面が比較的中fHて， b面1ま曲面がやや強く，片刃的

、口ある。刃部稜線は直線的である 1っ整形は右下りが主体である。 202ぱ， 板状の素材を他割りし，
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研磨したもので半磨製である。刃部は一部損耗しているが両刃である。整形痕は，右下りが主体で

一部左下りがあり， a面刃部付近には使）廿痕がある。 203は，擦切石斧で a面右側面に擦切の跡が

残っている。切断以前に， 荒割りし研脱している。刃部は欠損する。 204は， 厚く幅広の例であ

る。頭部は欠担している。 b面は，原石面を軽く研磨した面で， a面は，打割後研府している。両

刃であるが平面観は非対称形である。整形痕は，石下りが主体である。 205は，板状の素材を打割

し，形を招え研磨している。半磨閣。 a面は，パテナが発逹し，もともとは原石面であったのか

もしれない。刃部は著しく損耗しているが，片刃的である。整形痕は， 右下りが主体である。 206

は，頭部を欠損するが，入念に研磨している。素材は，明確てはないが板状のものかと思われる。

刃部は b面の方が曲面が強く片刃的てある。両面に使用痕がある。整形痕は右下りが主休である。

207は，刃部の一部を欠損ナるが，入念に研判している。明確ではないが，素材を荒割り後，研磨

したものと思われな刃蔀ば両刃で頻著左使用痕が両面1こある。整形痕ぱ，右下りが主仕で一部知

軸および長軸方向がある。 208は， 板状の素材の両側面を簡単に打割し，刃部部分を入念iこ研磨し

ている。顕綿は欠損する刃祁は両刃である。整形痕は右下りが主体である C 209も， 頭部を欠担

するが打割後，入念に研磨しているe 両刃で刃部稜線は，便用による細かい刃こぼれ力:ある。整形

痕は，右下りが主休である。 210も， 頭部を代損する。入念に研磨しているが，素材ば荒害！り礫か

と思われる。刃蔀は，両刃で使用痕がある。照形痕は右下りが主体である。 211ぱ， 板状の素材を

用い刃部部分を入念に研磨している。頭部は欠損する。刃部は両刃的であるが，刃部稜線は大ぎく

カープしている。手斧的用途に用いられたものであろうか。 212も，頭部を忙損する。荒割り後，

研肝したものである。薄手であるが，両刃で刃部稜線には使用による刃こぼれがある 0 213ぱ， 石

斧の未成品の砂片かと思われる。両面に原石面を残し， a面両側縁を打割している。両面共，局剖

的に軽く研料している。 214も， 頭部を欠損する。入念な研磨であるが， b面上は，原石面を軽く

研府しただけの面である。両刃である。 215も， i，r,j面共，原石面を軽く研磨しただけの例で，刃剖

は欠損している。所々打割して，凋粕している。

11 石 鋸（第62図216-223, 図板45B)

石質は，すべて砂岩である。薄い板状の素材を用い一端がし］字状に研磨されている。

216は， 破片であるが a面全面と刃部が研磨されている。 217は，両面および一端がV字状に研

磨されている。図示した面に 1本，反対側の面には 1本の溝がある。溝の幅は 5mm程である。

218, 219は， 刃部はあまり鋭角ではない。 220~222は，小破片である。やはり，刃部はさほど鋭

角ではない。 223は，厚い例である。刃部は丸味を帯びている。

12 砥 石（第62図224~228, 第63図229~234, 第64図235, 図版45B, 46A) 

砥石は．大きく二つに分けられる。 2凶～ 232例(1)2~4面を砥石面として利用しているものと

233~235例(1)ように円礫の一面のみを利用し，凹んでいるものである。

224は， 4面を利用した小形の棒状の例である。擦痕は，長軸ないし右下りの方向である。
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第62図 発掘区出土石器実測図 (IZ)（石鋸．砥石）
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234 5m 

-121-



2.,; 5 

I I 

238 m 

第64図 発掘区出土石器実測図 (14)（砥石・擦石）
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砥石面は細かい。 225ぱ，板状の例で両面を利用している。図示した面の方が擦痕は細かい。 226

は，破片である。 3面以じ利用している。砥石面は，い「かも concaveである n 227, 228は， 4面

を利用 Lた長方体の例であろ。いずれの面も concaveしていろ。 229は，両面を利用しているが，

凹凸が激しく使用してまもない例かもしれない。図示面右は，両面から擦り切った痕がある。 230

は， 2面を主に利用しており， concaveしている。破片である 0 231しま，破損しているが 3面利用し

ている。石質が，硬質頁岩のため砥石面は非常に滑らかである。いずれら concaveしている。 236

は，両面を利用している。両面共少し concaveしている。完形品である。

233ほ，部厚い円礫の一面を砥石面としており，深 <concaveしている。ただし，反対の面も少

し擦った痕がある。 234も同様の例であるが，使用面はー・面のみである。 235は， 破損邪分が多い

が，図示した一面のみ利用している。

石質は，砂岩の例が多いが凝灰質砂岩，凝灰岩の例が若干ある。

13 擦 石（第64図236~239, 第65図240, 図版46B)

擦石には， 2種類ある。 1つは， 236, 238, 239に示した例で，断面長楕円形で扁平な石を用い

全周を打調して形態を整えているものと， 1つば237, 240に示した例で，断面て角形で，特に調整

はなく一稜を擦面としている例である。

236は， a, b両面の全周を打調し長軸の一側面を擦面としている。擦面の輻は Ymm程て擦痕は

長軸方向である。 237は，半分程の破片である。擦面 0)幅は 13mm程で擦痕は長軸ガ向である。 238

は，—一部欠損するが全周打調している。擦 1目は局部的で明確ではないが， この仲問かと思われる。

239は， 236と同様の例で擦面の幅は狭く 3~10mmで，方向は磨耗が著しく不明である。 240は，擦

面の幅は13~19mmで広くこの回りを少し打割している。

石質は，安山岩系統が名い）

14 有溝石製品（席95図241, 図版46B)

石質は，複輝石安山岩で平面観が分銅形で厚く，両側面および下面の三面に沿って溝が巡る。上

面は溝ではないがへこみがある。 a面中央には，窪みを作出している。全面，軽く研磨され，有溝

部付近は打凋されている。重量は 700gである。用途に定かではないが石錘の可能性もある。

15 敲 石（第66図242~244，図版47A, B) 

敲石は 4点出土していろ。内 3点を図示したしいず八も叶岩の河原石を用い長軋りの一珀ないし両

端に繰り返しの敲打の痕がある例である。

242は， 2ケ所を殻打面としている。 243も同様である 244は，図示面下部は顕著であるが，上

部はあまり明瞭ではない。直量は，各々 900g, 750 g, 750 gで重く石斧製作に関連した敲打器で

あったろうか。
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16 礫 器（第66図245, 図版47A)

変朽安山岩製てゞ，半両面加工で大きな剣離がある。 b面げ，原石面が幅広く残る。用途としては

敲石の可能性もあるが明確ではない。 （上野 秀一）

第65図 発掘区出土石器実測図 (15)（擦石・有溝石製品）
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第66図 発掘区出土石器実測図 (16) （敲石・礫器•その他）
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結 語

以上，各項目別に述べてきたが， N309遺跡は，縄文時代中期の遺跡である。

本遺跡出土の土器群は，サイベ沢 V,Vl,Vll式の円筒土器上層式の系列を引く一群が主体を占め，

それに天神山式， トコロ第 6類，伊逹山式，仮称手稲砂山式， ノダップ I式土器などが若干数検出

されている。時代的には，縄文時代中期初頭から末まである。この内，第 1群H類と J類は，第54

号ピットおよびその周辺から， 7個体の完形ないし半完形土器が出土しており，これらはセットと

して捉えることもできる。特徴は， 肥厚帯があって，この上に貼付文がある例 (H類）とない例

(J類）とがあるが， 肥厚帯下は， 多くの例は地文のみで， 特に貼付文などの文様がない例であ

る。肥厚帯上には貼付文があり，またサイベ沢 V, VI式などに特徴的に認められる絡縄体圧痕文，

撚糸圧痕文，組紐圧痕文などが施文されていることを重視すると，巨視的に「サイベ沢VI式」ない

しは，村越編年の「円筒土器上層 d式」に相当しようが，胴部に貼付文が全く認められないことか

ら，サイベ沢Vll式ないし見晴町式に近い時期の可能性もある。地文は， 第 1種結節材状縄文が多

<, 1例のみ第 1種結節のある複節斜行縄文である。このクイプは，既型式の範疇からはずれるも

ので，ここでは「手稲前田式」とでも仮称しておこう。

石器の組成は，円筒土器上層式のそれである。石皿こそ，量は少ないが，擦石・砥石・石鋸類は，

種類も，量も豊富である。石鏃はすべて有茎で，つまみのあるナイフは，縦形で量も多い。これら

のセットは，道央部における円筒土器上層式文化の良好な資料となろう。

竪穴住居址状遺構は，その内部施設や構造などから， N293遺跡の例と同様に定住的な什居とは

断言し難く不明な点が多かった。

ヒ°ット群についても，規模や形態に大きなバラつきがみうけられ，確実に「土凛墓」であると断

言できるものは皆無で，その構築意図は明らかにしえなかった。しかしながら，各地から報告され

たトコロ第 6類，第 5類土器を伴出する諸遺構と比較するならば， N309,N293遺跡で見出された

諸遺構も， とりたてて特異なものとはいえない。なお，最初に調査した N293遺跡の報告で示した

ピット群の内， 幾つかは人為的な遺構とは考え難い例も含まれていたことが， N309遺跡の調在を

通じて明らかになった。砂丘遺跡での遺構確認が難かしかったとはいえ，反省と自戒をこめて明記

しておかねばならない。しかし，それらの I::.° ットの幾つかが人為的tょ所産ではないとしても，明ら

かに「風倒木痕」である例（第22, 23, 39号ヒ°ット）を除いては，その成因については，現在の我

々の認識を超えるものである。

竪穴住居址状遺構およびピット群は， 砂丘の内陸側に沿って分布し， そのうちでも数軒の竪穴

住居址状遺構と数十基のピットがほぼ 1ケ所に集中する顛向があり， こうした遺構の訂任は N309

遺跡では大きくみて 2ケ所に認められる。 N293遺跡の遺構の群在と合せ考え，生活の場といった
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ものの変遷と捉えられるのかもしれない。時代的には，本遺跡の方が罷文時代中期中艇の時期で，

N293遺跡はトコロ第 6類，余市式士器群を中心とした樋文中期後半の時期の所廂である。土器型

式からいうと，纏文中期初頭より終末までの約 1,000年間にわたる長期間， この一帯が古代人に占

拠されていたことが判る。 しかも， N309遺跡ぱ，分布関査の桔里では今回発掘調在した範囲に

留まるものではなく，さらに東側に延びている。 また， N293遺跡の西側も既に破壊芦れてしまっ

たが，同時期の遣物がかつて出士したといわれる。従って， これらN293, N309遺跡の一連の遺

跡の拡がりは，かなり大規模なものであったと考えられよう。そして，その期間何に生業の甚盤を

おぎ，生活していたのかは巽味ある所であるが，前loJと今回の調肴では1月らかにすることはできな

かった。

初期の予定では，本報告甚の中で，紅葉山砂丘上の遺跡群を詳しく検吋し，遺跡の時代による立

地性の違いとか古代人の移動の問題を明らがにすることを意図していたが果せたかった。また，脱

富に得られた円筒土器上層式の賓料から，道央部における縄文中期後半期の士器糾の姿を浮，ぎぼり

にする心算であったが，果せず，今後の課題として残されてしまった。石器群に関しても，個々の

石器の洩能の問題，そしてトコロ第 6類および伊達山式土器などとの石器群組成上の違いを指摘す

る予定であったが，全く触れずじまいiこ終った。これらは，すべて編集者の責任として機会を改め

て論じたいと思う。

遺跡地の自然環境の問題は， N293遺跡の報告書の中で詳述しているので，それを参照して頂け

れば幸甚である。

紅葉山砂丘の西端に立地する縄文時代中期の N293遺跡， N309遺跡の 2年間にわたる調在は砂

丘遺跡の調査の難しさとその性格をある程度明らかにしえたと思っている。今後，紅葉山砂丘上の

遺跡群の調査を通じて，紅葉山砂丘人の生活も次第に明らかになってくるものと思われる。

(J:::野秀一・高橋和樹）
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第 8表 N309遺跡遺構一覧表

；；I区 名 平面形 1濱規:[；さ配 石小ピ ッ ト長軸方向：ぅ;• I時 代；片完器形I石 1 器炭化物骨片図版番号備 考ピット 規模 cm ・ヽ ビット 土 器 石 器 図版番号

総数半完形 石器石片

l i Q-8~Q-9 i不 幣 円 形 1 75x63 | 23I I I(NNW-SSE) l 1サイ ベ VJ| | 1 | | ］ | 31-1 | | 9 

□ |番33号 L区4~L-：~1 平面形 1濱 U I深さ配 石 Ijヒノ ト 長軸方 9,I Iク？ノI時 代 1昆I託靡1石器 1石片炭化物1骨月 1土 器 i 石 ~-"., 1 備
M-4~M-5 不整長楕円形 189 x83 

： ：□-三□／ニロニ〗□ 3:：:86 39ー 4□ー：R了三□筐(11三)m □□]:：／！1:!3|[126| - l：口：ロ□ L-4~M-4 不整卵形 88X78 26 NNW-SSE l 
— ·——• I――- -

； ：：エ1:：□。□ ；二； ］ 1 1ロ-33-10~11|＿ -38ー21一'-戸口竺三9 :: - I 二：： ］・[:— +35三722-—-
10 | 叩～R-7 |隅丸長方形 |149X86 | 25 | 1内部に 1ケ| NW-SE I D Iサイベ vn 7 

11 Q-13 1不整楕円形 98X65 15 NE-sw [「丁―--3 

I [ | | 1 | 2 | | |33-17~19 | J8-11 |南南西端やや張出す ： ： ： ― ：賂；図丸円方： 口:---1,2 (Nーニニ-[― -―-/ ---1---／-25~27 

0-10 不整摺円形 120x90 I 21 I I ! E-W I I 

- - --l_ 1 ―□ | ＿了 N-10 1不整円形 1,8X90 二1 | 1 ,—l--- —l I I I l - —I l 

1 I I I I I 38-12 
I -l------l---i-1--- 1- 1- ·1-l~l---+--II ・- 1- ---i- l 

P-8~P-9 小竿 n m 叫立4U |“I 'f'夭に l グ 皿サイベ ＼1 5 1 3 
33-20~22 

- - -—-._ 31-3 . . .-1,~ニ＿ロ円形 81x 70 1 (39) | ＇ 1 -- -
0-10 楕円形 113x(91)I 46 I I I NNW-SSE I I I I 6 I I 1 I I ! I 33-24,25 I 38-15 I II 46 I P-S~Q-8 不整楷円形 237x (130) I 22 I NE-SW Il I I I叶 I I39-51 

： Iロニニ／ロニ／1:：6 ：長／〗：。2,1/l内部2:ヶI:／□三／＝＝l／□；~o~|口1り約：5m3号
N-5~N--6~- -- - - •• - - - -- - -- | • I -- | NW-S E II ・ サ イペ V1 5 了|+] 36-22~24 39ー醤’~22 - - - -

23 I。-5~0-6 （不整円形） 78x(63) 45 | 1 | | 1 | 1 | | | | 1推定 78X78cm

24 I N-5~N-6~ 0-5~0-6 不整楕円形 142x110 I 24 内部に2ケ N-S 

25 ！芯戸醤～ （不整卵形） 190x(139) 12 NNE-SSW I I I 4 | 1 |――| i―—1--;;ニ29,30| ＂-― IIl)W1凜芦も！認：！小悠五角 形 490x348 26 胃贔ぢヶ N-s t:：訊'VI 67 15 63 12-1~14 14-1~14 
・-・-------.. 

0-7~0-8~ 壁に 1ケ 北西端に張出しDW2 

27 I O-B~P-8 不整楕円形 98x65 I 17 

28 I 0-S~P-8 不整楕円形 11ox 120 I 12 

口― - N-s = P-7 .,,、棺五 角形 506x(354) 34 1 内部に2ケ NNW-SSE :：：:: ： 3 1 1 + 12ー 15~17 14-22 S P-3は後世の攪乱

● • 

K-13~K-14~ 31 不整五角形 319x206 I 47 I I I NNE-SSWI I I I l L-13~L-14 

32 L-4~L-5~ 
M-4~M-5 

ロニ ニ □1二/ 5-1 38-14 ／三こ：：真3:i三5/［三〗：三／旦：ぴ冒厨接してオ明ヒ

考

推定 170x160cm程

南西に丸い小さな張出し

（註） なお，グリット番号中の数字ばすべて日がつく（例Q-8→Q-H8)。 （註） DWとは，竪穴住居址状遺構を示している。
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第 9表 N 309遺跡遺構出土石器一覧表

図阪番号 1出士地豆＿1名

14-1 I DWI 

2 /I 

3 I I/ 

4 i // 

5 I 11 

6 II 

t

、
8 ， 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

15-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

38ー 1

2 

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 

DW3 

” 
” 
” 
” 
” 

DW2 

DW6 

DW4 

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 

Pit 2 

Pit 8 

石

敲

石

砥

石

石

削

削

石

石

削

石

石

削

砥

削

石

” 

” 

” 
” 
” 

鏃

器

斧

匙

II 

石

掻

石

石

” 

” 

” 
” 
” 
” 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

g

0

0

5

3

9

3

1

9

9

5

9

7

3

2

8

7

8

6

5

2

9

1

9

1

3

8

7

6

3

8

0

5

4

4

2

1

6

 

1

9

 

且

1

1

1

4

2

1

1

1

0

4

1

1

5

3

2

3

0

2

0

1

3

9

1

2

7

1

2

1

7

1

6

3

1

1

3

0

5

7

1

1

3

3

1

0

4

3

重

8

)

4

2

1

7

9

8

1

,

6

5

6

6

2

0

0

8

8

6

3

5

:

，8

3

6

4

4

4

6

3

8

8

4

3

ー

6

5

4

5

一

5
 

m

7

9

 

財

m
ー

2

ー

1

大

（

最

9
0
3
7
6
2
2
3
7
)
9
8
4
0
2
6
3
0
1
7
2
6
2
3
1
5
)
1
7
2
2
2
4
1
7
1
7
2
2
7
2
2
2
3
1
8
2
3
2
9
9
3
2
2
2
3
3
1
1
3
幻‘

]

＇

,

 m
5
 

3

3

1

2

1

2

1

1

1

5

1

5

 
1

1

 

話
I
m
4
4

ふ大

（

（

（

最

剛
言

39

⑱

国

3
8
5
8
6
7
1
5
6
1
5
6
4
3
3
5
3
2
1
3
2
1
8
3
0
4
1
5
7
7
9
4
9
6
1
3
4
:
3
8

口

□□
5
I
5
g
l
l
B
4
1
⑰

ロ鋸石即
匙

器

炉-
＂ヤ

鏃

鈷

器

鈷

鏃

器

石

器

鏃

3
 
3
 、

\
•
9

1

4

4

 

2
 

石告備考

Bl-Sch. 

An. 
I 

Sa. ! S-1 

Sa. I 

Obs. 

Che. 

Che. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Ohs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Gre. Sch. 

She. 

She. 

Obs. 

Obs. 

She. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

She. 

She. 

Obs. 

Aga. 

She. 

Obs 

Obs. 

1. 91 Obs. 

1. 41 Obs. 

110: Mu. 

21 She. 

0.8I Obs. 

S-2（破片）

S -3 (//) 

縦形

S-4 紹形

S-5 

S-6 

S-7 

S-8 

fi 茎

S-9 

S -1 縦形

S-2 11 

S-3 有茎

S-1（破片）

s-1 

s-1 有茎

S-2 II 

S-3 II 

南区 I/ 

S -4 II 

S-5 破片

両面休石器の破片

S-6 

S-7 

S-8 

S-9 

南地区

S-1 

” 
” 
// 

S-1 ff 茎
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図版番号 出土地区 1名 称 i全長 1最大幅 i最大厚 i重量 I石 質 I備 考
| mm 

竺2門71 
m m  7 g 

38ー 3 Pit 9 両面体石器 25 3.6 Obs. s-1 

4 ” 削 器 (16) 3 1. 6 She. S-2 破片

5 II 両面体石器 (10) 15 7 0.9 She. S-3 石槍？

6 ” 片面体石器 22 17 13 2.0 Obs. S-4 

7 // ‘’ 12 11 10 0.9 Obs. S-4 

8 ” 両面体石器 (12) 22 8 2. 7 She. S-5 石槍？， 
” 石 鏃 (22) 13 4 1. 2 Obs. 破片

10 ” 石 匙 (55) 19 10 10.2 She. S-6 縦形

鋸 I
： 

11 P1tl0 ！石 ll6l 701 25 200 Sa. S-1 

l旦， P1tl2 i削 器 I (22)i (16)i 3 1. l Obs. S-1 

13 Pit17 i石鏃 I (29)1 141 5 1. 7 i Obs I S-1 有茎

14 Pit27 半面体石器両 (20) 16 5 I Obs. S-1 石鈷？1. 4l ： 

15 Pitl4 縦長倒片 (38) 26 ， 8.0 Obs. S-1 

16 Pitl5 削 器 (39) 16 4 2.0 Obs. S-1 

17 Pit21 扁平石核 42 29 15 15. 7 Obs. S-1 

18 Pit22 削 器 (41) 30 ， 11. 3 Obs. S-1 

19 Pit26 掻 器？ (23) (9) 3 0.6 Obs. S-1 刃部破片

20 Pit22 削 器 44 | ＇ 
25 8 8.2 Obs. S-2 

， 
21 P1t25 石 鏃 32 16 4 1. 5 | Obs. S-1 有茎

22 P1t20 砥 石 72 58 11 70 Sa. S-1 

23 ” 礫 器 119 851 17 210 Da. S-2 

39--1 Pit34 石 匙 51 37 ， 8.6 Obs. S-1 縦形

2 ” 削 器 57 16 5 1. 7 Tu. S-2 

3 Pit35 両面体石器 (25) 36 10 10.5 Obs. S-1 破片

4 Pit 3 石 斧 (34) 20 5 6.2 Gre.-Sch. S-1 破片

5 Pit46 砥 石 67 51 (21) 64.3 Sa. S-1 

6 Pit37 石 鈷？ 26 20 10 4.3 Obs. S-1 破片

7 P1t49 削 器 (33) 19 3 2.1 I Obs. S-1 

8 P1t52 礫 器 165 831 25 540! Py.-An. S -1 ， Pit51 1 半面体石両器 49 22 
11031 1 

12.4 She. S-1石斧の未成品

10 Pit52 両面体石器 31 43 12.9 Obs. S-2 

11 Pit51 石 鏃 15 12 3 0.8 Obs. S-2 有茎

12 ” 両面体石器 (17) 18 4 1.0 Obs. S-3 

13 ” 石 鏃 (36) 15 5 2.0 Obs. S-4 有茎

14 ” ” (20) 17 4 1. 5 Obs. S-5 ” 
15 ” 削 器 (11) 15 3 0. 7 Obs. S-6 

16 Pit54 石 鋸？ 43 20 7 4.4 Obs. S-1 

17 ” I I 掻 II 器
(17) 

16 I 4 0.9 Obs. S-2 破片

18 ” (49) 26 5 8. 7 Obs. S-3 縦形

19 II 削 器 501 28 11 13. 8 Obs. 
I 

20 ” // (29) 14 5 1.3 Obs. 1 S-4 

21 II 石 鏃 25 14 3 0.9 Obs. I I S-5 有茎
22 ” 両面体石器 25 16 6 2.2 Obs. S-6 石鏃？
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表覧

一
器石

全
+
-
1
-
1
'
1
|
I
I
 

称

銚

出区掘発跡遺

，
 
゜
3
 

z
 

表

゜
ー第

図版番号 11i士地区 名

-51 1 l P̀□13 [石
2 I M-16 I 

3 長採

4 I Q-14 

5 I しー15

6 I P-16 

7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
 

表採

L - 8 

0-12 

表採

R-13 

P-14 

N-16 

長採

表採

P-16 

表採

R-14 

長採

長採

表採

Q-16 

表採

M-l4 

長採

N--11 

表採

F-8 

表採

表採

表採

Q-13 

R-17 

P-8 

N-8 

N-7 

表採

R-16 

表採

表採

表採

N-9 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
// 
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II 
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// 
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” 
” 
” 
”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ” 

直厚大9
 

I

I

I

け
1
7
1

判
171団
国

HiI
乱
1
5
1
1
7
1
1
4

印

1
2
m
l
1
3
1
1
4
1

均
這
ニ
2

バ
刻
1
0
1
1
0
1
l
l
l
1
4
1
1
6
1
2
1
1
9
2
2
1
6

り
正

1
8
1
8
1
3
,
1
7
1
1
7
1
,
1
3
1
1
2
1
4
1
-

l

l

l

 

mm18
杞

幅

一

(

(

(

―

大

＿

＿

穀1
,
4
1
バ
ッ
①
妍
ー
\
①
ーO
|甜
ー
叫5
3
8
1刻
訓
ー
万
3
5
)
a

、

3
3
2
9
1
s

、

2
6心
、
3
0
|
〗
叫2
6
1
'
研
．
州
5
1打
‘
~
~
2
8
1
2
5
1

、
り
的
的

O
)
1
4
1汀
ー2
8い
、
3
3

m

4

3

3

4

3

4

3

3

3

2

3

3

8

3

2

2

2

2

公

‘

]

2

2

2

公

1

2

2

ぉ

3

長

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（
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m

4

4

5

4

4

5

j

5

5

4

4

4

5

1

3

3

 

m
 

早 I
il i石

g 
2. 41 Obs. 

1. 91 Ohs. 

2.6! Mu 

2.01 Obs. 

質

s

s

 

b

b

 

0

0

 
9

9

 

4

5

7

8

5

5

7

4

1

8

6

0

2

1

8

7

8

1

0

6

2

7

7

8

0

9

3

2

9

0

6

0

1

5

4

6

3

7

 

2

2

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

0

0

0

1

1

0

1

0

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

1

0

2

1

2

2

 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

,

9

,

 

4

4

2

3

3

3

4

3

5

4

5

4

4

4

3

3

3

4

3

3

4

2

5

5

6

5

 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 
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図版番号 1出土地区 1 名 ー研 I 至―｝く―|最天幅― l 最大厚！重 量 I石 質

51-43 I Q-17 ↓ iI 石錨 I ((303m4m) ) f | 
71163 : , 

mm4 l g 

1.8 Obs. 

44| 表採 // 

I 
5| 1.8 Obs. 

45 良採 ” (22) 4 1.1 Obs. 

46 I P-16 I ” (18) 

91 I 

4 0.7 Obs. 

47 I友採 I ” (18) 14 4 0. 7 Obs. 

48 I I P-16 I ” (13) 11 

(9j 

0.3 Obs. 

49 表採 I ” >
10 0.3 Obs 

50 I I Q-13 1片面体石甜： (30 (15) 3.5 Obs. 

51 N-8 I石鉗 4 15 | 3.4 Obs. 

52 0-8 /I 4 
181 

8 5.5 She. 

53 I Q-16 I " 51 18 ， 8.1 Che. 

54 I表採 1 ” (26) 8 4 0.9 Obs. 

55 I R-16 I ” 52 13 
14 9 

3.0 She. 

56 R-15 I ” 72 

2;I 1 

223 Obs. 

52-57 G-15I 石 鈷 72 16 31. 1 Obs. 

58 
表N-採10 ” 75 31 8 13. 7 Obs. 

59 ” 68 
2277| 1 

， 12.6 Obs. 

60 N-8 ” 63 ， 12.1 Obs 

61 N-17 I ” 56 29 7 8.8 Obs. 

62 表採 I
，, 55 28 8 9. 7 Obs. 

63 長採 II ” 46 
6 7I , 

6.1 Obs. 

64 表採 ” (32) 22 7.3 Obs. 

65 
表採 I ” (30) 22 

7 7 
4. 1 Obs. 

66 表採 ” (25) 19 3.1 Obs. 

67 0-15 1 ” (23) 19 4 1. 7 Obs. 

68 P-14 ” (26) 24 7 4.0 Obs. 

69 R-14 I I // (19) 18 5 1.8 Obs. 

70 P-16 11 (21) 18 

1>
2.4 Obs. 

71 N-7 I紙形石匙 悶
35 37.0 She. 

72 311 ， 21. 8 She. 表採 I II 

110I | 73 M-8 /I 25 7 21.1 She. 

74 表採 ” 69 20 8 13.0 She. 

75 P-16 I l ” (18) 15 2 0. 7 She. 
， 

76 表採 ” 59 

(22訟25) , 

7 10. 7 She. 

77 S-17 // 

668 2 
7 15.0 She. 

78 0-7 ” 7 9.5 She. 

79 表採 ” 45 17 5 4.3 Che. 

80 P-14 ” 47 15 ， 8.0 Che. 

53-81 表採 // 46 36 8 12.5 Obs. 

82 表採 ” (45) 

2⑳ 1 I lj A 

9. 7 Obs. 

83 Q-14 
” (36) 6.3 Aga. 

84 表採 // 22 3.6 She. (30) 
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図版番号 1 出七地It-~ I 名 称 1:?-__:_-1~ I最 大 幅 1最大／牙 I里 贔 1 石 質

53-85! Q-12 1樅形石匙 I
mm1 

m2m 21 
mm g 

4(I 
61 

5. 7 Obs. 

86 I L -() i削器（ナイフ）
l 

(li9) 35 1 1) 26.4 Obs. 

87 1 ¥1-1(i i ! ” (K7) 25 ， 20.0 She. 

88 i¥'-1'.! ” 
， 79 20 8 12. 7 Tu. 

89 た採 ” 71 29 7 17. 6 She 

90 0-8 ” 71 31 7 16.6 She. 

91 0~15 ” (49) 35 8 16.1 Che. 

92 N-8 ” 50 29 8 10. 2 She. 

93 表採 ” (42)i 23 3 ーウ・ -1 Obs. 

94 0--8 掻 器 50 30 12 18.5 Obs. 

95 長打、， ” 47 30 ， | l (I 15.4 Ods. 

96 0-l(I l : 

” 
i 49 34 16 公0.8 Ods. 

97 ! P -K ” (59); 28 12 24.2 Rhy 

98 表採 ” 57 27 8 10. 7 Obs. 

99 
0-15 

” 47 23 8 8.2 Obs. 0~16 
100 R-16 ” 36 26 7 9.0 Obs. 

101 R~l3 
” 31 27 5 4. 1 Obs. 

54-102 R-16 ” 27 33 61 6.1 Obs 

103 0-13 ” 27 

2229四6 7 l 

6 5,0 Obs. 

104 0-15, 

” 
I 26 8 5,8 Obs. P--16. 

105 0-15 ” 刈6 6 4.2 Obs. 

106 ! P-15 ” 公< 8 5.4 Obs. 

107 表採 ” (24) 37 11 9.5 Obs. 

108 0-13 ” 37 (32) 4 4.3 Obs. 

109 0-10 ” 24 (35) 6 5.5 Obs. 

llO Q-15 ” 37 16 7 3. 7 Obs. 

111 P-16 II 43 32 16 :05. 21 Obs. 

112 表採 iりIl 器 (5(）） 20， 1 9： i 11. 4! She. 

113 表採 ” (41) 17 10! 7. 71 She. 

(40) 
| i 

114 0-14 ” 20 
87 1 

6. 1 Obs. 

115 表打 ” 5(ii 35 l(i. 5 Mu. 
； 

116 R~15 ” 57: ! 35 ， 18. 9 Obs. 

117 0-8 // 53 27 5 7.5 She. 

118 P-9 ” 
5(） 22 4 4.0 Aga. 

119 N-8 ” 72 37 14 28.6 She. 

120 Q-16 ” 58 35 10 18. 2: She. 

121 S-16 ” 70 27 8 17.11 Obs. 

122 Q-15 ” ⑱ 19 51 6.0 Obs. 

123 P-15 ” :-l11 25 l 7 5. 01 ： Obs. 

124 表採 ” :-l9 24 6 5. 7 Obs. 

1お I 表採 ” 34 26 5 :1.9 Obs. 

126 I表採 II 

I 
40 22 7 6.1 Obs. 
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図叛番号 1出土地区 l 名 称 I全 長 1 最大幅 最 大 厚 l 重 鼠 l 石 質

器 m5m 3 1 
mml mm g 

54-127 P-16 ！ 削 30 4 5.8 She. 

55-128 P-16 II 43 ＇ I 22 7 6.1 Obs. 

129 N-15 ” 40 19 5 3.5 Obs. 

130 N-9 ” 34 16 7 4.2 Obs. 

131 M-12 ” (30) 20 6 4.1 Obs. 

132 表採 ” (29) 18 4 2.1 Obs. 

133 ?-14 ” (33) 17 4 2.1 Obs. 

134 I 0-8 II 

l 
(38) 47 11 22. 7 Mu. 

135 N-12 I II 30 I ， 
(32) | 5 5.9 Che. 

136 P-16 i | 
// I (35)1 ＇ (37) 4 5.1 She. 

137 N-12 ， // t ！ (46) 42 5 9.0 She. 

138 M-16 ” 
(45) 34 ， 13.5 Obs. 

139 Q-15 ” (47) 40 16 24.1 Che. 

140 R-13 ” (51) 35 13 22.5 Che. 

141 P-14 ” 40 29 12 12.7 Obs. 

142 表採 ” 53 45 7 14.5 Obs. 

143 N-10 ” 54 72, 14 47.8 She. 

144 i Q-14 ” 46 58 11 22.0 Obs. 

145 ! N-17 // (30) 40 7 10.0 Obs. 

146 i Q-15 ” 25 36 7 9.0 Obs. 

147 I表採 ” 30 41 8 6.0 Obs. 

148 L-16 ” (13) 38 5 2.4 Obs. 

149 Q-15 ” (27) 58 4 7.1 Tu. 

150 Q-16 ” (23) 28 5 4.1 Obs. 

56-151 表採 両面休石器 (71) 49 15 64.3 Ba 

152 表採 ” 64 
3533 ! I 

13 25.0 Obs. 

153 0-8 ” ！ 69 13' 24.4 Obs. 

154 N-12 ” 52 25 10 I 10.2 Obs. 

155 表採 If (40) (21) 6 4.7 Obs. 

156 N-14 
I ” (35) 37 10 10.3 Obs. 

157 表採 ” (32) 38 10 10.0 Obs. 

158 Q-13 ” 35 (22) 10 7.1 Obs. 

159 M-16 ” 25 (19) 6 3.9 Obs. 

160 P-8 // 30 (22) 8 4.5 Obs. 

161 N-12 II 30 35 ,i 9.4 Obs. 

162 Q-14 削 器 (37) 22 10 7.1 Che. 

163 ！ I 1 Q-9 /I (36) 54 12 26.3 Che. 

164 S-15 ” 37 36I , 10 22.4 Obs. 

165 I Q-17 II (26) 29 3 2.4 Obs. 

166 表採 // (30) 19 6 3.2 Aga. 

167 ?-15 扁 平 石 核 33 44 16 21.2 Obs. 

168 R-14 II 20 33 12 5.8 Obs. 
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図版番号 出士地区！名 称 I全 長 i二大幅 1竺大厚 重 量 I石 質

mm  nun mm  只

56-1691 ! Q-121 扁乎石核 19 29' 15 4.7 Obs. 

170 M-7/ /  24 21 20 13.6 Obs. 

171 P-15//  22 37 13 8.7 Obs. 

172 R-16,,  | 46 
2287 I ’ 

15 17.2 Obs. 

173 Q-14 11 37 15 15.2 Obs. 

57-174 S-14 縦 長 剥 片 47 24 4 4.2 Obs. 

175 P-15 ” 43 14 ， 5.8 Obs. 

176 表採 ” 38 16 5 2.8 Obs. 

177 Q-14 ” 35 16 3 1.8 Obs. 

178 R-14 // I 48 28 10 11. 2 Obs. 

179 S-17 ” 55 24 5 8.2 She. 

180 Q-12 ” 42 27 10 14.3 Che. 

181 P-15 ” 51 31 12 22.6 Aga. 

182 N-7 矩形剥片 47 32 
86 , 

11.2 Obs. 

183 P-16 ” (32) 28 5.4 Obs. 

184 0-12 横 長 剥 片 32 
5401 ’ 

8 10.5 Obs. 

185 表採 矩形条1J 片 40 7 10.8 Obs. 

58-186 Q-14 石 斧 164 48 20 260 BL-Sch. 

187 P-16 II 120 54 33 240 Hor. 

188 P-14 ” I 
104 45 22 190 Sch. 

189 P-15 ” 111 44 30 170 She. 

190 R-14 ” (43) 411 22 50 Gre.-Sch. 

191 P-15 I ” 85 
38381 i 

4 34 BL-Sch. 

59-192 0-8 ” 130 25 200 Gre.-Sch. 

193 N-7 ” 四l63 13’ 
39 26 200 Gre.-Sch. 

194 表採 ” 15 ， 12 Gre.-Sch. 

195 表採 // 37 14 90 BL-Sch. 

196 R-15 ” 113 45 15 95 BL-Sch. 

197 表採 II 117 43 34 250 Sch. 

198 N-8 ” (60) 38 16 60 Gre.-Sch. 

199 表採 ” 96 45 23 140 Gre.-Sch. 

200 R-14 ” 37 41 
1 19 1I , 

42 Gre -Sch. 

60-201 M-19 ” 80 31 39 Gre.-Sch. 

202 K-13 “ 92 39 13 80 BL-Sch. 

203 Q-17 ” 75 39 15 55 Gre.-Sch. 

204 N-15 ” 122 60 24 280 B1.-Sch. 

205 表採 “ 111 52 16 110 BL-Sch. 

206 0 -9 “ 79 45 16 100 BL-Sch. 

207 Q-16 
“ 136 (51) 20 240 B1.-Sch. 

61-208 0-15 ” (82) 48 16 110 Gre.-Sch. 

209 R-15 ” (73) 59 24 160 Sa. 

210 P-15 ” (71) 50 22 155 B1.-Sch. 
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図股番号 1出土地区 1 名

I 61-211 I R-13'1i 

212 I P-9 I " 

213 I R-11 I 9 

叫 0-16 I 石

215 ! R-12 

62-216 ! Q-16 I石

P-7 

S-14 

P-15 

220 I Q-16 

P-13 

Q-15 

Q-16 

N-15 |砥
Q-8 

R-16 

表採

表採

r -l :-l 

表採

表採

N-12 

N-14 

217 

218 

219 

221 

222 

223 

224 

225 

226 

227 

228 

63-229 

230 

231 

232 

233 

234 

64-235 

236 

237 

238 

239 

65-240 

241 

66-242 

243 

244 

245 

246 

247 

P-（） 

Q-14 

表採

K-14 

0-9 

友採 I
0-ll l 
J-1(） 

友採

火採

表採 I
R-15 

M-17 

P-8 

擦

II 

” 
” 
” 
” 
” 
// 

” 

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
// 

”
 ”
 
” 
” 
// 

” 

”
 ”
 

称 全 長 1 似 大 輻 1 最大）早！庫品 I 石 竹

I （問
mm 

51| 
m m  

斧 151 10~1 BL-Sch. 

(68)| 53i 13 70i Gre.-Sch. 

(48)| 4ぷ 10 45I Gre.-Sch. 

打 1 (55) 471 161 80I Gr€ -S(_h 

(78) I 541 231 1501 Bl. Sch. 

鋸 I 49 (33) 613.2  Sa. 

51 (72) 7 1 :33. 5, Sa. 

4(): (50) i 6 

砂
i 15{ Sa. 

'（35) 9 14. 1| sa. 

271 351 sl 7. 91 Sa. 

(17)1 (24) 1 4i 2. 5 Sa. 

譴 1 (21) 5 3. 5 Sa. 

48 981 171 60 Sa. 

921 30j 311 110) Tu.-Sa. 

67 
、 I

721 181 105 Sa. 

(77) ̀  （43) 26 100 Sa. 

(146) 78| 531 850I Sa. 

(118)1 1021 531 7501 Sa. 

781 (106) I 瓜 ） 公50I Sa. 

156 75 39 400I Sa 

140 611 391 350| Sa. 

129[ 65¥ 351 290[ Tu.-Sa. 

150: 

I 

95[ 731 l, 350[ Tu.-S a 

1191 921 721 850[ Tu. 

疇 104[ 581 1, 150 I Tu. 
971 14() 叫 610[ Py-An. 

l~~i ~;：］二 ~:-Ar1
'lll 151¥ 2sl 5001 Ho.-An. 

1:39j 911 701 1, oool Py.-An. 

1211 851 48: 700: Py.-An. 

110 116 6(）1,00I  Che. 

1201 941 671 7501 Che. 

156 98 46 750I Che. 

77 

30 
I （氾1 36 

2 1, 

I 200! Propy. 

51l l71 1]1 42:i ば[:••

石

ィi

有溝石澁
•生

欧石

礫晶

掻： 器

両面仇石沿

（石質略号） Aga.(Agate)：メノウー， An.(Andesite)：安111岩， Ba.(Basalt)：玄武岩， Bl.-Sch.(BlackSchist)：黒

色片岩， Che.(Che叶） ：目は Da.(Dacite)：石英安山岩， Gre.-Sch.(GreenSchist)：緑色片岩， Ho.-

An.(Hornblende Andesite)：角閃石安山岩， Mu.(MudStone)：泥b,Obs.(Obsidian)：黒窟右，

Propy.(P ropyri te)：変朽安山店， Py.-An.(Two Pyroxene Andesite)：複輝石安山岩， Rhy.(Rhyo-

lite)：流紋岩， Sa.(SandStone)：砂岩， She.(HardShell)：硬質頁岩， Tu.(Tuff)：凝灰岩， Tu-Sa.
(Tuff aceous Sandstone)：凝快質砂岩。

-138-





口引用・参考文献

五十嵐八枝子・能野 純男 1973 「札祝巾北方低地術における沖積世の古気似変遷」 『第四紀研究』 13-2所収

石井 ！欠郎 1955 1厚真村字）月文の竪穴様の食和貯祓址について 1 9先史時代』 2 （先史学同好会）所収

石川 徹 1967 「札幌郡丁枷砂山出土の土器について」 『北海逍考古学』 3所収

岩井仕男•佐胆和久・妃船弘文・藪原和男 1970 『膳棚JI (『鳳翔』 7) （単）

上杉 陽・遠藤 邦彦 1973 「石狩品半平野の地形と土壌に一いて」『第四杞研究』に一 3所収

上野 尻一編 1974 『N293迅跡』 札幌巾文化財調介報告書vl

江坂輝弥編 1970 『石神追跡』（単）

大塚 和義 1964 「北海道の紐址J t物頁文化』 3所収

大場利夫・奥田 寛 1960 『女満別追跡』（単）

大場 利夫 1969 「縄文中期文化ー北海消ー」 『新版考古学講伸 l3所収

大場札夫•石川 撒 1966 『恵庭追跡』（単）

加藤邦難・上野秀 ー ・ 引 鉗 憲 二 1973 『白石神仕遺跡』 札幌市文化財場査報告古 l

北川 方男・赤松守雄・乎川 善祥・熊野純男． h:．十嵐八枝＋ 1973 「伍狩低地幣の後氷期の度遷」『日本

第四紀学会講油愛旨集』 2所収

児玉fl左衛門・人易利 夫 ・ 式 内 収 太 1958 「サイベ沢遺跡』（単）

駒井 和愛編 1963 『オホーツク海沿州・知床半島の遺跡（上）］ （単）

斎藤 武ー 1968 「北海道旭川市豊岡追跡 l 『日本ぢ占学年報』 16所収

佐藤 一夫 1971 「苫小孜巾美沢植村直跡凋査報告」 『郷土の研究』 3所収

沢 四郎 1968 『釧路市束釧路遺跡第 l地点発掘淵査概報（昭和42年度）』（単）

沢 四郎 1974 「縄文時代の釧路」『新釧路市史』 1所収

沢 四郎・西 幸隆編 1974 i'釧路巾貝塚町 lJ目遺跡調査報告ー第 4次調査一e'（単）

沙流川流域史調介且j 1962 「北海道沙流川流域史調在概報（第 1次）」 『史糾』 63, 64)外収

重松 和男 1971 「北海道の古墳墓について (1)研究史」 『北方文化研究』 5所収

重松 和男 1972 「北海道の直墳墓にういて (2)現在までの賓料と今後の間咽点」 7北方文化研究］ 6所収

高橋 正勝 1966 「函館市見睛市見睛町直跡の資れ 1 『北海道青年人類科'f研究会会必』 8所収

高橋 正勝 1972 a・ b 「北池道における纏文時代中期の終末(1), (2)」 『北血道青年人類科学研究会会誌』 9,

lll所収

高橋正勝 1974 「日ノ浜型仕居址」 ［北海道考占名』 10所収

千代 肇編 1974 『西枯梗』（単）

東京人学文学部考占学研究亨糾 1972 「常呂」（単，）

道北先史文化調査団 1969 ~ ":j沸逍跡ー第二報ー』（頃）

苫小牧Wi教育委員会 1963 『苫小牧市柏苗タフ゜コプ追跡調査報告苔』（単）

苫小牧Iti教育委日会iiか 1965 「第四次苫小牧市柏州タフ゜コプ直跡調脊概変』（単）

名 取武光・峰111 巌 1957 「若生貝塚発摺報告 I i'北方文化研究報内』 12所収

羽賀憲二編 1974 『T310伐跡』 札幌巾文化財潤府報告書vn
松下 亘編 1974 『西股」＇（単）

松野正彦•佐収忠雄・社屯達男 1970 「礼文I,］し神綺ウェンナイポ遺料調査概変 Ii'考古学雑誌』 56-□
所収

溝口 稗 1965 「室蘭におげる先史遺跡の調充について」 『北海道私学教育研究協会研究紀要』 7所収

峰山 厳・高橋稀ー・訂行泰賢 1973 戸中の沢B遺踪』（単）

-140-



＝橋 公平 1968 f北海道虻田町入江貝塚第 2次発掘報告」 『北油道人類学協会通佑』 11所収

村越 潔 1974 『円筒土器文化』雄山閣考古学選君10

森田 知忠 l973 「精進川遺跡」 「北品道南茅部町の先史』所収

森田 知忠・恥協正勝 1973 r-,;-イベ沢B遺跡謁在報告』（単）

山崎博信 1966 『当沸遺跡一弟•報ー』（単）

山崎博信． Jこ谷川 功 1968 I「1'f東遺跡B地I、1i 小文篇』（単）

山的博信 19侶『富岡遺跡』（単‘}

山田 悟郎 1974 「N293遺跡の化杓分析」 『N2叩心跡； 札幌市文化財調査報告＼l門［以

叫 ll 悟郎 1974 「石狩町紅葉山翡跡の花粉分析」 ＂紅葉山 43号追跡，］所収

古崎 昌ー 1965 「縄文文化の兌展と地域性ー北曲逍ー」 『日本のど古学』 I所収

- 141 -





図版 1



図版 2

A 第 1号竪穴住居址状遺構（西よリ）

B 第2号竪穴住居址状遺構（南より）



図版 3

A 第3号竪穴住居址状遺構（北より）

B 第3,4号竪穴住居址状遺構および第54号ピット（北東より）



図版 4

A 第 4号竪穴住居址状遺構（北東より）

B 第4号竪穴住居址状遺構土器出土状態(1)（北西より）



図版 5

A 第4号竪穴住居址状遺構土器出土状態(2)（北西より）

B 第5号竪穴住居址状遺構（南より）



図版 6

A 第6号竪穴住居址状遺構 （北西より ）

鴫

B 竪穴住居址状遺構出土土器(1)



図版 7

A 竪穴住居址状遺構出土土器(2)

B 竪穴住居址状遺構出土土器(3)



図版 8

第 4号竪穴住居址状遺構出土土器(4)



図版，

第 4号および第6号竪穴住居址状遺構出土土器(5)



図版 10

ヽ
A 竪穴住居址状遺構出土石器(1)

＇ 
B 第 4号竪穴住居址状遺構出土石器(2)



図版 11

A 第 1号ピット（北より ）

B 第2号ピット（北より）



図版 12

A 第3,4号ピット（北より ）

B 第5号ピット（東より ）



図版 13

A 第9号ピット（東よリ）

B 第10号ピット（東より）



図版 14

A 第11号ピット（南東より）

B 第14,15号ピット（南より）



図版 15

A 第13号ピット（北より）

B 第13号ピット土器出土状態（南より）



図版 16

A 第17,18, 19号ビット（北より）

B 第27,28号ビット（北西よリ）



図版 17

A 第31号ピット（西より）

・-
¢ 

B 第32,33号ピット（東より）



図版 18

A 第34号ピット土器出土状態（北東より）

B 第34号ピット土器出土状態（南西より）



図版 19

A 第34号ピット土器出土状態(2)（西より）

B 第37号ピット（東より）



図 版 20 

A 第39号ピット（西より）
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第41,42号ピット（西より）



図版 21

A 第45号ピット（北より）

B 第47,48号ピット（北より）



図版 22

A 第49,50号ピット（南西より）

B 第51号ピット石組出土状態（西より）



図版 23

A 第51.52, 53号ピット(1)（東より）

ー

B 第51,52, 53号ピット(2)（東より）



図版 24

A 第54号ヒッ トぽ這：リ）

B 第54号ピット土器出土状態（南より）



図版 25

A P-(-) 15区土器出土状態（東より）

B P-（-） 16区土器出土状態（東より）



図 版 26 
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第54号ピットおよびP- (-) 15, 16区出土土器(1)



図版 27

第54号ピットおよびP- （一） 15,16区出土土器(2)
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図版 28
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A P- (-) 15, 16互出土土器(3)

B P- (-) 15, 16区出土土器(4)



図版 29

ピット出土土器(1)



図版 30

ピット出土土器(2)



図 版 31 

A ピット出土土器(3)
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ピット出土土器(4)



図 版 32 
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A ヒット出土土器(5)

B
 

ヒット仕1土土器(6)



図版 33

A ピット出土土器(7)
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B ピット出土石器(1)



図版 34
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A ピット出土石器(2)

B 発掘区出土土器(1)



図版 35

A 発掘区出土土器(2)

B 発掘区出土土器(3)



図版 36

A 発掘区出土土器(4)

B 発掘区出土土器(5)



図版 37

A 発掘区出土土器(6)

B 発掘区出土土器(7)



図版 38

A 発掘区出土土器(8)
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B 発掘区出土土器(9)



図版 39
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ー
A 発掘区出土土器(10)

B 発掘区出土土器(11)



図版 40
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A 発掘区出土土器(12)

B 発掘区出土土器(13)
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図版 41

壽
B 発掘区出土石器(2)



図版 42
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A 発掘区出土石器(3)

8 発掘区出土石器(4)



図版 43
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A 発掘区出土石器(5)
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B 発掘区出土石器(6



図版 44

A 発掘区出土石器(7)

B 発掘区出土石器(8)



図版 45

A 発掘区出土石器(9)
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B 発掘区出土石器(10)



図版 46

A 発掘区出土石器(11)

B 発掘区出土石器(12)



図 版 47 
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A 発掘区出土石器(13)

B
 

発掘区出土石器(14)
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